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　昼休み終しゆう了りようのベルが鳴って五分もたつと、明るいざわめきに満たされていた校内が急に静かになる。

（ねむ……）

　受け持ちがない空き時間、暖だん房ぼうが適度に利きいた職員室で満腹の胃を抱かかえ、お昼ひる寝ねに最適な静せい寂じやくに誘さそわれた新米教師の安あん藤どう俊しゆんは、職員室の自分の机に突つっ伏ぷして眠ねむりたい衝しよう動どうに駆かられた。

　が、しかし。

（たるんじゃいかんってーの！）

　教師たるもの、校内においては率先して生徒の見本となるべきで、居眠りなんて言語道断！　と、引力に引かれそうになる頭を気力でグッと持ち上げる。

　俊は、高校生の頃ころから熱血教師志願者だっただけに教職にかける情熱は人一倍だ。

　しかも、プライベートでは、生徒や学校サイドにバレたら非常にやばい重大な秘密を抱えている身だったりするから、校内でだけは教師としてまっとうな行動を取らなければという義務感に燃えている。

（バリバリ仕事して、空き時間内に終わらしちまわなきゃな）

　机の上に広げた授業進行予定表を、やる気満々で睨にらみつけ、カチカチと出さなくてもいいシャーペンの芯しんを勢いよく出したとき、俊の胸がぷるぷると震ふるえた。

「はい。安藤ですが」

　胸ポケットから引っ張り出した携けい帯たいに耳をすます。

「俺おれ。今、暇ひまだろ？」

　声の主は、俊の重大な秘密の片棒を担ぐ相手、高たか梨なし弘ひろ樹き。

「申し訳ありませんが、勤務時間中でして。のちほどかけなおしていただけませんか？」

　ちらほらと職員室に残っている他の教師の手前、自然に口調がよそゆきになってしまう。

「今、職員室？」

「はい。そちらもお仕事中の時間帯のはずですよね。至急の用件でなければ、ご遠えん慮りよ願いたいんですが」

（な～んで、こんな時間に電話なんかかけてんだよっ！）

　と、怒ど鳴なりつけたいのをグッと堪こらえた。

　弘樹は俊が勤務する高校の二年生。今は授業中のはずなのに、サボったんだろうか？

「俺？　物理の子泣き爺じじいが休みだから、五時間目は自習なんだ」

「それでしたら、お仕事を優先してくださいよ」

「いや、ちょっと、至急で聞きたいことがあるんだ。いつもの屋上、今誰だれもいないからさ、ちょっと出てきてくれよ」

　頼たのむからさ、と、幾いく分ぶん低めた声が耳元で囁ささやく。

　俊にとっては、この上なく魅み力りよく的なその響ひびきに、一いつ瞬しゆん腰こしが浮ういた。が、

（駄だ目めだ！）

　その手には乗るもんかと、もう一度座り直す。

　以前にも、授業中に何かいいたげな視線をずっと投げかけてくる弘樹が気になって、しかたなく屋上に呼び出したことがあったのだ。

　が、結局、弘樹が聞きたいことってのが、「今晩、何食べたい？」で、しかも、ついつい流されて屋上でやばい行こう為いにまで発展してしまった。

　その後、味をしめたらしい弘樹の姑こ息そくな誘いに、俊は何度も騙だまされている。

「その件でしたらお断りします」

　君子危あやうきに近寄らず。俊は声を幾分厳しくした。

「あ、もしかして警けい戒かいしてる？──大だい丈じよう夫ぶ。ホントに聞きたいことがあるんだって。六時間目が古典でさ、訳がわかんないトコがあるんだ。あんた、前に文系の中じゃ古典だけは得意だったっていってたじゃん？　教えてよ」

　最初はからかうような口調だったのが、徐じよ々じよに甘あまえた感じに変化していく。

　教えてよ、なんて、熱血教師根性を刺し激げきされるその一言に、俊の理性は、ぐらりと揺ゆらいだ。

「そういうことでしたら、少しだけなら……。とりあえず、ちょっと場所移動してかけなおしますので、そのまま待ってていただけますか？」

「了りよう解かい。早くな」

　携帯を切って立ち上がると、少し離はなれた席に座っていた中年教師が顔を上げる。

「安藤先生、彼女から？」

　受話器を耳元に当てるジェスチャーつきでそう聞かれて、俊はブンブンと首を振ふる。

「違ちがいますよ。保険屋なんです。もう、しつこくてまいっちゃって」

「またまた。隠かくさなくってもいいじゃないですか。安藤先生なら、彼女の一人や二人いて当然ですよ。可愛かわいいし」

「ふっ。………そ、そんなことないですよ。はは……は」

　乾かわいた笑い声と愛想笑いを残して、慌あわてて職員室を出る。

（あ、あっぶねー。危うく怒鳴るトコだった）

　ピシャリと閉めたドアにもたれて、俊は深くため息をついた。

　母親譲ゆずりの華きや奢しやな骨格と女顔のせいで、子どもの頃はよく女の子に間ま違ちがえられた。

　そのせいで、俊は自分の容姿にかなりのコンプレックスを持っている。

　高校生ぐらいから性別を間違えられることはなくなったものの、可愛いといわれることはなくならず、そのたびにコンプレックスを刺激されて過か剰じよう反応してしまうのが常だ。

　社会人になった今では、なんとか平静を装うすべを身につけたが、気を許すと「ふざけんなっ！」と怒鳴り返しそうになってしまう。

（職場で怒鳴ったら身の破は滅めつだって）

　もっと用心しないとなと決意を新たにした俊は、目上の同どう僚りようを怒鳴りつけるよりも、もっとやばい関係の相手が待つ屋上へと、足取りも軽く向かった。







　重いドアを開け屋上に出たが、人の姿はない。

「ひろき？」

　肌はだ寒ざむさに身み震ぶるいしながら、さらにもう一歩踏ふみ出したとき、不意に背後から腕うでを捕つかまれた。

「え…ちょっ……」

　あらがう間もなく、出入り口脇わきの、校舎からは死角になっているスペースに引っ張り込まれた。壁かべに押おしつけられ、あっさりと唇くちびるを奪うばわれる。

「…ん…んん」

　押しつけられる唇や耳元をくすぐる長い指の感かん触しよくは、俊にとっては馴な染じみ深いもので、その安心感から、驚おどろきに硬こう直ちよくしていた身体からだの緊きん張ちようがほぐれる。

「…ん……っ」

　もっと深く口づけたくて、自分から首を動かしかけ、そして、俊ははたと我に返った。

「この……ばかっ！」

「…ってー。──ふつー殴なぐる？」

　弘樹が、グーで殴られた腹をさすりながら、俊を恨うらめしそうに見下ろしている。

　ひそめられた形のいい眉まゆ、切れ長の瞳ひとみ、高い鼻び梁りよう、どこをとっても文句のつけ所のない美び貌ぼうの持ち主である弘樹は、俊の教え子であると同時に恋こい人びとでもあった。

　つき合い始めた頃は、制服を着ていなければ大学生で通じる大人おとなびた容よう貌ぼうに惑まどわされていたが、最近では外見に反して中身はやっぱりまだ高校生なのだと思い知らされることが多い。

　だからといって幻げん滅めつすることはなかった。年相応の一いち途ずさで求められるのが嬉うれしいからだけど、やっぱり、こんな風に時と場所をわきまえずに求められると困ってしまう。

　この関係が周囲にばれたら──そう考えただけで、冷や汗あせがでる。

　自分が学校を追われるだけじゃなく、弘樹のまっさらな未来に汚お点てんを残すことになりかねない。それが怖こわいから……。

「うるさい！　校内じゃ駄目だって、何度もいっただろうが！」

「自分だってのってたくせに」

「あれは条件反射だっ！　とにかく、校内じゃ駄目！」

「お堅かたすぎるって。誰も見てないんだから、少しぐらい、いいじゃないか」

　弘樹が屋上の広いスペースに顔を向ける。その拍ひよう子しに、弘樹の長い髪かみが俊の頰ほおをくすぐった。

（きれーだよな）

　自分の母親譲りの柔やわらかな茶パツが嫌きらいだった俊は、黒いサラサラの髪に目がない。

「あ、釣つれた」

　おもわず目の前で揺れる黒くろ髪かみをつかんでしまい、慌てて手を放した。

「こ、これも条件反射だ！──さっさと用件済ませようぜ。どこわかんないんだ？……って、弘樹、おまえ教科書は？」

「持ってきてない。──マジで信じたんだ。かわ………単純だな」

　誤ご魔ま化かそうとしたようだが、弘樹がいいよどんだ言葉はしっかり俊に伝わった。

「用がないんなら帰る。おまえもさっさと教室戻もどれよ」

　弘樹を両手で押しのけ、冷ややか～に告げながら背中を向ける。

「まあまあ、そういわずに」

　が、やんわりと腰こしに巻きついてきた腕に引き戻された。

「もうちょっとだけ、つきあってよ」

「だめ…だって」

　押しのけようと腕を突つっ張ったが、耳元で囁く低い声と、触ふれ合った部分から広がる心地良い温ぬくもりがあまりにも魅力的すぎて、力が入らない。

「最後までやんないから……。じゃれるだけならいいだろ？」

　これが弘樹の常じよう套とう手しゆ段だん。

　キスだけ、じゃれるだけと誘さそっておいて、それだけで済んだことなんて数えるほどしかない。

　それが充じゆう分ぶんにわかっているのに、俊が拒こばみきれないのもいつものことで……。

（ここは校内！　場をわきまえろって）

　頭の中でわめく理性の声が徐々に遠ざかる。

「……じゃ、十分だけ」

「ミニテストみたいだな」

　弘樹がククッと短く笑いながら、はだけた襟えり元もとに唇を押しつけてくる。

　俊はくすぐったさに一いつ瞬しゆん首をすくめる。

「……あ……っ」

　くすぐったさが、痺しびれるような熱に変わるまで、さほど時間はかからなかった。

　俊の身体を知りつくしている唇と指が、巧こう妙みように動いて俊を追いあげていく。

　舌で耳をくすぐられ、柔らかく触れてくるだけだった手にお尻しりをグッと強くつかまれて、ピクッと身体が反応した。

「っ……。も、いいだろ？　タイムオーバーだ」

　弘樹を押し返そうと、力の入らない腕を突っ張る。

「ここでやめてもいいの？　こんなんなってるのに」

「…やっ…」

　硬くなってしまっていた前を、服の上からやんわりと触さわられ、たまらずに弘樹の腕にしがみつく。

「このままじゃあ、逆に辛つらいだろ？」

　耳元で低く囁ささやかれ、ゾクッと身体が震ふるえる。

　自分の鼓こ動どうが速くなっているのがわかる。そこから生まれた熱が身体中を駆かけめぐって、頭までぼうっとしてくる。

「…っ……」

「続けていい？」

　聞かれて、無意識のうちに何度もうなずいていた。

「このままじゃ、スーツ汚よごれるな」

　唇に音を立ててキスした後、笑いを含ふくんだ声で弘樹がいう。

「えっ。ちょっ…たんま」

　とめる間もなく弘樹の手がベルトにかかり、頭が下がっていく。

「ふっ…」

　すっぽりと熱い口内に包まれて、たまらずに熱い吐と息いきがこぼれる。

　慣れた行こう為いではあっても、こんな場所でと思うと恥はずかしさが増す。

　それでも、今さら後あと戻もどりはできない。俊はギュッと目をつぶった。

「……ッ……ふっ…ん…」

　弘樹の与あたえる刺し激げきに、ガクガクと足が震える。

　壁にもたれた俊は、両手で口を押さえ、必死に声を抑おさえていた。




　六時間目、ほてる身体をなだめながら教きよう壇だんに立った俊は、

「ウッヒョン、顔赤いよ。風か邪ぜひいた？」

　と心配してくれる女生徒達の声に、さらに顔を赤くしたのだった。










　弘樹の妨ぼう害がいにあってできなかった仕事をさほど残業することなく終わらせた俊は、時間もあることだし、いったん自分のアパートに戻ってラフな普ふ段だん着ぎに着き替がえてから、弘樹の待つマンションへと向かった。

「行ったり来たり、面めん倒どうだろ？　こっちにも着替え置いとけばいいのに」

　と、何度も弘樹にいわれているが、俊はうなずかなかった。

　いくら弘樹が一人暮らしとはいえ、親名義のマンションなのだ。堂々と着替えを置いておくのは、あまりにも無神経な気がする。

　長期休きゆう暇かのときは、さすがに行ったり来たりが面倒だから、大きなバッグに着替えを突っ込んで持ってきていた。

　必要に迫せまられて、歯ブラシとかパジャマとかその程度のものは置いてるが、それぐらいなら友達のものだと誤魔化せるだろうと判断しての行為だった。

「あ、招待状……」

　マンションのリビングにある座り心地のいいソファーに陣じん取どった俊は、アパートを出る際に郵便受けからひっつかんで来た新聞に紛まぎれ込んでいた郵便物を見つけ、マジマジと眺ながめた。

　連名になっている宛あて名なの片方は懐なつかしい昔の彼女のもの。

　俊と彼女が別れたのは半年以上前。

　結けつ婚こん相手の男とつき合うようになったのが、別れる原因だったから、交際期間もほぼ同期間。電でん撃げき結婚という印象は受けないが、それでも少し早すぎる結婚のような気がした。

　俊と彼女は、大学の四年間をいつも一いつ緒しよに過ごしてきたから、俊は彼女がどんな会社に入社したのかも知っている。

　それなりの一流企き業ぎようではあるのだが、女子社員には暗あん黙もくのうちに結婚退社を義務づけているような古くさい社風があったはずだ。

（苦労して潜もぐり込んだのに、入社して一年もたってないのに辞めるなんて……）

　俊が知っている彼女は、嬉き々きとして結婚退社を受け入れるようなタイプじゃなかった。

　つき合う相手が変わったら、ものの考え方も変わってしまうもんなんだろうか？

「もったいねーの」

「なにが？」

　金色の扇おうぎが貼はってある封ふう筒とうを眺めながらぼやいたら、キッチンから夕食を運んできた弘樹に聞き返されてしまった。

「これ」

「結婚式の招待状か。誰だれから？」

「前の彼女……」

　やばっ、と思ったときには遅おそかった。

　弘樹は、ぴたっと足を止め、不ふ機き嫌げんそうに目を細めてこっちを見ている。

「人のものになると思ったら、途と端たんにもったいなくなった？　こっぴどくふられたくせに、まだ未練があるって？」

「そうじゃねーって」

　俊は、まずったなぁと天てん井じようを仰あおぐ。

　弘樹は、俊と彼女が別れた経けい緯いを知っている。

　彼女にふられて落ち込んでいた俊が、一人で飲みに行った先で前後不覚になるまで酔よっぱらい、たまたま隣となりの席にいた弘樹にからんだのが、そもそもの二人の馴なれ初そめだったりするのだ。

　酔っぱらっていた俊は、そのとき、自分が何をどこまでしゃべってしまったのか、はっきりとは覚えていない。が、弘樹の口くち振ぶりから、洗いざらいしゃべりまくってしまったのだろうなと予測できた。

「彼女の会社、女性は結婚退社が暗黙のルールだからさ、会社辞めんのがもったいねーっていってんだよ。入社して一年たってねぇんだぜ。腰こし掛かけもいいトコじゃんか」

「できちゃった婚こんじゃないのか？」

　安心したらしい弘樹が、また歩き出す。

「あ、そっか。二重のおめでたってこともあるか。──この日にちなら、行けそーだな」

　中のカードを引っ張り出しながら、俊がそう呟つぶやくと、弘樹の足がまた止まった。

「……あんた、まさか、出席する気か？」

「うん。そのつもりだけど」

「やめとけよ」

　弘樹は持っていたトレイをテーブルに乱暴に置いた。

「なんで？」

「なんでって………。んなの、社交辞令に決まってんだろ？　あんたが行ったら、新婦側の友人席、お通夜状態になっちまうだろうが」

「あ、そっか。そーだよな。──おれが行っちゃまずいか」

「激マズだって……。あんただって、絶対気まずい思いするに決まってるし。──でも、ちょっと安心した。そんな間ま抜ぬけなことをいいだすぐらいなら心配ないみたいだし」

　弘樹の長い指が、俊が持っていた招待状をつまんでポイッと捨てる。

「あ、こら。返信用のはがきが……って、なにしてんだよ。おまえは！」

　俊は、すかさず覆おおい被かぶさってきた弘樹にソファーへと押おし倒たおされた。

「ちょっとタンマ。おれ、腹減ってるんだって」

「俺おれだって減ってる。ちょっとは食べたけど、満腹にはほど遠かったし」

　見下ろしてくる弘樹が、わざとらしくゆっくりと自分の唇くちびるを舐なめる。

（昼間のこといってんだ）

　屋上で、その唇に追いあげられていったことを思い出して、俊は耳まで赤くした。

「ば……か。……後ででいいだろ？」

「まてない。後で好きなだけ食べさせてやるから、やらせて」

「シャワー浴びてないし、駄だ目めだって」

　水を使ったばかりのひんやりとした手が下腹部に潜り込もうとするのを、俊が抑えて止める。

「落ち着かないし、ここじゃやだ」

「じゃあ、ベッドに行く？」

　嬉々として起きあがった弘樹に、お姫ひめ様だっこされかかって、俊は慌あわててソファーにしがみついた。

「ちょ……たんま」

「俺とやりたくないんだ」

　弘樹が不満そうに口元を歪ゆがめる。

「そうじゃねーってば……。ああ、もう！」

　何度も拒きよ絶ぜつされて本気でふてくされている様子の弘樹をみて、俊は癖くせっ毛をくしゃっとかき上げた。

「だぁかぁらぁ、二回も続けて中ちゆう途と半はん端ぱにやるのは嫌いやなんだって。……おれだって、あんなんじゃ物足りないし、……もっと……」

　──奥おくで感じたいし……。

　あまりにも恥はずかしすぎて飲み込んだ言葉は、しっかりと弘樹に伝わったようだった。

「スープ、温めてくるよ」

　ケロッと機嫌をなおして、キッチンスペースに向かう。

「ったく」

　俊は、自分の言葉に自分で赤面しながら、トレイにのった皿をテーブルに並べ直した。

　料理上じよう手ずな年下の恋こい人びとは、最近挟はさみ物に凝こっている。

　今日のメインはクラブサンドイッチ。

　弘樹の手作りらしい美お味いしそうなローストチキンが挟まっている本格派だ。

　本当に空腹だった俊は、弘樹が戻もどってくるまで、つまみ食いしたい衝しよう動どうをグッと堪こらえた。

　それなのに、俊は、せっかくの美味しそうなクラブサンドイッチをゆっくり味わって食べられなかった。

　弘樹に、目線で早く早くと急せかされたからだ。

　しかも、食後のコーヒーを楽しむ暇ひまもなく、バスルームへと追い立てられた俊は、すっかりへそを曲げてしまった。







「……なぁ、その仏頂面、なんとかしてくんない？」

　準備万ばん端たんだというのに、ベッドに座り込んだ恋人はむすっとふてくされている。

　手を伸のばすきっかけさえ与あたえてもらえなくて、すっかり困った弘樹は、俊の顔色を窺うかがい続けていた。

「………食事って、カロリーを摂せつ取しゆするためだけのものじゃねーよな」

　俊が、むすっとしたまま、あさっての方を向いて呟く。

「コミュニケーションをとる大事な時間だと思わねぇ？」

「スキンシップも重要なコミュニケーションの手段だと思うけど」

「…………おれさ、あんまり残業しなくてすむように、休み時間もとらずに仕事してんだ。やるためだけにここに来るんならさ、いまよりもっとのんびり仕事したってかまわねぇんだよ。だろ？」

「あー……うん」

「そのほうが飯作らなくていいから楽だって思ってんなら、そうするけど？」

　ちらりと弘樹の表情を窺うと、今度は弘樹があさってのほうを向く。

「………ごめん！　悪かった！」

　そっぽを向いて怒ど鳴なるように謝る。

（こいつ、きっと面めん倒どうだとか、説教臭くさいとかって……思ってんだろーなぁ）

　弘樹の気持ちもわからないわけじゃない。

　恋人にあんなことをいわれてジッと我が慢まんしてるのは、かなりの苦行だろうとは思うのだ。

「学校では駄目だっていってんのに、しつこく誘さそってくるし……。バレたらどーすんだよ」

「あんただって、のってたじゃん」

「……………おまえが誘うのが悪い」

「責任転てん嫁か」

「うるさい！　惚ほれた相手に誘われて拒こばめっこねーだろうが！」

　怒鳴った途端、とんっと突つき飛ばされてベッドに倒れ込んだ。

「惚れた相手って、俺のことだよな？」

　言げん質ち取ったりと、弘樹が嬉うれしそうに笑う。

　普ふ段だんは皮肉げな笑みしか浮うかべない弘樹が、俊だけに見せる素直な微笑ほほえみ。

（ここまで……か）

　これ以上は自分が我慢できない。

「他にいないだろうが」

　頰ほおをくすぐる髪かみを引っ張って、唇を求める。

　ごねて焦じらせた分だけ、キスは長く、甘あまかった。

「……ふ…っ」

　弘樹の唇が離はなれると、その感かん触しよくを惜おしむかのようにため息にも似た吐と息いきがこぼれる。

　もっとと求めかけ、複雑そうな表情で見下ろしている弘樹に気づいた。

「なに？」

「なぁ、もし俺達のことが周りにバレたら、別れなきゃなんないとかって思ってる？」

「……思ってねーよ。別れられっこないし……。けど、さ。バレたら、おれ達いろんなものを無くすことになるし……」

「別にいい。……俺、あんたさえいてくれればそれでいいし。でも、あんたはそれじゃ駄目なんだろうな」

「そんなこと……ねーけど」

　これ以上、余計なことをいわせたくなくて、強く引き寄せて唇を合わせる。

　熱い唇が唇から移動して、敏びん感かんになっている肌はだに淡あわい痛みを伴ともなって刻印を残していく。身体からだをまさぐる長い指の感触にうっとりと目を閉じながらも、俊は行こう為いに没ぼつ頭とうしきれずにいた。

　──あんたさえいてくれればそれでいい。

　そういわれて嬉しいのに、同時にその言葉が氷の欠片かけらのように熱を冷ます。

　二人の関係が周囲にばれたら、確実に俊は退職することになるだろう。

　でも、それはどうでもいいのだ。

　学校という職場を失っても、塾じゆくの講師という手段がある。形式にさえこだわらなければ、教師という職業を続けていくのはいくらでも可能だから。

　だが、弘樹は？

　それを考えると、凄すごく怖こわい。

　俊は、まだ白紙に近い弘樹の将来に、自分の存在が影かげを落とすことになるのがなによりも怖かった。

　だから、弘樹の誘いにもブレーキをかけてしまう。

　同じ男だから、弘樹が学校でやりたがる気持ちもなんとなくわかる。

　いつもと違ちがう場所、本来やってはいけない場所で、人に見られるかもしれないというスリルを感じながら抱だき合うのは確かに刺し激げき的だから。

　でも、だからこそ危険なのだ。一いつ瞬しゆんの快楽におぼれて、その状じよう況きように慣れてしまったら、さらに刺激的な状況を求めるようになる。

　そして、バレる危険も増していく。

　今の穏おだやかな生活をずっと維い持じしていくためにも、危険は少ないほうがいい。

　俊が拒み切れればいいのだが、甘い誘ゆう惑わくに勝てないことのほうが多いから、そのたびに弘樹にも釘くぎを刺さす。

　しつこい、くどい、説教臭いと思われるのは承知の上。

　二人の関係を守るために、年上の自分が、しっかりしなきゃいけないのだ。

「……のらない？」

　物思いから引き戻されて目をあけると、不満そうな弘樹の顔があった。

「あ、わり」

「なに考えてたんだか……。せっかくリクエストに応こたえてやろうとしてんのに」

　奥に入り込んでいる弘樹の指が、少し乱暴に動く。

「……あっ…」

　中をかき回され、えもいわれぬ快感がじんわりと広がっていく。

「なぁ、ここでいくのと、前だけでいくのと、どっちがいい？」

　笑いを含ふくんだ声で聞かれ、俊は真まっ赤かになって横を向いた。

「んなこ……と聞く……なよ」

「いいじゃんか、教えろよ」

　じらすようにゆっくりと動く指と、低い弘樹の声に、身体が震ふるえる。

「ふ……っ」

　もどかしい指の動きに焦じれて、腰こしが揺ゆれそうになるのを、俊は必死で堪えた。

「なあ、これだけじゃいけないよな？　どうして欲しい？」

（わかりきってること、聞くなってーの！）

　怒鳴りつけたかったが、口を開けばあえぎ声がこぼれそうだ。

　弘樹のいうとおりで、より深い快感を知っている身体が、もっと熱いモノを求め始めている。

　抱かれることに身体が慣れても、抱かれて、女みたいに声を上げている自分に対する抵てい抗こうがないわけじゃないのだ。

　相手が弘樹だからこそ、許せているだけで……。

「……っ……」

「強情だよな」

　はりつめた俊のモノを、弘樹の指がつつっとなぞる。

「や……、だ…めっ」

　一方的になぶられて、一人でいきたくない。

「ひろ…きのがい…い」

　降参した俊は、弘樹の首にしがみついて、耳元で「はやく」と息だけで告げる。

「ん、了りよう解かい」

　満足そうな声が耳元で響ひびく。

　高く足を抱かかえ上げられ、熱いモノが押おし当てられた。

「う……く…っ……」

　痛みはないが、押し入ってくる確かな質感が苦しくて眉まゆ根ねが寄る。それなのに、強い刺激を欲しがる身体が、ぎゅっと収縮してそれを締しめつけてしまう。

「……ふ……」

　根本まで受け入れると、唇くちびるからため息がこぼれた。

　それは、安心感からこぼれるため息。

　弘樹が与あたえてくれる快感を期待して、身体中熱いし鼓こ動どうも速くなっているのに、一つになれたことへの安あん堵どの気持ちが、不思議と気持ちを鎮しずめてくれる。

「いい……？　動くよ」

　低く囁ささやく弘樹の声に、ギュッとシーツを握にぎりしめ、うなずき返した。

「…あ……あ…ん…っ…」

　突き上げられるたび、声がこぼれる。

　激しくなっていく弘樹の息づかいが嬉しい。

　この身体でもっと感じて欲しいし、もっと深く感じたい。

　何度も重ねた行為でも、飽あきることはない。その度ごとに、もっともっとと欲が深くなる。熱くなっていく身体に歯止めが利かなくなる。

　俊の心に落ちた氷の欠片が、二人の熱で溶とけて消えていく。

「あ…っ。も……いく」

「駄だ目め、もう少し…我慢して。……いっしょに」

「や…ひろ…き………あっ！」

　弘樹の長い指に根本をギュッと締めつけられて、せき止められた熱い奔ほん流りゆうが逆流して熱く身体を焦こがした。

「や、も……あっ……」

　気も狂くるわんばかりの快感を少しでも逃にがしたくて、俊は嫌いや々いやと首を振ふる。

「しゅん……しゅん」

　痛いぐらいに片足を捕つかまれ、深く、激しく突つき入れられた。

「あ……ああっ！」

「くっ」

　弘樹の熱いほとばしりを身体の奥おくで感じたとき、縛いましめをとかれた俊も放っていた。

　荒あらい息が収まらないうちに、どちらからともなくまた求めあって……。

　二人とも、きりのない欲望に時を忘れて激しく抱きあった。







「……つっ」

　俊は、寝ね返がえりをうった拍ひよう子しに、鈍にぶい痛みを感じて目が覚めた。

（らっき、目覚まし鳴ってねーや）

　弘樹を起こさないよう、胸元にかかっていた腕うでをそろそろと外し、目覚まし時計に手を伸のばす。セットの時間を一時間ほど遅おくらせてから、こっそりとベッドを抜ぬけ出した。

　暖だん房ぼうを入れていない部屋は凄く寒さむい。二人分の体温で温められた布団との体感温度の差に、鳥とり肌はだが立つ。

「……おはよ」

　手早く服に着き替がえ、眠ねむっている恋こい人びとを起こさないよう、そっと指先で頰ほおに触ふれる。

　鋭えい角かくなラインを描えがく頰のせいだろうか。眠っているときの弘樹は、普ふ段だんより大人おとなっぽい。

（でも、まだ高校生なんだもんな……）

　一人で勝手に起きて帰るなと、弘樹には何度もいわれ拗すねられてもいるのだが、気持ちよさそうに熟じゆく睡すいしているのを起こすのは忍しのびない。

　それに、弘樹にむりやり引き留められて泊とまることになったのなら自業自得だと大いばりで起こせるけど、最近は俊自身が帰りたくなくて自主的に泊まってたりするから、つき合わせて早起きさせるのは気が引ける。

「怒おこるなよ」

　額にかかる長い前まえ髪がみを名な残ごり惜おしげに指ですいてから、俊は寝しん室しつをあとにした。







　マンションから一歩出ると、外は薄うすいもやに覆おおわれていた。

　まだ消えていない街灯の灯あかりが、昇のぼったばかりの弱い太陽の光の中で、弱々しく存在を主張している。

「あ、息、しろい」

　この冬初めて見る現象に、ウキウキした俊は唇を尖とがらせてほうっと白い息を吐はく。

　ちょっと得したような気分になれるのは、今が朝だから。

　これが夜中だったりしたら、口元までマフラーをグルグル巻いて駆かけ足で自分のアパートに戻もどっているところだ。

　夏休みが終わったばかりの頃ころ、弘樹のマンションに泊まるのは水曜と週末だけにすると宣言したことがあった。

　が、その後、弘樹の姑こ息そくな抵抗にあって、ずるずるとマンションに泊まり続ける日々が続いていた。が、最近では、俊自身の意思で泊まることが多くなった。

　理由は酷ひどく単純で、寒くなったから。

　夜中にアパートに帰って、冷たい布団に一人で潜もぐり込むのは嫌いやなのだ。

　体力的には少々しんどかったりするときもあるけど、人ひと肌はだの温ぬくもりはそれに勝った。

（弘樹には、いえないよなぁ……）

　俊が故意で泊まり込んでいるなどと知ったら、さらに増長するか、ずるいとふてるかのどっちかだ。

　それに、ばれてしまったら、弘樹はテスト期間中だろうとかまわずに、誘さそいをかけてくるようになるだろう。そうなったとき、俊には拒こばみきれる自信がない。でも、けじめだけはしっかりとつけておきたいから、弘樹には内ない緒しよにしておくに限る。

（おれってば、最近やり方がせこいかも）

　それでも、こんなことをこっそり考えていられるのは愛されている自信があるから。

　弘樹も同じように感じてくれているはずだと、俊は信じて疑わなかった。







「……ん……、七時半!?」

　一時間後、目覚まし時計に起こされた弘樹は、慌あわてて寝室から飛び出した。が、求める姿は見当たらない。

「あれほどいったのに……」

　帰る前には起こしてくれと、俊にはしつこいぐらいに何度も何度も頼たのんでいた。

　起こしてくれれば、軽い朝食ぐらい用意してやれた。俊が添てん加か物ぶつまみれのコンビニご飯で朝食を済ませるのかと思うと、弘樹はかなり不ふ愉ゆ快かいになる。

　それに、眠りにつくときに腕の中にいた存在が、朝起きるといなくなっているっていうのは、弘樹には少々堪こたえる。

　小学生の頃、徐じよ々じよに帰宅時間が遅おそくなっていた父が、ある日を境に家に帰ってこなくなった。つまりは離り婚こんしたのだが、その時の気持ちを、思い出してしまうのだ。

　──また置いて行かれたんじゃないか？

　そんな思いが脳裏をよぎって、たまらなく不安になる。

　もちろん、そんなことあるわけないとわかっているから、不安は一いつ瞬しゆんで消える。

　が、今度は、そんなことを考えてしまう自分の幼さに嫌いや気けがさす。

　その手の幼さから来る不安に振り回されて、自分から俊の手を払はらいのけ、俊を傷つけた前科があるだけに、そんな自分がイヤでイヤでしかたない。

　それでも、不意に浮うかび上がってくる不安はどうにもならなくて……。

　堂々めぐりを繰くり返すだけの思考に舌打ちしながら、とりあえずシャワーでも浴びようと歩きかけた弘樹は、視界の隅すみに光るものを見つけた。

「招待状か」

　俊が返信用のはがきがどうのといっていたのを思い出し、拾い上げてテーブルに載のせる。

（結けつ婚こんも悪くないかも）

　両親の離婚が原因で、人間不信に陥おちいっていた昔の自分だったら、こんなこと絶対に考えたりしなかっただろうと苦笑がこぼれる。

　でも、本当に結婚も悪くない。

　血の繫つながらない他人同士が家族になるための儀ぎ式しき。

　同時に、お互たがいがお互いのパートナーなのだと周囲の者達に認識させることもできるのだから、けっこういい制度なのかもしれない。

「俺おれ達には関係ないけどさ」

　無意識のうちにそう口に出していた。

　その言葉が、自分自身にいいきかせているかのように耳に届く。

　そう、男同士じゃ結婚は無理だ。

　周囲の者達に二人の関係を公表することもできない。

　ずっと一いつ緒しよにいようと、何度約束しあっても、結局は二人の間だけの口約束でしかない。

（こんなこと考えてるってバレたら、俊に怒ど鳴なられるな）

　おれを信用してねーのか？　とムッとされるかもしれない。

　でも、弘樹は、もっと確かな絆きずなが欲しいと思うことをどうしても止められなかった。

　今のままだと、ふとした拍子に甦よみがえる幼い不安感にまた振り回されて、俊を傷つけてしまいそうな予感がする。

　以前、俊を傷つけてしまったときに、一人で不安がってないで自分に確認しろよといわれ、約束もしたけど、なるべくならそれは避さけたい。

　いつまでも同じことで悩なやんで、乗り越こえられずにいる情けない自分を俊に知られたくない。

（自力でなんとかしないと……）

　人間不信だった頃、弘樹はめんどくせーの一言ですべて片づけてしまっていた。

　当然ながら、一人の人間とこんなに深く関かかわったこともない。

　面めん倒どうだと逃げ続けることで、自分が傷つかないようにしていたのだ。

　でも、もう逃げられない。

　逃げれば、もっと深い傷を負うことになるのだから……。




　　　　★




「あれれー、弘樹様、ご機き嫌げんななめ？」

　教室に入った途と端たん、三日月型の目がにじり寄ってきた。

「………おまえは、機嫌よさそうだな」

特とく徴ちよう的な目のせいで、いつでも笑っているようにしか見えない森もり本もとに、弘樹は投げやりに答える。

「あ、わっかる～？」

　実はあてずっぽうでいってみただけなのだが、おれ達ってばツーカーじゃん、と、はしゃぐ森本に水を差すのも気の毒で、弘樹はあえて無言のまま自分の席に着いた。

「なんで機嫌がいいのか、聞く気ない？」

　聞いてくれ～とまたしても三日月型の目ににじり寄られ、弘樹はしぶしぶながらうなずいた。

「実は、昨日、真ま希きちゃんがうちに遊びにきてさ」

「やったのか？」

「まっ！　弘樹様ったら不潔！──じゃなくて、うちの双ふた子ごの遊び相手になってくれたんだよん」

　真希は、森本にとっては最愛の彼女だが、弘樹にとっては自分勝手なサイテー女だったりする。

　夜遊びに男遊びが大好きで、忍にん耐たい力が皆かい無むそうな真希が、まだ幼よう稚ち園えん児じである森本の弟妹と遊ぶ姿なんて弘樹には想像もできない。

「あの女に、ガキの子守なんかできんのか？」

「子守じゃなくて、一緒に遊んでたんだって。妹のほうがさ、今、ビーズ細工にハマっててさ、それ見てるうちに真希ちゃんも興味もったらしくて──で、これ！」

　森本が、弘樹の目の前にズイッと左ひだり腕うでをかかげる。

「……どれ？」

「これだって！」

　じれったそうに袖そでをまくった森本がもう一度腕うでを突つき出す。

　手首にビーズを単純に繫いだだけの腕うで輪わらしきものがぶら下がっていた。

「ヨレヨレじゃん」

「……真希ちゃん、不器用だし……。でも、味があるだろ？　これ、真希ちゃんの作品第一号なんだ。いいだろ～」

「別に」

「なんだよ。ノリ悪いなぁ。高梨、彼女から手作りのものプレゼントされたことないわけ？」

「ああ、そういうことか。──そういや、ないな」

　他の生徒達にも配る手作りのテストや問題集ならしょっちゅう頂いているが、俊から個人的なプレゼントを貰もらったことはない。

「羨うらやましい？」

「別に」

　きゅう～っとさらに目を細めて聞いてくる森本を、弘樹はあっさり撃げき退たいした。

　負け惜おしみじゃない。

　ものを貰うより、本人が側にいてくれるほうがずっと嬉うれしい。

　もしも、何かプレゼントするからなにがいいと俊が聞いてきても、同じように答えるんじゃないかと思う。

（酔よっぱらってくれてれば、もっといいけど）

　酔っぱらい状態の俊は、子供のような舌っ足らずな口調になって甘あまえたり、我わが儘ままいったりして凄すごく可愛かわいい。

　理性がプッツンするせいで、ベッドの中でも、いつもよりずっと大だい胆たんになるし……。

「なににやけてんだよ。やらし～な～」

「いや、別に……」

　一つ咳せき払ばらいをして、トリップしかかっていた気持ちを引き戻もどす。

「おまえ、そのヨレヨレのわっか、貰って嬉しいのか？」

「あったりまえじゃん」

「そっか。……よかったな」

「うん！」

　真希は嫌きらいだし、ヨレヨレの腕輪にも魅み力りよくは全然感じない。が、目め尻じりを下げて（いつも下がっているが）本気で喜んでいる森本を見ているのは、悪い気がしない。

（おもしろいもんだ）

　森本は、弘樹が人間不信だった頃ころから、ずっと側にいた。

　いくら邪じや険けんにしても、当たり前のように近寄ってくる森本を、以前の弘樹はうっとうしいとさえ思っていたのだ。

　でも、今は違ちがう。

　自分にはまったく関わりのないことで、森本が喜んでいるのを見ているだけなのに、自分の気持ちまで明るくなる。

　自分が傷つかないよう、周囲に見えない壁かべを張り巡めぐらせていた頃には、こんな気持ち知らなかった。

（俺、少しは変わってんだな）

　一足飛びに変わろうと焦あせるより、今の自分のレベルでできることを探すべきなのかもしれない。

「でねでね。真希ちゃん、次はお揃そろいのケータイストラップを作ってくれんだって」

「お揃いの？」

「うん。いいだろ～」

「ああ、悪くないな……」

（お揃いじゃなくてもいいか……。とりあえず、気休めにはなるだろうし……。でも、そうなると……。やっぱ、まずいかな）

　弘樹は、脳裏に浮うかんだアイデアを、あれこれとシミュレーションした。そして、

「なあ、森本。ちょっと、頼たのみがあるんだけど」

　目の前の友人に声をかける。

「頼み!?　高梨が俺おれに!?」

　森本は「すげー嬉しい。なんでも頼んで～」と、ひとりで大はしゃぎしまくっている。

（俊も喜んでくれればいいんだけど）

　下へ手たをすると逆にムッとされるかもしれない。

　それでも弘樹は、頭に浮かんだアイデアを実行に移すつもりだった。

　今できることをきちんとやっておけばいい。無む駄だにはならないから、と、他の誰だれでもない、俊自身が弘樹にいったのだから……。










（あ、やば）

　黒板の文字を消そうと上を向いた拍ひよう子しに、俊は強い目眩めまいを感じた。

　授業中にぶっ倒たおれるのはまずいと、教きよう卓たくに手を伸のばしかけ、そこで記き憶おくが途と切ぎれる。

　次に意識が戻ったとき、俊は、自分の目がおかしくなったのかと思った。

（まっしろ……）

　何度か瞬まばたきすると、白一色だと思っていた世界が徐じよ々じよに陰いん影えいを取り戻して、白い天てん井じようと周囲を覆おおう白いカーテンが浮かび上がってくる。

（保健室か）

　結局、あの後ぶっ倒れて保健室に運ばれてしまったのだろう。

　慌あわてて腕うで時ど計けいを見たが、授業時間はとっくに終わっていた。

　俊が倒れたとき、授業時間はまだ半分以上残っていたはずだ。生徒達の大切な勉強時間を、自分の不注意で浪ろう費ひさせてしまったことになる。

「なっさけねー……」

　自己嫌けん悪おのあまり涙なみだが出そうになって、俊は毛布を頭からかぶった。と、そのとき、

「目が覚めたか？」

　低い声が聞こえ、同時にカーテンが乱暴に引き開けられた。

　ヌッと顔を出したのは、保健室の主、養護教きよう諭ゆの中なか里ざとだ。

「あ、はい。──どうも、ご迷めい惑わくをおかけしまして」

　慌てて起きあがった俊は、ペコッと頭を下げた。

「とんでもない。いつも開店休業状態だから、久しぶりのお客さんで逆に嬉しいぐらいだ。──で、どう？　仕事に戻れそうか？　無理なようだったら……」

　中里は妙みように楽しげにしゃべりながら、きびすを返し、薬品棚だなへと歩いていく。

「いえっ!!　もう大だい丈じよう夫ぶです!!」

　俊は、中里の背中で不気味に揺ゆれる大きなリボンに向かって怒ど鳴なった。

「ホントに平気ですから！　寝ね不ぶ足そくなトコに、朝ご飯を抜ぬいちゃったせいで貧血起こしただけで、おれ、いたって健康体ですから！　お気き遣づかいなく!!」

　たたみかけるようにそういうと、中里は「そうか？」と、実に残念そうに振ふり向いた。

「遠えん慮りよしなくてもいいぞ」

「遠慮なんてしてません！　ホント、大丈夫ですから」

　ベッドから降りて立ち上がり、起きぬけでふらつく足で踏ふん張りながら、二、三度屈くつ伸しん運動してみせる。

「……大丈夫そうだな」

　真しん剣けんに残念そうな声と、小さな舌打ち。

（あー、助かった）

　俊は胸をなで下ろした。

　養護教諭の中里には、よからぬ噂うわさがある。

　捻ねん挫ざした生徒に、痛点を麻ま痺ひさせるといって針を刺さそうとしたり、腰よう痛つうを訴うつたえる生徒に整体と称しようして絞しめ技わざをかけたり、貧血を起こした生徒に、血流をよくするにはこれが一番だと、お灸きゆうを据すえようとしたとか……。

　もちろん、俊は、生徒達の間でのみ語られている根も葉もない噂だろうと思っている。

　生徒達の健康に留意すべき養護教諭が、無資格で針やら整体やらを施ほどこすわけがないと信じたいからだ。

　が、生徒達はけっこう真剣にこの噂を信じているらしく、付き添そいなしでは保健室を訪れようとはしない。

　絆ばん創そう膏こうや胃薬などが必要な生徒は、中里の留守を狙ねらってこっそり保健室に侵しん入にゆうしてバチってくるのだといっていた。なかなか留守にしないときは、どうでもいい理由をこじつけて保健室から連れ出したりもするらしい。

　生徒達から、そこまでやっているのだと聞かされると、噂を信じていない俊も、さすがに不安になる。

　華きや奢しやではあるが、基本的に頑がん丈じようにできている俊には今まで保健室にお邪じや魔まする機会はなかったが、君子危うきに近寄らずで、なるべく足を踏み入れないようにしようと思っていたぐらいなのだ。

「じゃ、こっち来い。一応、血圧と体温計って、異常なかったら解放してやるから」

「はい」

　促うながされるまま丸椅い子すに座り、袖そでをまくる。

「正常値……。じゃ、次これ」

　血圧計の数値を見た中里は、またしても残念そうに舌打ちをして体温計を差し出す。

　体温計を受け取り、襟えり元もとをゆるめようと手を伸ばした俊は、一気に凍こおりついた。

（ネクタイが………ない）

　しかも、第三ボタンまで外されている。

　楽にするために襟元をゆるめるのは、介かい護ごの基本中の基本だろうけど、やましいことがある俊は真まっ青さおになった。

　朝、鏡で確認したとき、けっこう上までキスマークがついていて、今日はネクタイを絶対にゆるめられないなと思っていたのだ。

（見られたかな）

　だらだらと冷たい汗あせを流しながら、保健室の使用者記録をつけている中里の横顔を窺うかがった。

　百九十はある長身と、それに負けない均整のとれた身体からだ。一見、養護教諭の白衣よりは体育教師のほうが似合いそうな体型の持ち主だ。髪かみは、体型から考えれば短めに刈かり上げればさぞかし格好いいだろうと思うのに、肩より長く伸ばしている。が、その顔は、軟なん派ぱそうな長ちよう髪はつに反して、貴公子然としたインテリ系だったりなんかする。

　財ざい閥ばつ系の御おん曹ぞう司しで、暇ひまつぶしに教職に就いているという噂もある人物なのだが、外見のイメージが非常に散さん漫まんなせいで、何者なのかつかみにくい。

　さらに、それを助長するかのように、背中には長い髪をくくっているキラキラ光るラメ入りの大きなリボンがいつも揺れている。

『保健室のボン』と生徒達にあだ名された彼の、今日のリボンの色は赤。

　生徒達の噂では性格を把は握あくすることはできないし、外見からも難しい。キスマークを見つけたからといって、好こう奇き心しんを刺し激げきされるようなタイプじゃないことを祈いのるばかりだ。

「熱、計らないと解放してやらないぞ」

「あ、はいはい」

　すっかり体温計の存在を失念していた俊は、慌てて熱を計る。

「安藤くんは、あと五キロは太ったほうがいい」

「は？」

「瘦やせすぎ」

「……体重、はかりましたっけ？」

「いんや。そうじゃなくて、ここまで運んだの、俺だから」

「ど、どうもすみません」

「いや、役得だし」

（役得って……いったい）

　自分だったら、いくら瘦せてるとはいえ成人男子を持ち運ぶなんて重労働はなるべくなら遠慮したいところだ。

　計測を終えた体温計がピピッと鳴る。

「平熱……」

　数値を見て、中里は、またしても残念そうな顔をした。

「じゃ、もう今日は帰っていいぞ」

「はい。あの、上着とネクタイは？」

「そこ」

　ハンガーに掛かけられたスーツを中里が指さした。

　俊が、あたふたとワイシャツのボタンを締しめ、ネクタイをつけていると、「あ、それと」と、中里が話しかけてくる。

「はい？」

「セックスは控ひかえめに」

「!!」

（……キスマーク、しっかり見られちまってるし～）

「気持ちはわからなくもないけど、寝ね不ぶ足そくになるほど励はげむのは、やっぱり職業上まずいだろ」

　いきなり突つっ込まれてびびり、赤くなったり青くなったりを繰くり返す俊を楽しげに眺ながめながら、中里がさらりという。

「そ、そうですよね。以後気をつけます」

　なんとか笑顔を作ろうと努力はしたが、頰ほおが引きつって成果のほどは望めない。

「それにしても、随ずい分ぶん、独どく占せん欲よくの強い恋こい人びとみたいで」

「え、なん……で？」

「そのキスマーク、マーキングみたいなもんだろ。自分のだからちょっかい出すなって、他の奴やつを威い嚇かくしてる。──でなきゃ、首やら腕うでやら、見えやすい場所につけたりしないぜ」

「うで？」

　指し摘てきされて袖をまくったままだった腕を見ると、内側の柔やわらかい部分に数カ所赤い斑はん点てんがついていた。

（弘樹の奴、いつのまに～）

　授業中にネクタイをゆるめることはないが、腕まくりはよくやるのだ。俊の授業を受けている弘樹だってそれは知ってるはず。

（帰ったら、とっちめてやらないと）

　今まで気づかなかった自分の間ま抜ぬけさは棚たなに上げて、俊が怒おこったそのとき、廊ろう下かを走る足音が響ひびき挨あい拶さつなしで保健室のドアが開く。

　血相変えて飛び込んできたのは、なんと、弘樹だった。

「ひ……、高梨、どした」

「倒たおれたって聞いて……。大丈夫なのか？」

　息を切らせて走ってくるぐらい心配してくれたんだと思うと、我ながら単純だとは思うが、怒りがすうっと消えていく。

「平気平気。たいしたことねーから」

　微笑ほほえみ返して、心配そうな顔に手を伸のばしかけ、中里の視線を感じて我に返る。

（やばっ）

　頰に触ふれかけていた手を、ポンと弘樹の肩かたに落とし、グイッとドアに向けて押おす。

「そういや、昼休みに相談あるとかいってたよな。ここじゃなんだし、生徒指導室にでも行こう。──中里先生、お世話になりました」

「おう。いつでも、どうぞ」

　グイグイと弘樹を押し出して、後ろ手でドアを閉める。

「ちょっと、来たらやばいって」

　中に聞こえないよう声をひそめていうと、弘樹はふてくされて表情を尖とがらせた。

「心配しちゃ悪いっての？」

「悪くない、けどさ、……ここにおまえが来るのってどー考えても変だろ？」

　校内での弘樹は、シニカルな笑みを浮うかべる冷静な性格で通っているのだ。

　それなのに、たかが一教科を受け持っている教師が倒れたぐらいで血相を変えて走ったりなんかしたら、どういう関係なんだろうと疑ってくれといわんばかりじゃないか。

「しかたないだろ。心配だったんだから」

　廊下に人ひと影かげがないのを横目で確認してから、弘樹の頰に触れ、苦笑しながら薄うすい頰を軽くつまむ。

「そんな顔するなよ。ホントにたいしたことないんだから。──とにかく、ここじゃやばいから──」

　続きは帰ってからなと続けようとしたが、背後のドアがいきなり開いて遮さえぎられた。

「安藤くん」

「はいっ!?」

　俊は、ショックのあまり、まさに飛び上がった。

　弘樹の頰に触れていた手をパッと放したが、今のタイミングでは、どう考えても見られたに違ちがいない。

「あの……なにか？」

　おそるおそる振ふり向くと、中里は、「昼飯はちゃんと食えよ」といい、再びピシャッとドアを閉めた。

（まずいよ、まずいって。今のはマジまずいって）

　俊の頭の中を同じフレーズがグルグル回る。

　パニックを起こしながらも、とりあえずこの場を離はなれるために弘樹の背中をグイグイと押して歩き出す。

　振り向いて何かを訴うつたえようとしている弘樹の声も、俊の耳には入っていなかった。







　一方、保健室内の中里は、ドアにもたれ、遠ざかっていく足音をジッと聞いていた。

「そういうことか……。んー、でも、あれはちょっと、やばいよなぁ？」

　誰だれにともなく語りかけるような口調で呟つぶやき、何事か考え込んでいたが、しばらくして、

「よし、決めた」

　と、実に楽しそうにニンマリとほくそ笑む。










「ばれたかなぁ？　ばれたよなぁ……」

　その日の夜、弘樹のマンションに学校から直行した俊は、ずっと同じ言葉を繰り返し続けていた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。頰つねってるのを見られただけなんだぜ。心配することないって」

　混乱しまくっている俊を安心させるために、弘樹は何度も同じ言葉を返しているのだが、効果は殆ほとんどない。

「とにかく、飯、食べてくんない？」

　弘樹に促うながされてテーブルに向かうと、そこにはレバーのしぐれ煮にやほうれん草のサラダなど、いかにも鉄分が入ってそうなものばかりが並んでいる。

　俊は、一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられ、そして思わず吹ふき出してしまった。

「なんだよ」

「いや、だって、あんまり露ろ骨こつだからさ」

「貧血だったんだろ？　一応責任感じるじゃないか」

「貧血っていうより、立ちくらみだから心配すんなって。寝不足だったのに、朝飯ぬいちまったせいだと思うし」

「………俺おれ、朝一いつ緒しよに起きるからっていっといたよな。勝手に起きてこっそり帰ったりしなきゃ、ちゃんと朝飯だって食わせてやったのに」

　恨うらめしそうな弘樹の声に、俊は、やぶ蛇へびだと肩をすくめ、話題をうち切ろうと箸はしを取った。

「あ、このアサリご飯、うまい！　絶品」

「当然だ。手て間ま暇ひまかけてんだから」

　弘樹が自分も箸を取りながらむすっと答える。

　いつもなら料理を誉ほめれば、それなりに機き嫌げんをなおしてくれるのに、今日は不発だ。

　しばらくの間、二人は、気まずい沈ちん黙もくの中で黙もく々もくと食事を続けた。

　黙だまっていると、途と端たんに昼間の一件が脳裏に甦よみがえってきて、俊の唇くちびるから無意識のうちにふか～いため息がこぼれてしまう。

「んだよ。まだ気にしてんの？」

「するってーの。……絶対、あのタイミングはまずかったし」

「あの程度のスキンシップ、みんなやってるっての」

「……あれだけなら、まだなんとかなるんだけど……。その前に、身体からだのキスマーク見られちまってるから、余計まずいんだって」

「キスマークって………。あんた、あいつの前で脱ぬいだの？」

「………弘樹、あのなぁ。ちょっと襟えり元もとゆるめたぐらいで見える場所にキスマークつけたの、誰だよ？」

「あ、ああ、そういうこと」

「そうだよ。ったく、気をつけろよな」

　随ずい分ぶんと独どく占せん欲よくの強い恋こい人びとだなと中里に指摘されたが、まったくその通りだと心の中で深くうなずいてしまう。

「だって、あんた、キスマークつくぐらい強くするほうが好きじゃん」

　しれっとした顔で弘樹にそういわれ、俊は飲み込みかけていた吸い物でむせてしまった。

「大丈夫か？」

　心配そうに伸のびてきた弘樹の手を払はらいのけつつ、おれが悪いのかよと、内心の思いを込めて睨にらむと、弘樹はすいっと視線をそらす。

「わかったよ。これから気をつけるし……」

　口ではそういっているものの、表情に反省の色がうかがえない。

　だが、弘樹の指摘に思い当たる節があるだけに、俊もそれ以上強くはいえなかった。

　気まずい沈黙が再び流れ、二人はまたしても黙々と食事を続けたのだった。







「ちょっと、相談があるんだけど」

　味覚的には美お味いしかったものの、気持ち的には非常に味気ない食事を終えた後、コーヒーを運んできた弘樹がためらいがちに話しかけてきた。

「なに？」

　沈黙に飽あき飽きしていた俊は、読むともなく眺ながめていた新聞からパッと顔を上げた。

「前にさ、泊とまる曜日を決めたことあったよな。水曜日と週末だけって」

「ああ、そうだったっけ……」

　自分でいい出した決まり事だけに、約束をした時点では乗り気だったが、今となっては忘れていてくれたほうがありがたい話を蒸し返されて、俊は曖あい昧まいにうなずいた。

「あれ、復活させよう。週末だけってことにして」

「え!?　週末だけ？　マジ？」

「マジだよ。……そんな驚おどろかなくても」

「いや、だってさ。おまえ、それでいーのか？」

「いいも、悪いも……。あんたにまた倒たおれられたら嫌いやだしさ、しかたないだろ」

「いや、でも、ほら、今日倒れたのは、ホント、たまたま調子が悪かっただけでさ、普ふ段だんは全然平気だし、気をつかわなくてもいーよ」

　貧血おこしたぐらいで、弘樹がこんなことをいい出すぐらいショックを受けるなんて思ってもみなかった。

　過去の約束事を復活させたくない俊は、基本的に頑がん丈じようにできてるからホントに平気なんだと懸けん命めいに説得を試みてみたが、弘樹は頑として受けつけない。

「あんたに気をつかってるんじゃなくて、俺が嫌なんだって。倒れたって聞いたとき、マジ血の気引いたし……。とにかく、もう強引にひきとめたりしないからさ。──コーヒー、さめるぞ」

「あ……うん」

　俊は半ば呆ぼう然ぜんとしながら、ぬるくなったコーヒーに口をつけた。

（まいった）

　墓穴を掘ほったような気分だ。

　あの約束をした頃ころは、本気で体力が続かないんじゃないかと思っていたが、今では慣れもあって、少々の眠ねむ気けに悩なやまされる程度なのだ。

　眠気をこらえるより、一人きりの部屋で眠ることのほうがずっと嫌なのだが……。

　ちらりと横目で弘樹の表情をうかがい、バチッと視線が合って慌あわててそらす。

（いえない……よな）

　自分の口から、ここに泊まりたいなんてどうしてもいい出せない。

　今までは、弘樹が姑こ息そくな手段をつかって誘さそってくるのに便乗していたから、自分から誘ったりすることなんて殆どなかった。

　誘いかけてくる弘樹に、仕事が忙いそがしいし疲つかれてるから、なんて理由をつけて逃にげようとしたこともあったが、それだって一種の照れ隠かくしで、弘樹がすんなり解放してくれないとわかっていたからこそいえたのだ。

　あの約束を決めたのは自分だし、仕事で疲れてるからといっていたのも自分。それなのに、今さら全部ちゃらにしてくれないかなんて、あまりにもみっともなさすぎてプライドが許さない。

（どうしよっかなー）

　ズズズと残り少なくなったコーヒーをすすりながら、弘樹が考え直してくれないかなと願いつつ、こっそり表情を窺うかがったら、ずっとこっちを見つめ続けていたらしい弘樹とまたしても目があった。

「飲み終わったか？」

「あ……、うん」

「じゃ、途と中ちゆうまで送る」

（送るってことは………やっぱ、もう帰れっていってんだよなー）

　なんだか追い返されてるような気分だ。

　ため息がこぼれそうになるのをグッと飲み込み、乱暴にカップを置いて立ち上がった。

「いーよ」

　この現状は自業自得なのに、弘樹の顔を見るとごねてしまいそうな気がして、俊は弘樹からふいっと視線をそらし、コートと鞄かばんをひっつかんで急いで玄げん関かんに向かう。

「ちょ、ちょっと……」

　弘樹が追いかけてきて、腕うでをつかむ。

「もしかして、怒おこった？」

「別に……。ただ、いきなりおまえの物分かりがよくなったから、ビックリしただけ」

「物分かりって……。酷ひどいいわれようだな」

　苦笑しながら、弘樹が顔を近づけてくる。

「……ん」

　やさしいキスに、俊はうっとりと目を閉じた。

（いつもだったら、このままひきとめてくれんだけど……）

　そんな甘あまい期待が心に浮うかぶ。

　が、唇を離した弘樹から、瞳ひとみを覗のぞき込むようにして、

「明日も、ちゃんと飯食べに来いよな」

　と囁ささやかれ、期待はあっさり消しよう滅めつした。

「わかってる。じゃな」

　ここまで帰るお膳ぜん立だてをされては、もうどうしようもない。

「おやすみ」

　ドアが閉まる瞬しゆん間かんに聞こえた弘樹の声が、少し寂さびしそうに聞こえたのは、自分の気が弱くなっているせいだろうか？

（おれのこと心配してるから、こんなこといいだしたんだし、しかたねーよな）

　俊は、何度も自分にそういい聞かせた。

　もう二週間ほどで期末試験も始まるし、それが終わるまでは弘樹の提案に従ってやろう。

　テストが終わる頃には、弘樹だってきっと寂しくなって音を上げるはずだ。

「さぶ」

　歩道に出た途と端たん、突とつ風ぷうが首筋を撫なでていく。

　俊はマフラーをグルグルまきにして口元まで覆おおってから、早足で歩き出した。

　時刻は八時を過ぎたばかりで、通りにはひっきりなしに車が走っている。

（あ、忘れてた）

　信号待ちをしている車の中に、アベックらしきカップルの姿を見た俊は、弘樹の部屋に結けつ婚こん式の招待状を置きっぱなしにしていたことを思い出した。

　出席するのは論外だとして、欠席の返信を出さなかったり期日より遅おくれたりしても、きっと悪目立ちするにちがいない。

（明日、忘れずに返信のはがきを書いて、ポストに投とう函かんしなきゃな）

　俊としては、お幸せに、と書き添そえたいところだが、逆に嫌いや味みだと思われるだろうか？

　彼女に一方的にふられたばかりの頃は、随分とわだかまりがあったから、彼女と一いつ緒しよに過ごした大学の四年間のことさえ思い出したくないぐらいだった。

　でも、今ではあの頃のことを痛みもなくすんなり思い出せるし、結婚する彼女が幸せになってくれればいいと本気で思える。

　そんな風に思えるのは、今、自分は一人じゃないから。

　弘樹と出会えてなかったら、今でもしつこく彼女にこだわりを感じていたんじゃないかと、自分でも思う。

　それは恋れん愛あい感情とはまったく違ちがうレベルのこだわりだ。

　一緒に楽しい時間を共有してきた相手が、自分を置いて一人だけ幸せになってしまうことへの焦あせりとか、一人取り残されることへの寂しさとか、そんなもの。

（そういや、あの頃は一人が嫌だなんて感じなかったよな）

　夜、彼女と別れ一人部屋に帰るとき、頭の中はいつだって明日の計画で埋うめつくされていたような気がする。

　それなのに、なぜ、今、こんなに一人で帰るのが嫌なんだろう？

　明日になれば、必ず弘樹に会えるってわかっているのに……。

「おれ……よわくなったのかな」

　口からぽろっとこぼれた自分の声が、奇き妙みように弱々しく聞こえて、俊はムッとする。

（んなこと、あるわけねーよ！）

　一人で寝ねるのが嫌なのはただ単に寒いから。

　それ以外の理由なんて決してない。

　俊は、一人でカッカしながら家路を辿たどった。




　　　　★




「安藤くん」

　六時間目の授業を終え、開放感にざわついている廊ろう下かを職員室に向かって歩いていた俊は、背後から呼び止められて振ふり向いた。

（げっ、中里先生）

　白衣の裾すそをひるがえして歩み寄ってくる長身に、顔が引きつる。

　もともと接点のない中里とは、保健室の一件以来だ。

「その後、どう？　立ちくらみとか目眩めまいとか」

「全然平気ですよ。おかげさまで、健康そのものです」

　ははは、と俊が少々乾かわいた笑い声をあげると、中里は長身を折り曲げるようにして顔を覗き込んできた。

「噓うそだな。顔色悪い。──ちょっと来い」

　中里は、俊のネクタイをグイッとつかむと、返事も聞かずに歩き出す。

「え、ちょっ……！」

　有無をいわさぬ力に、俊は引きずられた。

「行きますから、放してください！」

　パッと解放されて、今度は反動で二、三歩バックしてしまう。

「わり」

　中里は振り向いて悪びれない笑顔を見せると、先に立って歩き出した。

　俊は、中里の行こう為いにすっかり気分を害していたが、一応先せん輩ぱいでもあることだししかたなくついていく。

「こういうのって、失礼ですよ。……おれ、犬じゃないんだから」

　せめてもの抵てい抗こうでそういってみた。

「ネクタイって首輪みたいだからな。つい、手が伸のびちまう」

　が、中里には一向に通じない。

「首輪みたいだから、中里先生はネクタイしないんですか？」

「してるぜ。俺おれのネクタイ、これだから」

　中里が指さしたのは、背中で揺ゆれるラメ入りの大きなリボン。

「今日は黄緑ですか。派手すぎません？」

　校則で女生徒達にはリボンを含ふくむ派手なアクセサリーを禁じているのに（守られてはいないが）、教師がそれじゃあマズいんじゃないかと俊は思うのだが、

「白衣なんてつまらないもん、一日中着てやってんだぜ。これぐらいの洒落洒落しやれっけは許されて当然だって」

　やっぱり、中里には通じない。

「……リボン、お好きなんですね」

　なにをいっても応こたえない中里に口答えするのが面めん倒どうになって、なにげなくそういったら、保健室のドアの前で立ち止まった中里は、むすっとした顔で振り向いた。

「いや、しかたなくしてるだけで、これが実は嫌きらいなんだ」

「しかたなく？」

「まぁ、俺にも色々とあるんだ……。──どうぞ」

　保健室の入り口には、巡じゆん回かい中と書かれたプレートが下がっている。それをひっくり返して仕事中と書かれた面を表にしながら、中里が俊を促うながす。

　また血圧でも計るんだろうと丸椅い子すに向かいかけたら、「そっちじゃない。こっち」と、中里がベッドの前で手招きしている。

「……眠ねむくないんですけど」

「だが、かなり顔色悪いぜ」

「そうですか？　別にいつもと変わりないですよ」

　そらっとぼけつつも、実のところ俊はかなり寝ね不ぶ足そくだった。

　あの日以来、平日は自分のアパートで眠る生活が続いているのだが、困ったことにすんなりと寝つけなくなってしまったのだ。

　俊はもともと寝つきのいいほうで、灯あかりを消して三分後にはたいてい熟じゆく睡すいできていたのに、ここ最近はそれができずにいる。

　明日も仕事なんだから眠らなきゃと思えば思うほど、目が冴さえてしまう。うとうとしかけても、些さ細さいな物音や風の音でビクッと目が覚めてしまうのだ。

　うとうとする時間も含めて、三時間程度しか眠れない日々が続いている。

　だが、今日は金曜日で、弘樹のマンションに泊とまれる日。

　きっと熟睡できるだろうと期待して、だるい体にむち打って、なんとか今週最後の一日を乗り切ろうとがんばっているのだが。

「そうか。じゃあ、血行が悪いんだな」

「お灸きゆうとか針とかならけっこうですから」

「じゃ、整体は？」

「遠えん慮りよします。だいたい、中里先生、資格持ってんですか？」

「そんなものはない」

　きっぱりと否定され、俊はあきれた。

「資格持ってないのに、生徒に整体してやってんですか？　それ、まずいでしょう」

「安藤くんは素直すぎ。お灸だの針だの整体だのって、どうせ噂うわさを聞いて信じちゃったんだろう」

「信じてるわけじゃ……。ちょっと疑ってただけで……。──じゃあ、あの噂はデマだったんですね」

　同どう僚りようの疑いがはれて、俊はホッとした。が、

「いや。半分ホント」

　中里がきっぱりという。

「無資格でそれってまずいでしょう！　お灸はともかく、針を刺さすなんて犯罪じゃないですか」

「真ま似ねだけ真似だけ。──保健室にサボりに来る生徒があんまり多いから脅おどしでやったんだ」

「でも、その噂のせいで怖こわがって保健室にこれない生徒もいるみたいですよ。まずいですよ」

「ホントに具合が悪かったら、友達連中が引きずって連れてくるぜ。それに、切り傷程度ならかまわないがな、内ない臓ぞう疾しつ患かんからくる異常は、直接医者に行ったほうが時間短縮になっていいに決まってる。だろ？」

（だろ、っていわれてもなー）

　あまりにも自信たっぷりな態度に惑まどわされそうになるが、よくよく考えれば養護教員としての職務を放ほう棄きしているも同然の発言だ。

「じゃ、じゃあ、悩なやみとかがあったりして相談したいとか思う生徒達はどうしたらいいんですか？　メンタル面のフォローだって、養護教きよう諭ゆの仕事なんじゃ」

「ああ、俺、そーいうの駄だ目め」

「だめって……」

「ほら、俺って、美形だし、スタイルいいし、家いえ柄がらもいいし、頭脳明めい晰せきだし、非の打ち所のない人間なんでさ、相談されてもいまいち親身になってやれないわけよ。適当に、マニュアルどおりの返答ならいくらだって返してやれるけど、それじゃまずいし。生徒達だってわかってるみたいで、そういう悩みは俺じゃなくて、図書室や化学室に相談しに行ってるみたいだし……。ま、適材適所ってことだな」

「適材適所って……。中里先生、現国の成績、悪かったでしょう？」

「こまいことは気にすんなって」

　あっけらかんと笑う姿に、あきれて声も出ない。

（この人、自分勝手で自信過か剰じようすぎ）

　そう思い、あきれはしても、不思議と嫌いやな感じはしない。

　思い返してみると、中里の噂を教えてくれた生徒達も、中里を嫌ってはいないようだった。

　むしろ、中里の目を盗ぬすんで、絆ばん創そう膏こうや胃薬をかすめ取ってくることをゲームかなにかのように楽しんでいるふしさえある。

　ここは生徒達にとって、休きゆう憩けい場じゃなくてゲームパークみたいなものかもしれないと、俊は思った。

「とにかく、突つっ立って長話もなんだし、こっち来いって」

　中里が、俊の腕うでを強引に引っ張った。

「え……、わっ！」

　予想もしていなかった俊は、踏ふん張ることもできずバフッとベッドに倒たおれ込んでしまう。

「なにすんですか……っ、って、なにしてんですかっ！」

　中里は、起きあがろうとした俊の肩かたを押おし戻もどし、するっとネクタイを引き抜ぬいた。

「整体ならけっこうですから、どいてくださいって！」

「まあまあ、そういわずに」

　中里はジタバタ暴れる俊を楽しげに押さえ込み、ボタンをはずし始めた。

「整体が駄目なら、血行がよくなる運動をしようぜ」

「血行がよくなる……うんどう？」

「そう。……お、いい手て触ざわり」

　はだけられた胸に指が触ふれる。

「え、で…も、これって」

（この体勢って、ちょっと違ちがうんじゃねーの？）

　でも、自分の勤務場所でそんなことするだろうか？

　混乱している俊を、中里が楽しげに見下ろしている。

「……あ、っや」

　中里の太ふと股ももが、俊に押しつけられた。

　明確な目的を感じさせるその動きに、不覚にも俊は声を出してしまっていた。

「な？──嫌いじゃないんだし、やろうぜ」

　その反応にニンマリと微笑ほほえんだ中里が顔を近づけてくる。

「やめてくださいっ！」

　俊は自分があげてしまった声に真まっ赤かになりながら、腕で唇くちびるをガードして叫さけんだ。

「キスは駄目か？　ま、最初のうちはしかたないけど」

「そうじゃなくてっ！　これって冗じよう談だんなんですよね？」

「いや、本気だけど」

　冗談であって欲しいのに、中里はあっさりといってのける。押しのけようとする俊の両腕を押さえつけ、不敵に微笑んだ。

「とりあえず、俺おれを試してみな」

「けっこーです！」

「そういわずに。高校生なんかを相手にするより、ずっといいぜ」

　そういわれた途と端たん、俊はブチッと切れた。

「っざけんなっ!!　比べるようなことじゃねーだろーがっ!!」

　目上の同僚に対する気き遣づかいも綺き麗れいさっぱり失われ、中里の急所をおもいっきり膝ひざで蹴けり上げる。

「うぐっ」

　痛みで固まった中里の下から逃にげ出し、ドアに向かい、開けようとした。が、開かない。

（内側から鍵かぎがかかってやがる）

　最初からそのつもりで連れ込まれたのだ。

　鍵をあけて廊ろう下かに出て、服装をなおしながら、急いで保健室から遠ざかった。

（ちくしょう！　っざけやがって）

　怒いかりのあまり頭に血がのぼって、頭痛すらする。

（なにが高校生なんかを相手にするよりずっといいだ。……って、あれ？　ってことは……つまり………やっぱ、ばれて……る）

　今度は、サーッと血の気が引く。

　急激な変化に身体からだがついていかなくて、俊は立ちくらみに見まわれた。

　ここで倒れたら、また保健室に逆ぎやく戻もどりだ。

　壁かべにもたれてしゃがみ込み、頭をたれてジッと体調を整える。

　社会的な風当たりが厳しくなるのを恐おそれていたから、弘樹との関係がばれないように気をつかっていたはずなのに、現実になってみれば自分が押し倒されかかるていたらく。

　中里は一目見て俊が抱だかれていることに気づいたんだろう。だから手を出してきた。

　確かに、自分は弘樹と比べれば身長も低いし、華きや奢しやだし、どちらかというと女顔だ。そう判断したのも、客観的に考えればうなずける。

「ちくしょう」

　だが、俊にはものすごくショックだった。

　年上なのに、女のように抱かれている自分。

　弘樹を愛しているからこそ妥だ協きようしているだけで、そんな現実にプライドが疼うずかないといったら噓うそになる。

　弘樹以外の男に抱かれるなんて考えられないし、絶対にごめんだ。

（昔はこんなことなかったのに……）

　可愛かわいいとか女顔だとか、昔から散々いわれ続けてきたけど、同性からセクシャルな意味での誘さそいを受けたことなんてなかった。

　彼女になってよと肩を抱いてくる奴やつも少々いたが、俊がふざけんなとひじ鉄を喰くらわせるとあっさり引いた。

　すべて冗談の範はん疇ちゆう内だったのだ。

　そう、弘樹に出会うまでは……。

（おれ、やっぱ、どっか変わったのかな）

　弘樹に抱かれ続けて、気づかないうちに自分の中の何かが変質したのだろうか？

　無意識のうちに男に媚こびを見せているとか？

（んなこと、あるわけない！）

「おれはどこも変わってない」

「ホントに？」

「へ？」

　独り言のつもりで呟つぶやいた言葉に返事が返ってきて、驚おどろいた俊は顔を上げた。

　目の前には、俊の顔を覗のぞき込むようにしてしゃがみ込んでいる茶色い頭の女生徒が三人。

　確か、弘樹と同じクラスだったはずだ。

「ウッヒョン、先週も倒れたんでしょ？」

「どっか悪いんじゃないの？」

「無理しちゃ駄だ目めだって」

　いつの間に出しゆつ没ぼつしたのか。心配そうな顔で口々にいう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと立ちくらみおこしただけだから」

「そお？　保健室に連れてったげよか」

「ボンちゃん先生を呼んできたほうがいい？」

「いや、ホント平気だから」

　それだけは勘かん弁べんしてくれと、俊は慌あわてて立ち上がる。

　ジッとしていたせいか、立ちくらみは起きなかった。

「な？　平気だろ」

「そお？　そんならいいけど」

「今日は夜遊びしないで、早く寝ねなよね」

「はいはい。おまえ達も、道草すんなよ」

　じゃ～ねと、手を振ふって去っていく三人組の背中に声をかける。

「道草！　わー、なんか懐なつかしい響ひびき」

「買い食いとか～」

　彼女たちは俊の発言をオモチャにして、笑いながら帰っていった。

「さて、おれも仕事しなきゃな～」

　職員室に向かって歩きかけたものの、精神状態が下降気味で、どうしても仕事に復帰する気になれない。

（ちょっとだけ……）

　気分転てん換かんと息いき抜ぬきを兼かね、俊は視し聴ちよう覚かく準備室へと向かった。







「おや～。顔色が随ずい分ぶんと悪いですねぇ。安藤センセ」

（またかよ）

「ちょっと寝ね不ぶ足そくで」

　ドアを開けた途端、視聴覚室の主、及おい川かわにもそういわれ、否定するのも面めん倒どうになった俊はへらっと曖あい昧まいに笑った。

「お忙いそがしいんですか？」

「いえ、最近ちょっと寝つきが悪くて。たいしたことないんですけど」

「そうですか？」

　及川は、外見だけ見ると濃こい二枚目顔のいい男なのだが、異常に腰こしが低く、少々おちゃらけた言動が目立つ変わったキャラクターの持ち主だ。

　それでも校内の先生方からは一目置かれていて、たまに職員会議で発言なんかすると、あっさりその意見が通ってしまったりすることも多い。

　及川が理事長の甥おいで次期理事長候補だと噂うわさされているせいだと本人はいうのだが、それが事実なのかデマなのかは、曖昧に笑うばかりではっきりとは教えてくれない。

「ぼく、いま、玄げん米まい茶に凝こってるんです。抹まつ茶ちやとかが入っているのもあるけど、あれは邪じや道どうですね。せっかくの素そ朴ぼくな香かおりが隠かくれてしまいますから」

　世話焼きが趣しゆ味みだと自じ称しようしている彼は、いそいそと俊のためにお茶をいれ始めた。

「はぁ。……あ、ありがとうございます」

　玄米茶がなみなみと注がれた湯吞みを受け取り、熱いお茶をすする。

「やっぱり、顔色わるいですねぇ」

　及川の顔が心配そうに曇くもる。と、机の引き出しを開け、中から小こ袋ぶくろを取り出した。

「これ、差し上げます」

　透とう明めいな小袋の中にはティーバッグが五つ。

「紅茶……ですか？」

「カモミールのハーブティーです。鎮ちん静せい効果があるし、カフェインも入っていないから、寝る前に飲んでみてください。落ち着きますよ」

「はぁ、ありがとうございます。じゃ、試してみますね」

　俊は、ありがたく頂ちよう戴だいして、ポケットに入れた。

（この人は変わんねーよな）

　教員の初顔合わせで会ったときから今まで、及川は口調も態度もずっと同じだ。

　先せん輩ぱいなんだから、もう少し威い張ばってもよさそうなものなのに、いつも丁てい寧ねいな口調であれこれと気き遣づかってくれる。

　妙みような言動で困こん惑わくさせられることもかなりあったりするのだが、それでも、こうやって一いつ緒しよにいると安心できるし、落ち着く。

　俊にとっては、とてもありがたい存在だ。

「ところで、今日はノータイなんですか？　珍めずらしいですねぇ」

「あ、これは……。ちょっと汚よごしちゃって」

　逃にげるのに夢中で保健室に忘れてきてしまったのだが、さすがにいえない。

「及川先生」

「はい。なんでしょうか」

「……養護教きよう諭ゆの中里先生って、どんな方だかご存じじゃないですか？」

　俊より二年先輩の及川なら、中里と少しは話をしたことがあるんじゃないかと思って聞いてみた。

　とりあえず今回は逃げられたものの、今後中里がどういう行動に出てくるか予測できない。

　中里の性格次第では、弘樹とのことを脅おどしのネタに使われる可能性だってあるかもしれない。それなりの覚かく悟ごが必要だ。

「中里……ですかぁ？」

　及川は濃い顔をくしゃっとしかめた。

「まぁ、ちょっと厄やつ介かいな人ではありますかね」

「やっかい……」

　冗じよう談だんで顔を歪ゆがめているのを見たことはあったが、及川が露ろ骨こつに不快感を見せたのはこれが初めてだ。

「そんな、やばい人なんですか？」

　とんでもない奴にばれてしまったのかもしれない。俊は、一気に不安になった。

「う～ん、やばいというか、なんというか……。じつは、ぼく、あの人とは高校時代からの知り合いなんですけどね」

「お友達なんですか？」

「いえ！　全然、まったく、ちっとも、これっぽっちもそんなことはありません！　たんに先輩後輩関係なだけです」

「はぁ、そうですか」

　ものすごい勢いで否定するところを見ると、及川は中里にあまり好感を持ってはいないらしい。

（まずいことになりそー）

　弘樹のことを思えば、せめて高校を卒業するまでは隠し通しておきたい。

　もしも脅されたりしたら、そのときは……。

（うげっ。冗談じゃねーや）

　ちょっと想像しただけで、寒気がして全身に鳥とり肌はだが立った。

「中里……センセとなんかあったんですか？」

　無意識のうちに腕うでをさすっていると、及川が心配そうに聞いてくる。

「いえ、別に……。ただ、生徒から変な噂を聞いたんで、気になってただけです」

「ああ、針やらお灸きゆうやら、足裏マッサージの話ですか。それだったら心配いらないですよ。本人がわざとそういう噂を振りまいてるだけで、デマですから……。まぁ、なんというか、あの人、基本的に悪い人間じゃないんですよ。ただ、ちょっと、はた迷めい惑わくなだけで……」

「はた迷惑？　どんな風に？」

　俊は身を乗り出した。が、及川は逆に身を引いて、困った風に笑う。

「ちょっとばかり自信過か剰じようすぎるきらいがありまして……。でも、万人に対してじゃなくて、ほんのごく一部の方にだけなんですけどね。ぼくも昔、あの人には、ひっじょ～に迷惑をかけられた口だったりするから知ってるんですけど……」

「だから、どんな迷惑なんです？」

「え～っと、その、ははは。──まぁ、いいじゃないですか。安藤センセ、直接、あの人となんかあったわけじゃないんでしょう？」

「はぁ」

「じゃあ、ほっといたほうが無難です。っていうか、安藤センセはあの人には近寄らないほうがいいですよ。──絶対、厄介ごとに発展しますからね」

　きっぱりとそう断言され、実はもう厄介ごとに発展してるのだと喉のど元もとまで出かかったが、グッと言葉を飲み込んでこらえた。

　及川を信用はしているが、さすがに相談するのははばかられる。

　弘樹とのことを知られた結果、及川の態度に変化があったりなんかしたら、ダブルショックで立ち直れなくなる予感がする。

（でも、気になるなー）

　なんとか本当のことをしゃべらずに情報を聞き出すことができないもんだろうかと悩なやんだが、基本的に単純にできている俊に、いいアイデアが浮うかぶはずもなく、結局何も聞き出せないまま、視聴覚準備室をあとにしたのだった。










　　　　★




　金曜日の夜からずっと弘樹の部屋で過ごした俊は、適度（？）な運動と、人ひと肌はだの温ぬくもりのお陰かげでぐっすりと熟じゆく睡すいすることができた。

　が、日曜の夜に弘樹が「あんた、明日から仕事だろ」といい出したせいで自分のアパートに帰らなきゃならない羽目になり、またしても不ふ眠みんに悩まされ、月曜日には睡すい眠みん不足のまま出勤することになった。

　それでも週末の貯金が残っているらしく、顔色が悪いと指し摘てきされることもなく、その日の最後の授業の終業ベルを聞くことができた。

「今日はここまで。ちゃんと、予習やっとけよー」

　ベルを聞いた途と端たん、ガタガタと帰り支度を始めた生徒達に釘くぎを刺さす。

　今週から、テスト前の部活禁止期間に入っている。

　勉強するために空けられた時間を、なにに使うつもりなのか、いつもより生徒達の帰り支度のスピードが速いような気がした。

（今週は、土曜日も出勤なんだよなー）

　週末の貯金が有効なのは、今日明日ぐらいだろう。そのあとの長い日々をどうやって乗り越こえようかと憂ゆう鬱うつになりながら、教室のドアを開けた俊は、派手な紫むらさき色いろのラメ入りリボンを視界に発見してぴたっと足を止めた。

（なんで、こんなとこに、こいつがいるんだ？）

　いや、そんなことよりも気づかれる前にここから離はなれねーと、と廊ろう下かの窓の外を眺ながめているらしい後ろ姿を視界に入れつつ、足音を忍しのばせて再び歩き出す。が、

「安藤くん」

　背中を向けたままの中里がいきなり声を掛かけてきた。

「な、なんですか？」

「お迎むかえに来てやったぜ」

　くるりと振ふり向いて、にやっと笑う。

「……けっこうです。体調なら悪くないし」

　廊下を行き交う生徒達の手前、邪じや険けんにすることもできない。俊は曖あい昧まいに笑った。

「いや実は、昼休みにな、可愛かわいい女の子たちが、安藤くんが金曜日にも貧血おこして廊下でへばってたから気をつけてやってくれって頼たのみに来たんだよ。だから、な？」

（何が、な？　だ！）

　俊は、ぜってー保健室になんか行かねぇと、心の中で舌を出す。

「ホント、今日は平気です。具合悪くなったら、こちらから伺うかがいますから。じゃ、これで～」

　そのままトンズラしようとしたのだが、その前に中里が近寄ってきて、「ネクタイ預かってるんだけど」と耳打ちしてくる。

「あ、あんなの、捨てちゃってくれていいですよ」

「そうか？　いい柄がらなのに勿もつ体たいない。安藤くんがいらないっていうんなら、俺おれが使わせて貰もらおうかな」

「………ネクタイはしないんじゃなかったんですか？」

「ま、俺だって、たまにまっとうな格好をするさ。──そうだ。最近授業中にずっと居い眠ねむりをしてる困った生徒がいるって相談受けてんだ。このネクタイ締しめて往おう診しんに行くのもいいな。……そいつ、二年生なんだけど」

「えっ!?」

　自分のネクタイを締めた中里に、二年生の教室群をうろちょろとされるのはまずいと、俊はうろたえた。

　弘樹が、自分のネクタイの柄を全部覚えているかどうかは定かじゃないが、もしも覚えていたらホントにまずい。

「なんであんたのネクタイをボンがしてるんだ」

　などと問いつめられてしまう。

（やばい。それって、ぜってーやばいって）

　実は、俊は弘樹に金曜日の出来事を報告していなかったのだ。

　女の子じゃあるまいし、男に襲おそわれかけたなんていって泣きつくことなんてできない。かといって、なにげなく事実だけを報告することもできない。

　男に押おし倒たおされかけたなんて口に出すのは、俊の男としてのプライドが許さなかったのだ。

「わかりました。伺いましょう」

　ネクタイだけ受け取って、さっさとトンズラしよう。

　そう決意して、しぶしぶながら俊はうなずいた。







　が、甘あまかった。

「返してくださいよ」

　俊は、保健室の奥おくに踏ふみ込むのが嫌いやで、ドアに背をつけて立っていた。

「だから、ここまで取りにおいでって」

　中里は一番奥のベッドに座ったまま動こうとせず、手に持ったネクタイをひらひら振っている。

「………せめて、デスクに移動して貰えませんか？」

「なんでだ？　どうせここ使うんだからいいだろうが」

　当たり前のようにいわれ、俊はプチッと切れた。

「あんたとは、ぜってーねないっ!!　ふざけたことぬかしてねーで、さっさとネクタイ返せよっ!!」

「あ、やっぱりいいよ。その口調」

　俊はマジで怒おこってるのに、中里は逆に上じよう機き嫌げんだ。

「ですます調よりいいぜ。可愛い顔とのギャップが新しん鮮せん」

「っざけんな!!　おれは可愛くなんかないっ!!」

　俊は、プチプチプチッと自分の頭の血管がちぎれる音を聞いたような気がした。

　殴なぐりつけてやりたいぐらい怒っていたが、ウエイト差から考えて近寄るのは危険だと判断するぐらいの冷静さは、まだかろうじて残っている。

「あんたとは、もうしゃべりたくねーし顔も見たくねーんだよ!!　さっさと返せって!!」

「そんな嫌きらうなよ。寂さびしいだろうが」

　ちっとも寂しそうじゃない表情で、中里は立ち上がった。

「安藤くんは、可愛いっていわれるの嫌いか？」

「……男につかう形容詞じゃねーだろ」

「それはちょいと違ちがうような気がするがね。でも、気持ちはわかるぜ。──俺も嫌だったからな」

「……え？　あんたも可愛いっていわれた口？」

　俊は歩み寄ってくる中里の顔をまじまじと見た。

　正面から見ると、背中の非常識なリボンが視界に入らない分、比ひ較かく的てき冷静に判断できる。が、欠点のないキリッとした貴公子風の顔立ちは、どう考えても違うような気がする。

「……噓うそだ」

「早とちりするなって。さすがにヨチヨチ歩きの頃ころは可愛いっていわれただろうがな、物心ついてからは、ずっと利発そうだとか、聡そう明めいそうだとかいわれてたぜ」

「それのなにが嫌だってーの？」

「それはいいんだ。けどな、それに付ふ随ずいする言葉がちょっと……。ガキの頃は平気だったんだが、高校生ぐらいからはもう無性にイヤでイヤで……。……思い出すと、今でもぞっとする」

　中里はマジに嫌そうに身み震ぶるいした。

（し、知りて～）

　いざというとき、悪あく霊りよう退散の呪じゆ文もん代わりに使えるかもしれない。

　俊は、中里が嫌がるその言葉が知りたいと真しん剣けんに思った。

「気になるか？」

　そんな気持ちを読みとったらしい中里に聞かれ、俊はうんうんとうなずく。

「じゃ、耳かしな」

　いわれて、ちょっと首を傾かしげた途端、クイッとネクタイを引っ張られた。

「え？」

　耳元にチュッと音がして、キスされたのだと悟さとる。

「っざけんなーっ!!」

　ざわっと鳥とり肌はだを立てた俊は、おもいっきり中里を突つき飛ばして保健室から逃にげ出した。

　廊下を全速力で走って保健室から遠ざかり、立ち止まってほっと一息ついたとき、

「ちくしょ。やられた」

　首にネクタイがないのに気づいた。

　ネクタイを取り返しに行ったのに、もう一本取られてしまうとは、あまりにも間ま抜ぬけだ。

（また、取り返しに行かなきゃ）

　だが一人で行くのは危険だし、事情が事情だけに誰だれかに付き添そいを頼むわけにもいかない。

　俊は、どっぷりと落ち込んで頭を抱かかえた。







　一方、中里は、俊に突き飛ばされ尻しり餅もちをついた場所に座ったままで、一人ククッと笑っていた。

「あれ、単純で可愛いよ。まったく」

　手にはしっかりとネクタイが二本。

（これで、もうちょっと遊ぶか）

　どういう性格なのかわからないままにちょっかいをかけていたが、俊の反応はいたく中里を喜ばせてくれた。

　一種のボランティアのつもりで始めたことだったが、これなら本気になっても損はないかもしれない。

　最初から友好的な態度で接してもらえるはずがない。今は毛け嫌ぎらいされているが、この調子でちょっかいをかけていけば、いずれ気もゆるんで来るはず。

（俺みたいないい男に迫せまられて、落ちないわけないし）

　この自信過か剰じよう男は本気でそう思っていた。










　俊の授業スケジュールを把は握あくしているらしい中里は、翌日も最後の授業が終わると同時に迎むかえに来た。

　ネクタイを取り戻もどさなきゃと決意してしかたなく誘さそいに応じたものの、けっきょく迫られてネクタイを取り戻せないままに逃げ出す結果に終わってしまった。

（今日こそ取り戻すぞ）

　三日目の最後の授業中、俊は手に汗あせ握にぎって決意していた。

　正面から取り返しに行っても、向こうのほうが上手でどうにもならない。それならば中里が帰宅したあとに、こっそり保健室に忍しのび込んで家や捜さがしすればいいのだ。

（まさか、家に持ち帰ったりしねーだろーしな）

　中里の帰宅後、保健室には鍵かぎがかかってしまうだろうが、鍵ならば職員室にもスペアがあるからこっそり拝借すればいい。

　とりあえず今は、生徒達には申し訳ないが、この最後の授業を早めに終しゆう了りようさせて中里が迎えに来る前に職員室に逃げ込むのが先決だ。

（残り十分。そろそろだな）

　俊は、腕うで時ど計けいで時間を確認した。すると、

「ヒョン、さっきから時間気にしちゃってどーした」

　と、生徒に声をかけられた。

「ん？　そんなことないよ」

　俊はそらっとぼけたが、生徒達はしつこく食い下がってくる。

「うそばっか、この授業中、十回以上時計見てるじゃん」

「ねー」

「お迎えが来るかどうか、気になるの？」

「お………むかえ……？」

　訳のわからないことをいう生徒達をぐるっと見み渡わたすと、皆みな、なにやらニヤニヤと意味深に笑っている。

「またまた。とぼけちゃって」

「ボンと保健室でデートなんでしょ？」

「へへー、みんな知ってるよー」

（ボンと……デート………。みんな、知ってるって？）

　まさか、たかが二日程度のことで噂うわさになってるのか？

　俊は、真剣にゾッとした。

「た、体調が悪かったから、相談してただけだ。そういう愉ゆ快かいな噂は信じないように。──じゃ、今日はちょっと早いけど、ここまで」

　たらたらと冷たい汗あせを流し愛想笑いを浮うかべてそういうと、教科書類を鷲わし摑づかみにして教室を飛び出す。

（なんでこー、次から次へと厄やつ介かいごとがおきんだよ）

　噂じたいはそんなに怖こわくはない。

　俊が高校時代にも、先生同士がつき合っているとか不ふ倫りんしてるとか、勝手に憶おく測そくして噂しあうことがあったが、おもしろ半分に騒さわぎ立てているだけで本気で信じている奴やつなんていなかったから。

　でも、もしも、その噂が弘樹の耳に入ってしまったら非常にまずい。

　自分が年下だということに負い目を感じている弘樹が、この噂を笑って聞き流してくれるとはとうてい思えない。

　ものすごく怒おこるだろうし、猛もう烈れつに嫉しつ妬とするか、それとも、また以前のように捨すて鉢ばちになってぐれるか……。

　とにかく、弘樹がショックを受けて傷つくのは確実だ。

　こんなことなら、中里にちょっかいをかけられていることを隠かくすんじゃなかった。プライドにこだわらないで、冗じよう談だん交じりにでも話しておけばよかったと、俊は後こう悔かいした。

（落ち着けって。落ち着いてちゃんと考えろって）

　グルグルと後悔ばかりが渦うず巻まく脳のう味み噌そを叱しつ咤たして、ゆうべの弘樹を思い出し、取り立てて変わった態度がなかったとちょっと安心する。

（昨日の段階では、まだ知らないってことだよな）

　だが、いつ弘樹の耳に入ってもおかしくない。

（今日、いっとかねーと）

　そうと決まれば、さっさと今日の仕事を終わらせて定時ダッシュで弘樹のマンションに行こう。

　俊は、ネクタイのことをケロッと忘れ、猛烈な勢いで仕事を片づけた。







　が、しかし。

　いざ、弘樹のマンションを訪れ、話そうとしてもなかなかきっかけがつかめない。

　話せないままに夕食を食べ終わり、食後のコーヒーまで飲み干してしまった。

（なんてことねーじゃんか。さっさといえっての。ほら、いえ）

　自分を叱しつ咤たしつつ、口を開いた。

「あの……さ」

「この雨、雪に変わるってさ」

　ほぼ、同時に弘樹も口を開く。

「ん？　今なんかいいかけたか？」

「あ、……えーっと、今日は冷えるなっていおうと思っただけ。そっか、雪か。明日電車とまんなきゃいーけどな」

（なーにをいってんだよ。そーじゃねーだろ）

「冷え込む前に、そろそろ帰ったほうがいいんじゃないか」

　俊の気も知らず、最近恒こう例れいになってしまった台詞せりふが、弘樹の口から出る。

「あーうん………。あの……さ。寒い中、帰るの面めん倒どうだし、今日は泊とまってってもいーかなぁって思ってんだけど、どう？」

　話を切り出す前に追い返されちゃ困る俊は、最後の手段とばかりに、寒さを理由に自分から誘いをかけてみた。

「……きょう？」

　きっと、喜んでＯＫしてくれると思っていたのに、弘樹は戸と惑まどったように聞き返してくる。

「うん」

「やめといたほうがいいんじゃないか？　あんた、倒たおれた日以来、ずっと調子悪いんだろ？　けっこう保健室に入り浸びたってるって、クラスの女子たちも噂してたし」

　そんな状態のあんたにさすがに手出せないから、泊まられると俺おれの理性が……、と、弘樹はいいにくそうに続けたが、俊の耳には入っていなかった。

「うわさ……、聞いたんだ」

（じゃあ、なんで、なにもいってくんねーのかな。……ショック受けるかもなんて、おれの思い上がりだったのかも）

　頭の中が真っ白になって、思考能力が働かない。

「じゃ、今日は帰る」

　ぼんやりしたまま、俊は立ち上がった。







（俊、なんか変だったな）

　弘樹はマンションの鍵をかけて、通路に出た。

　帰り際の俊の姿が脳裏から離はなれない。

　いつもとは違ちがう緩かん慢まんな動作で、酷ひどくだるそうにみえた俊。

　恒例になった玄げん関かん先さきでのキスのあと、一いつ瞬しゆん、酷く心細そうな顔をしたようにみえた。

（もしかして、たんなる寝ね不ぶ足そくとかじゃなく、ホントに具合悪いんじゃないか？）

　妙みように頑がん固こなところがあるから、やせ我が慢まんして平気なふりを装っている可能性もある。

　エントランスを抜ぬけ、傘かさを広げて歩道に出る。

「これなら、雪ふるな」

　寒さに身み震ぶるいしながら呟つぶやくと、声と一いつ緒しよに白い息がみえた。

　こんな冷たい雨の中を一人で帰すべきじゃなかった。

　俊が帰ってから、もう十分以上たつ。

　そろそろアパートにたどり着く頃ころだから、今さら追いかけても無む駄だだ。

（でも……）

　弘樹は、一瞬、俊の様子を見にアパートに向かおうかと考えたが、結局、最初の予定を優先してしまった。







「やっぱ、駄目だ」

　どうしても眠ねむれない俊は、かぶっていた布団をがばっとはねのける。

　弘樹のマンションから帰ってからも、頭はぼんやりとしたまま。これならすぐにでも眠れるんじゃないかと思ったのに、目だけが冴さえてどうしても瞼まぶたが閉じない。

　なにか温かいものでも飲もうと、頭から毛布をかぶってミニキッチンに立つ。

　本当はお酒を飲みたいところなのだが、生あい憎にく買い置きがない。

　お湯を沸わかしながら、ぼんやりとなにを飲もうか考えていた俊は、ふと、及川に貰もらったティーバッグのことを思い出した。

（ノンカフェインだっていってたし、お茶やコーヒーよりいいよな）

　ティーバッグをマグカップに入れ、お湯を注ぐ。

「……うげ」

　立ち上がってくる香かおりに、俊はおもわず鼻をつまんだ。

「くせーじゃん、これ」

　生まれ育った家が和食メインだったから、俊は香こう辛しん料りようやハーブにあまり免めん疫えきがない。

　ハーブに馴な染じみ深い人にとってはいい香りなのかもしれないが、俊は初めて嗅かぐカモミールの香りに不快感を感じた。

　一瞬、このまま捨てようかなとも思ったのだが、せっかく及川に貰ったんだし、飲んでみたら意外に美お味いしいなんてこともあるかもと期待して、キッチンに立ったまま、おそるおそるカップを口元に運ぶ。

「………やっぱ、駄目だ」

　香りを楽しむハーブティーは、もやっとはっきりしない味だった。

　味覚に合わなかった俊は、一口飲んだだけでカップの中身を流しに捨てた。

（及川先生、ごめんなさい。ハズレです）

　せっかく及川が好意でくれたのに、それを有効に使えなくて罪悪感を感じてしまう。

　及川にそれをいえば、気にしなくていいんですよと、きっと笑ってくれるだろうけど……。

（なんでこう、うまくいかねーのかなぁ……）

　どうやら、カモミールの香りは逆の効果をもたらしたらしく、停てい滞たいしていた思考が徐じよ々じよに動き出したみたいだ。が、思考は、暗いほうへ暗いほうへと流れていく。

「なんか、おれ、もしかしなくても落ち込んでるよな」

　原因はやっぱりあれだろう。

　噂うわさを知ってるのに、弘樹がなにもいってくれなかったこと。

「どうでもいいって思われてたりして……」

　冗談のつもりで口に出したら、自分の言葉がずっしりとした重量を伴ともなって跳はね返ってきた。

「ばかか……。おれは」

　すぐに悪い方向に考える悪あく癖へきがあるって自覚していたはずなのに、自分で自分をめり込ませてどうする。とりあえず、いい方向に考えてなんとか浮ふ上じようしなくちゃ。

「とりあえず、中里のことを、ちゃんと自分の口から弘樹に報告する。そんで、弘樹がどういう噂を聞いたのか確認すべきだよな。もしかしたら、デートとか、そういう変な尾おひれがついてない噂を聞いたのかもしんないしな。うん、きっと、そーかもよ」

　な、と自分にいいきかせて、むなしくなった。

（弘樹、もう寝ねたよな）

　自分のほうは、このままじゃ一いつ睡すいもできないまま朝を迎むかえてしまいそうだ。

　寒くて静かな夜を悶もん々もんとして一人で過ごすより、今からでも弘樹の元に行って話をしたほうがいい。

　そうすれば、明日の朝には、精神的には元気になっているはずだ。

　俊はもこもこに厚着して、アパートを飛び出した。







　弘樹がいっていたように、雨は雪に変わっていた。

　歩道にはみぞれ状態の雪がうっすらと積もっていて、歩くたびにびちゃびちゃと大きな音がする。ジーンズの裾すそが濡ぬれ、重くなって足に張りついて、酷く寒いし、気持ち悪かった。

　マンションにたどり着き、かじかむ指で合い鍵かぎをつかう。音を立てないようにこっそり侵しん入にゆうしたら、室内はすっかり冷え切っていた。

　弘樹は普ふ段だん一時過ぎまで起きている。今は二時ちょっと前だから、この部屋の冷え込みようから考えて、随ずい分ぶん早くに寝たのかもしれない。

　最初から起こすつもりだったのに、熟じゆく睡すいしてるかと思うと、ついつい遠えん慮りよして足音を忍しのばせてしまう。

　リビングを抜け、そうっと寝しん室しつのドアを開けると、一番光量を低く調節してから間接照明のスイッチを入れた。

「あれ？」

　ベッドは綺き麗れいに整えられたまま、人が眠っている様子はない。

　もしかしてと思ってバスルームなんかも見に行ったが、人の気配はなかった。

（遊びに行った……のか？）

　雨が雪に変わると知っていて、わざわざ遊びに行くものだろうか？

　もしかして、身内とかに緊きん急きゆう事態が発生して呼び出されたのかもしれない。

　俊は、携けい帯たいを取り出した。が、電源を切っているのか電波が届かないのか、何度かけても留守電になってしまう。

　とりあえず、留守電に何時でもかまわないから電話を入れてくれるように吹ふき込むと、もうなにもできることはなくなった。

（友達に呼び出されたとか、その程度のことだといいんだけど……）

　俊は携帯を握にぎりしめたまま、どうせ眠れないんだからとリビングのソファーに陣じん取どった。







　弘樹がやっと帰ってきたのは四時過ぎだった。

　鍵があく音で立ち上がった俊が玄げん関かんまで出で迎むかえると、ドアを開けた弘樹はギョッとしたように立ちすくむ。

「な、なに。こんな時間に？」

「そっちこそ、なんかあったのか？」

　とにかく早く暖かい所に入れと、弘樹の腕うでを引っ張った。

（なに……？）

　冷たい外気に混じって、弘樹から普段とは違う香りが漂ただよってくる。

　味覚が落ちるからと普段はつき合いでしか吸わない煙草たばこの臭においと、もう一つ。大輪のあざやかな花を連想させるきつい香り。

（これって、女物の香こう水すいだよな）

　驚おどろいて顔を上げて弘樹を見ると、リビングの照明に照らされたその顔に、不自然に光る部分がある。

（ピンクの……ルージュ）

唇くちびるの端はしから頰ほおにかけて、うっすらと浮うかび上がっていた。

「どこに……行ってたんだ？」

「森本のバイト先。この寒さでバイト休んだ奴やつが大量に出て、店が回らないから臨時で手伝ってくれって頼たのまれてさ」

「居酒屋だったっけ？」

「ああ、日本酒メインの和食系。あそこ、安い素材ばっか使ってるけど、味は悪くないよ。今度、森本がバイトしてない日を狙ねらって一いつ緒しよに行ってみない。──……どうした？」

　リビングの入り口に立ち止まったまま動かない俊に、弘樹が怪け訝げんそうな顔をする。

　その顔を見つめながら、俊は深くため息をつく。

「……それ、うそだろ」

　煙草の臭いだけなら居酒屋でバイトしてきたというのも信じられる。

　だが、香水の香りがする理由にはとうていなりえない。

　俊だって、以前は彼女がいた身だ。どんなときに移うつり香ががつくかぐらいは承知してる。

　狭せまい部屋に長時間一緒にいるか、それとも香水をつけたあせばむ肌はだに直接触ふれるかしなければ、ここまで強きよう烈れつに香りが残ることはないはず。

「……俊？」

「弘樹、あとで鏡で自分の顔みてみな」

「…っ！」

　心当たりがあったのか、弘樹の手が口元を覆おおう。

「いや、これは」

　慌あわてて何かをいおうとした弘樹を、俊は手をあげて制した。

「今はいい。聞きたくねーよ。おまえに話もあったんだけど、今日はよしとく」

「違ちがう！　誤解だって」

　必死に訴うつたえようとする弘樹の相手をせず、コートをつかむと玄関に向かう。

「明日にしよ。少し頭冷やしてから話そう。……じゃな」

「ちょっと待てって。話聞いてくれってば！」

　肩かたをつかまれて、強引に正面を向かされた。

「なんでも話し合おうっていったの、あんたじゃないか！……なぁ、ホントに誤解なんだから。話すればわかるんだからさ」

　弘樹の唇についた口紅をまた見るのが嫌いやで顔が上げられない。

　移り香が鼻についてムカムカする。

「……話なら明日聞くから」

　弘樹の手を払はらって、玄関の扉とびらを開けた。

「俊！」

「来るなっ!!」

　弘樹が近寄ってくる気配を感じて、俊は怒ど鳴なった。

　そのまま、振ふり返らずに部へ屋やを出る。

　エレベーターに乗り込みながら、振り返って、弘樹が部屋から出てこないことを確認してホッとする。

（おちつけよ。おちつけって……）

　エレベーターの壁かべにもたれ、自分で自分を抱だきしめて、何度も繰くり返した。

　これ以上弘樹の顔を見ていたら、理性が保もたない。

　ただでさえ色々あって気が弱くなっていたから、きっと女みたいに泣きわめいていたに違ちがいなかった。

　もしも、弘樹が浮うわ気きだったのだといったら、泣きながら責めただろう。

　本気だといわれたら、捨てないでくれとみっともなく泣いてすがったかもしれない。

（んなの、絶対イヤだ）

　もしも別れることになっても、そんな醜しゆう態たいだけは晒さらしたくはない。絶対に……。

　だから、時間をおこうと思ったのだ。

　なにをいわれても、毅き然ぜんとしていられるように覚かく悟ごを決めるための時間が必要だったから。

（もしかしたら、今日が初めてじゃなかったりして……）

　週末しか泊とまらないなんて約束を持ち出したときから、もう始まっていたのかもしれない。

　香水の女と会うために、自分が早く帰るように仕向けていたのかもしれない。

　考えれば、考えるほど、悪いほうに考えが向いていく。

　さっきまでとは違って、俊はそんな考え方をやめようとはしなかった。

　どんな事態になってもうろたえないように、最悪の可能性をシミュレーションしておいたほうがいい。

　自分に都合のいい可能性を期待して、その挙げ句失望するよりは、そのほうがきっと楽なはず。

　そう、きっと………。




　　　　★




　当然ながら、俊は一いつ睡すいもしないまま学校に向かった。

　それでも眠ねむ気けに襲おそわれることもなく、マニュアルどおりに授業をこなした。

　落ち込んでいるという自覚はない。むしろ、今け朝さの凍こおりついた路上と同じように、心が固く凍ってしまったみたいな感じがする。

　そのお陰かげか、午前中、弘樹のクラスでの授業にも支障はきたさなかった。

　なにかいいたげな弘樹と一回だけ目があったが、うろたえずさりげなくそらすことができた。

　上出来だと、自分を誉ほめてやりたい気分だった。







「今日は逃にげなかったんだな」

　最後の授業を終えて、廊ろう下かに出ると中里が待ち伏ぶせていた。

「あ、忘れてた」

　それどころじゃなかったから、本当に忘れていたのだ。

「わすれてたぁ？」

　中里が不ふ審しんそうに顔を覗のぞき込んでくる。

「目がいってるぞ」

「え？」

「強制連行だ。来い」

　顎あごをしゃくり上げた中里が、保健室に向かって歩き出す。

　俊は、断る理由はもうないような気がして、おとなしくついていく。

　しばらく歩いていると、遠巻きに見つめてくる女生徒達が妙みように多いような気がしてきた。

　しかも、妙に嬉うれしそうな顔で見送っているようだ。

「なんか、おれたち、注目されてねー？」

　もしかして、校内に流れている噂うわさのせいだろうかと心配になって中里の背中に話しかける。

「ああ。これが見たいんだろ？」

　中里が指さしたのは、彼のトレードマークのリボンだった。

「今日は、ほとんど保健室から出なかったからな。それでだ」

「どーいうこと？」

「女生徒達の一部がな、このリボンの色で今日の運勢を占うらなってるらしい。具体的にどういう風なのか聞いてみたが、はぐらかされた。俺おれが知ってちゃ都合が悪いんだと」

　そういう中里の今日のリボンはラメ入りえび茶色。

　生徒達の表情から察するに、たぶんいい運勢の色なんだろう。

　こんなリボンで、なにをどう占うのか。

　最近の女子高生は不可解だと、俊は揺ゆれるリボンを眺ながめつつ苦笑した。




「で、なにがあったんだ？」

　保健室につくと、開口一番でそう聞かれた。

「別に……。あんたに話すよーなことはなにもないよ」

　今さら先せん輩ぱいに対する口調に戻もどるのも面めん倒どうで投げやりに答えると、デスクに座った中里が手招きした。

「噓うそつけ。──まず、こっち来て座れ」

「今日はベッドじゃねーんだ」

「ん？　その気になったか？」

「まさか」

　肩をすくめて丸椅い子すに腰こし掛かけると、中里はまた不審そうな顔をした。

「妙に素直だな。顔だけ見てても充じゆう分ぶん可愛かわいいけど、生意気な口きいててくれたほうがもっと可愛いのに……」

「そう？」

　可愛いといわれても怒おこる気にもなれなくて、やっぱり投げやりに答えてしまう。

　中里は眉まゆをひそめた。

「つまらん……。なんか調子狂くるうぞ」

「つまんなくて調子狂うついでに、もういい加減ちょっかいかけてくんのやめたら？」

「そういうわけにはいかんよ。そんな状態を見せられちゃあ、ほっとけないしな。──で、どうした？　あの坊ぼうやと喧けん嘩かでもしたのか？」

「……今までちゃんと確認したことなかったけどさ、やっぱ、おれの相手が誰だれだか知ってるんだよな？」

「ああ。高梨だろ」

「それ、誰かにちくる気、ある？」

「あほか。あるわけないだろうが」

　中里は、いかにも不ふ愉ゆ快かいそうにいう。

「そっか。安心した」

　肩の荷が一つ下りたような安あん堵ど感かんを感じて、俊は深く息を吐はいた。

　もしも、このまま弘樹と別れることになってもこれで大だい丈じよう夫ぶ。自分の存在が弘樹の将来に影えい響きようを及およぼすことはない。

「じゃあ、もうネクタイはかえしてくれなくていい」

「ん？　なんだ、それ。つまらん」

「あんたを喜ばせる義理はないっての」

「安藤くん、今日はやっぱり可愛くないぞ」

「そりゃうれしい」

「………やっぱり、つまらん」

　中里は憮ぶ然ぜんとした。が、すぐに気を取り直してニヤリと笑う。

「あのネクタイして二年の教室に行ってもいいのか？」

「どうぞ」

「……まさか、喧嘩したんじゃなくて、別れたのか？」

「まだだけど、時間の問題かな」

「うそつけ。それ、演技だろう。──だいたい、毎晩いちゃいちゃしてるから、二人揃そろって寝ね不ぶ足そくでふらふらしてるんだろうが」

「二人揃ってって……。弘樹も寝不足なんだ」

「とぼけんなよ。高梨が居い眠ねむりしっぱなしだって、教科担任の先生達にクレームつけられて怒いかり狂くるった赤あか坂さかくんが、うちのクラスの寝ね太た郎ろうにガツンと目の覚める気付け薬を一服盛ってくれって頼たのみに来たぐらいだぞ」

「赤坂先生が……。そっか」

　赤坂は、弘樹のクラスの担任だ。

「前にいってた居眠りしてる生徒って、弘樹のことだったんだ」

　弘樹は、自分を帰した後で、毎晩出歩いていたんだろう。寝不足になるぐらいに……。

（これって、決定打だよな）

　身体からだから力が抜ぬけていく。

「なんだよ。いちゃいちゃしてんじゃなかったのか？」

「最近はあんまり」

　貧血で倒たおれた日から、少しずつなにかが狂い始めてしまったみたいだ。

　実は、倒れたときに打ち所が悪くて昏こん睡すい状態になっちゃって、自分は病院のベッドの上で悪夢を見続けていた、なんてオチがついて欲しいところだが、現実はそう甘あまくはないだろう。

　あの日、昔の約束を持ち出されたときに、見栄を張らず素直に「イヤだ」といえていたら、少しは変わっていたんだろうか。

　それとも、自分が気づかなかっただけで、もっと前から、気持ちが離はなれていってたんだろうか。

「なんだかなぁ……」

　ため息混じりに呟つぶやいた俊をみて、中里はちょっとうろたえたようだった。

「おいおい、まさか、ほんとにそうなのか？」

「そうなんだって……。あ、そーいえばさぁ。あんた、前にキスマークがマーキングだっていってたよな」

「ああ」

「香こう水すいとかも、やっぱそうだと思う？」

「そりゃ、そうだろ。そのまんまじゃないか。………まさか、二ふた股またかけられたのか？」

「たぶん、そーだろーな」

「だから高校生なんかとつき合うなっていったんだ。やりたい盛りで、猿さると一いつ緒しよだぞ。自分でも本気なのか、やりたいだけなのか、区別ついてないんだからよ。──俺にしとけって」

　自信満々な笑顔になった中里の手が、ぽんっと肩かたに置かれる。

「あんたもやりたいだけだろ」

　俊はその手をすげなくはらった。

「そんなことはないぞ。信用しなさい」

「むり。だいたいさ、あんた、おれに二股かけろって勧すすめたようなもんだろ？　そんな奴やつを信用できるわけねーじゃんか」

「いや、だって、それはだな。やっぱり試してみないとな。ほら、相性ってのもあるし」

「それって、身体の相性が悪かったらつき合わねーってことだよな。それこそ、猿と一緒じゃねーか。おれ、そういうのって好きじゃない」

　弘樹とやるのだって、最初の頃ころはかなり辛つらかった。それでも関係が続いたのは、肉欲以外の要因があったから。

　周囲にばれるのを恐おそれていたせいで、一緒にいられるのはマンションの中だけ。もちろん長い休日の時間をセックスばかりして過ごしていたわけじゃない。とりとめもないことをだらだらしゃべったりもしたし、勝手に移り変わっていくテレビ画面を二人してぼんやり眺めながら過すぎていく時間もあった。

　デートなんてしたこともなかったから、楽しかった思い出は？　なんて聞かれたら返答に詰つまるけど、それでもいつだって幸せだった。

　同じ部へ屋やの中にいるだけで、触ふれもせず言葉も交わさずに過ごす時間でさえ幸せだった。

　そんなものが必要ないぐらい気持ちが通じ合っていると信じていられた。

（結局、独りよがりだったんだろうなぁ）

　弘樹の気持ちが離れていっているのにまったく気づけなかったんだから……。

「今日は早く帰りてーんだ。まだ雑用残ってるから、もういいだろ？」

　俊は深いため息をつきながら立ち上がった。

　中里は不思議と黙だまったままひきとめようとはしなかった。







　五時の定時と同時に学校を出た。

　教師になって一年目の俊は、部活の顧こ問もんも持っていないから、仕事さえ終われば帰っても問題はないのだが、他の教師達がまだ仕事をしている中、職員室を出るのはけっこう気が引ける。

　だから、いつもは少し気をつかって六時近くまで粘ねばるのだが、今日は特別だった。

　結果がわかっている問題をいつまでも引きずっていたくない。悪い結果になるとわかっているだけに、早く終わらせてしまいたかった。

（もう、大丈夫だよな）

　ゆうべからずっといろんな悪いシチュエーションをシミュレートし続けた。

　どんな最悪な結果に終わっても、きっと最後まで取り乱さずにいられるはず。

　そこまで考えて、「でも、もしかしたら勘かん違ちがいしてるだけかもよ。香水の女とは遊びなのかもしれねーし」と、心の中で声が響ひびく。

　無意識に、そんなことを考えてしまう自分の往生際の悪さに苦笑がこぼれた。

　自分と香水の女とじゃ、比べても結果は明白だ。

　彼女のほうが、堂々とデートもできるし友達にも紹しよう介かいできる。

　自分とつき合うより、ずっと楽しいに決まってる。

（せめて、……いさぎよく身をひかねーとな）

　自分のほうが年上なんだし、分別だってあるはずなんだから、ひきとめたりしちゃいけない。

　笑って別れるなんてできっこないけど、それでも後味の悪い別れ方はしちゃいけない。

　電車を降りると、動きたがらない足をむりやり一歩ずつ押おし出してマンションへ向かう道を辿たどる。

　困ったことに、マンションが視界にはいると、足が鉛なまりのように重くなって一歩も動かなくなった。

（こら！　動け。歩けってば！）

　つま先を見つめながら鞄かばんで足を叩たたくと、やっと動き出す。

　ホッとして顔を上げたら、視界に小さく弘樹が映った。

「あれって……」

　せっかく動き出した足がまた止まる。

　弘樹は女と一緒だった。

　ファーつきのショート丈たけのコートから覗のぞくすんなりと伸のびた綺き麗れいな足、ウェーブのかかった胸元まで届く柔やわらかそうな髪かみ。顔立ちまでは、はっきりとは見えないが、かなりレベルが高そうな女。

　弘樹の手が女の背中に回されている。二人は微笑ほほえみながら、なにかをしゃべっているようだ。そして、路上駐ちゆう車しやされていた自動車に女が乗り込む瞬しゆん間かん、女の手が弘樹の頰ほおに触れ、顔が近づく。

（な……んで）

　女の乗った車が走り去り、弘樹がマンションに入っていっても、俊はその場から動けなかった。

（おれにこんな場面見せんだよ。……ちくしょう）

　覚かく悟ごを決めたと思っていたのに、こんなに簡単に心が揺ゆれる。

　──弘樹を誰だれにも渡わたしたくない！　触さわらせたくない！　別れたくなんかない！

　決定的なシーンを見せつけられて、理性で抑おさえ込んできた気持ちがあふれ出る。

　本当は、駆かけ寄っていって二人の間に割って入りたいぐらいだったのに、どうしても足が動かなかった。

　弘樹の頰に触れる細い指や、綺麗にマニキュアを施ほどこされた爪つめが、弘樹によく似合っていたから……。

（お……れは……）

　俊は、無意識のうちに握にぎりしめていた掌てのひらをゆっくりと開き、目の前にかざした。

　男にしては細く、でも女よりずっと骨ばった指。

　この指にマニキュアは似合わない。

（だって……、しかたないし）

　女になりたいなんて、思っちゃいない。

　でも、あんな風に、路上で堂々と弘樹に触れられる彼女が羨うらやましかった。

　彼女とだったら、人目を気にせずにすむ。ばれるんじゃないかなんて考えることもない。

（おれはバレたっていいんだ。仕事だって、きっとなんとでもなるし……。でも、弘樹は……まだ高校生だし……。だから……）

　二人の関係を守るために、年上の自分がしっかりしなきゃいけない。

　弘樹の将来に影かげを落とさないようにしっかりしなきゃいけないと思っていたのに……。

（ちがう！　そうじゃ……ない）

　そんなの、言い訳だ。

　本当は、男同士でつき合っていくリスクが背負いきれないほど大きくなったとき、弘樹が離はなれていってしまうんじゃないかと怯おびえていただけ。

　女じゃない自分に対する劣れつ等とう感が、俊を必要以上に臆おく病びようにしていた。

　年上で男なのに、プライドが疼うずくのに抱だかれてやってるのは、弘樹を愛しているからだなんて卑ひ怯きような言い訳が必要なぐらいに……。

　抱かれてやってるんだと、求められるから応じているんだと、そんなポーズを取ることで、劣等感まみれの自分を安心させていただけだ。

　一いち途ずに求めてくる弘樹の愛情に甘あまえ、利用していたから、帰りたくないと想おもっても素直にいい出せなかった。

　弘樹のほうが先に折れるはずだなんて意地を張って、寂さびしがっている自分を素直に認めることができなかった。

　その結果が、これだ。

　自分のほうが年上なんだから、ひきとめたりせず潔く別れようだなんて虚きよ勢せいをはってただけ。だから、あの二人を見てこんなにショックを受けてる。

　人を好きになる気持ちに、男も女も、年ねん齢れいも、関係ないのに……。

（ひろ……き）

　固まっていた俊の足が、マンションに向け、ゆっくりと動き出した。







　呼び鈴りんを鳴らすと、すぐにドアは開いた。

「俊。……よかった」

　出で迎むかえてくれた弘樹が、俊の顔を見て酷ひどくホッとしたように微笑む。

（やさしそうな顔してる）

　こんな関係になる前には、見たことがなかった表情。ずっと、自分だけに向けられる微笑みだと思っていたのに。

「授業中も、目、あわせてくれないし、来てくれないんじゃないかって心配してた」

「おれが来なかったら、どうしてた？」

「アパートに押し掛かけるつもりだったけど。──今日中に説明しなきゃって思ってたしさ」

「……せつめい？」

「昨日のあれ。マジ誤解なんだって……。──顔色悪いな。座ろう」

　さっき女の肩かたに回されていた手に背中を押され、促うながされるままソファーに座る。

　室内には、微かすかに香こう水すいの香かおりが残っていた。

「えーっと、なにから説明したらいいんだか」

　弘樹は本気で悩なやんでいるようだった。

（また、噓うそを……つく気だ）

　弘樹は、俊がさっきのキスを見ていたことを知らない。だから、なんとでも誤ご魔ま化かせると思っているんだろう。

（どうしよう）

　噓をつくってことは、まだ少しは自分のことを必要だと思ってくれているんだ。

　このまま、なにも見なかったことにして、弘樹の噓を受け入れてしまおうか？

　そうすれば、あともう少しだけ、弘樹と一いつ緒しよにいられる。

　いつか、弘樹が、完全にあの女性を選ぶまでは……。

（いやだっ！）

　俊はゾッとして身み震ぶるいした。

　あの女性に対する劣等感にさいなまされて、いつ切り捨てられるかと怯えて過ごすなんてご免めんだ。

　それに、親しくない人から見れば、他人を小こ馬ば鹿かにしたようなシニカルな笑みが似合う奴やつかもしれないけど、俊が知っている弘樹は、そんな器用な噓をつけるような奴じゃなかった。

　元々そういう性格で、気づかなかっただけだなんて思わない。

　弘樹は、自分の弱さを隠かくすために虚勢を張ることはあっても、卑怯な言い訳をするようなことは絶対にしないと俊は信じてる。

　今、どちらを選ぶべきか決めかねて、つき慣れない噓をいおうとしている弘樹。

　自分の存在が、弘樹を卑怯な奴に変えていく。

　そんなのはいやだ。

　噓をつく弘樹を見たくなんてない。

　変わって欲しくない。

「もう……いいよ」

「俊？」

「もう、いいから……」

　不思議そうに見つめてくる弘樹の髪をひっぱって軽くキスして、驚おどろいている隙すきにグッと胸を押おした。

「ん……」

　上に乗って何度も何度もキスをして、はだけた胸元にキスを落とす。

「ちょ……ちょっと、しゅん？」

　乳首に舌をはわせたら、弘樹に肩を押し戻もどされた。

「なんか、すごい落ち着かないんですけど」

「そう？　逆もたまには気分が変わっていいんじゃねーかと思ったんだけど」

「………ぎゃく？」

　困こん惑わくした弘樹が、ものすごく情けなさそうな顔をするから、俊は苦笑して立ち上がった。

「冗じよう談だんだって。──な、ベッド行こ」

「話がまだなんですけど。それに夕飯も……」

「後ででいいじゃん。おれ、今すぐやりたい。だから、な？」

「じゃ、ベッド連れてってくれよ。……逆なんだろ？」

　いたずらめいた表情で弘樹がいう。

「さすがにお姫ひめ様だっこは無理………。でも、おんぶだったらなんとか」

　ほら、と背中を向けたら、弘樹が手をつかんだ。

「それじゃムードなさすぎ」

「たしかに」

　手をひっぱって弘樹を立たせた。




　素す肌はだの感かん触しよくにうっとりして瞳ひとみを閉じる。

「……ふっ」

　離れた唇くちびるからこぼれる吐と息いきごと、濡ぬれた唇を、弘樹の舌が舐なめ取る。

「なあ、あのさ」

　一いつ瞬しゆんでも早く欲しいのに、弘樹は動きを止め顔を覗のぞき込んできた。

「あんた、たまにすっごくずるくねぇ？」

「へ？」

「俺おれにはアレするなコレするなって約束させといて、自分からそれ破るじゃん。ずるいよ」

「自分でもそう思うよ。──でも、しょうがねーじゃん」

　首に手を伸のばして、弘樹の頭を胸に押しつける。

「ホントはずっとこうしてたいけど、でも、それだけじゃだめだろ？　生きてくためにやらなきゃいけないことが他にもいっぱいあるんだから、うまく折り合いつけてやってかなきゃ」

「で、俺にだけ我が慢まんさせるわけ？」

「実行に移さないだけで、おれだって我慢してるよ」

　電車で鼻をつき合わせて話したり、腕うでを組んで歩くカップル達を本当は羨うらやましいと思っていた。

　羨ましいと思うと同時に、弘樹もこういうことがしたいんじゃないかって、無意識のうちにずっと怯えていた。

「だからさ、たまに羽目を外したくなるわけ」

「たまに？」

「たまにだろうが」

「ずっとだって、俺はかまわないんだけど」

「おれはかまうんだよ。おまえがそんなだから、余計に……さ」

　でも、それももう終わりだ。

　胸の中、切ない気持ちを嚙かみしめる。

「じゃあさ」

　弘樹が胸の上でククッと笑った。

「なんだよ」

　くすぐったさに震ふるえながら聞くと、

「酒を飲んだときに大だい胆たんになるのって、そのせい？」

　顔を上げて弘樹がいう。

「……かも。アルコールで自制心がどっかいっちゃうのかもな」

（当分禁酒続けなきゃ……）

　辛つらくても酒には逃にげられない。

　自制心がなくなったら、きっとここに足を運んでしまうだろうから……。

「じゃあ、ストレス発散を兼かねて、たまに酒飲んだら？」

　酷く嬉うれしそうに弘樹がいう。

「そのうちな。──そんなことより、続き。はやく」

　そんな弘樹の顔を見ているのが辛くて、俊は目を伏ふせた。

　そのうちなんて、もう、ない。

　俊は、今日でお終しまいにするつもりだった。

　こんな風に二人で過ごす時間を、弘樹が気に入っているのは確かだ。

　自分のことを好きだと思ってくれてもいるんだろう。

　だから、あの彼女と自分と、どちらも選べずにいるのだ。

（だったら、おれのほうから、おまえを手放してやるよ）

　今の段階では、きっと弘樹は嫌いやだと抵てい抗こうするだろう。

　でも俊の気持ちは固まっていた。

　弘樹に、これ以上の噓をつかせたくない。

　一度噓をつけば、その噓を誤魔化すためにさらに噓を重ねなきゃならなくなる。そうこうしてるうちに、最初は戸と惑まどいながらついていた噓にも慣れてくるだろう。

　取り返しがつかないぐらいに弘樹が変わってしまう前に、俊のほうから解放してやるのだ。

　弘樹のためじゃない。

　自分の愛した存在が、変わっていってしまうのがイヤだから……。

（忘れないようにしなきゃ）

　肌はだに触ふれる弘樹の指や唇の感触を、肌をくすぐる大好きなサラサラの髪かみの感触も、合わさった胸から伝わる鼓こ動どうも、すべて身体からだと記き憶おくに焼きつけておこう。

　覚えていることで辛くなるかもしれないけど、それでも忘れたくない。

「…あ…やっ」

　これで最後だと思うからか、普ふ段だんより身体が敏びん感かんに反応するみたいだ。

　カリッと軽く乳首に歯を当てられただけで、いきそうになって、弘樹の腕に強くしがみついて波が行き過ぎるのを待つ。

「ちょっ……だ…め」

　そんな俊の状態に気づいた弘樹が、それに手を添そえ強くしごいた。

「いっちゃえよ」

　耳元で低く囁ささやかれ、ゾクッとふるえが走る。

「ばっ、……あっっ！」

　堪こらえきれず、俊は弘樹の手の中に放った。

「いい顔。……ここらへんが特に」

　つんっと眉み間けんをつつかれて、俊は荒あらい息をつきながら弘樹を睨にらみつける。

「ずる…いぞ。一人で余よ裕ゆうこいてんじゃねーよ」

「なにいってんの。そんな顔見せられたら、俺だって余裕なんかないよ」

「ばか」

　足に、熱くなった弘樹のそれが押しつけられ、俊は赤くなった。

「限界……。いい？」

　うなずくより先に、俊の放ったもので濡れた弘樹の指が、ぬるりと後ろに潜もぐり込んでくる。

「あ…ん…」

　かき回され、そのもどかしい刺し激げきに首を振ふる。

「あ……はや……く」

　腰こしを浮うかせ誘さそうと、待つことなく弘樹が深く侵しん入にゆうしてくる。

「う……んん」

　熱くて確かな質感に吐息がこぼれた。

　はじめの頃ころは、その質感を酷ひどく苦しく感じていたのに、今は、違ちがう。

（この瞬しゆん間かんがずっと続けばいいのに……）

　繫つながった瞬間に感じるのは、肉欲とは別の次元の満足感だ。

　かけがえのない相手の一番近くにいられる、その事実が深い安心を与あたえてくれる。

　今、この瞬間、弘樹が見つめ、感じているのは自分だけなのだと……。

「あ……あっ……あん」

　予告もなく急に激しく突つき上げられて、ガクガクと身体が揺ゆれた。

　こすりあげられた内ない壁へきから、たとえようのない快感が広がって、思考が途と切ぎれる。

「……俊……、いい？」

　聞かれて、なんども何度もうなずいた。

　もっと深く感じたくて、足を絡からめ、弘樹を引き寄せる。

「あっ…ふっ」

　グッと深く突き入れられ、そのたまらない感覚をのがしたくなくて、俊は弘樹をギュッと締しめつけた。

「くっ……」

　その瞬間、堪えきれなくなったのか、弘樹が放った。

「あ……」

　中に熱いモノを感じて、俊は呆ぼう然ぜんとした。

「やだ……もっと」

　まだだ。もっともっと弘樹を感じたい。

　引き抜ぬこうとする弘樹にしがみつく。

「わかってる。そんな顔するなって」

　弘樹は苦笑して、俊の唇くちびるに軽いキスを落とした。

「なんか、今日、いつもより敏感だし、すごくない？……俺、負けそ」

「ば……か」

　頰ほおにかかる髪をひっぱって、唇を求める。

　深いキスに夢中になっていると、中の弘樹が脈打って次第に大きくなっていくのをリアルに感じる。

「ん……ふ…」

　舌を絡め合わせたまま、弘樹がゆっくりと動き出した。

「……ふっ…」

　その感かん触しよくに気を取られ、首を動かしかけた俊の顎あごを強くつかんで、弘樹が舌を強く吸う。

「……んん…ん」

　同時に与えられる刺激に、頭の芯しんが痺しびれる。

（弘樹……ひろき……もっと）

　俊はしゃべれない代わりに、強く弘樹の腕うでにしがみついた。

　離はなれて過ごす夜の寂さびしさに、不ふ眠みん症しようになったぐらいだ。

　別れたら、きっと不眠症程度じゃ済まないだろう。

　弘樹と別れた後の自分がどうなってしまうのか、考えるのが怖こわかった。

　こんなことなら、もっと素直になってればよかった。

　イヤだ、駄だ目めだとばかりいってないで、もっともっと甘あまえておけばよかった。

　もっともっと、弘樹の望みを叶かなえてあげればよかった。

　後こう悔かいはきりがない。

　でも、今はただ、この瞬間の喜びだけを感じていたい。

　俊は、強すぎる快感が思考力を徐じよ々じよに奪うばっていく中、ただひたすらに弘樹の存在を自分自身に焼きつけようとしていた。







　温ぬくもりを求めて伸のばした手が、求めるものを見つけられずに宙をさまよう。

「……ん？」

　俊は不信感に目を覚ました。

　開いた瞳ひとみに映るのは、薄うす暗ぐらい間接照明の中、ベッドに広く開いたスペース。

　伸ばした手は冷えた空気をつかむばかり。

　しばらくジッとして、マンション内の物音に耳をすませたが、求める音は聞こえてこなかった。

（女のトコに行ったのか………）

　別れる覚かく悟ごはできていた。

　でも、あんな風に激しく抱だきあった後で、あっさり外出されるとは思ってもみなかったから、ショックは拭ぬぐいきれない。

（これって、けっこーきついよ。弘樹）

　目が覚めたら、別れを告げるつもりだった。

　二ふた股またはご免めんだと、泣かずに取り乱さずに、なるべくあっさりと聞こえるようにいうつもりだった。

　今の段階では、弘樹が別れを承しよう諾だくするはずがないと思っていたから、ごねられても、表情を変えずに「もう決めたから」と突っぱねるつもりだった。

　弘樹が、すんなり女の元へ行けるように……。

　でも、そんな心配は無用だったのかもしれない。

　甘い余よ韻いんに浸ひたって眠ねむっている自分を置いて、女の元へと行ってしまえるぐらいなんだから。

　だるい体をむりやりに起こして、ベッドサイドの時計を見ると、まだ三時を回ったばかりだった。

「かえろ……」

　もう、ここは自分がいていい場所じゃないんだから……。

　軽くシャワーを浴びて、外に出る。

　夜明け前の街は、たまに遠くを走るトラックの音が響ひびくだけで静かだった。

　踏ふみ出した足の裏で、昨日の雪の解け残りがバリッと音を立てる。

（そっか、寒いんだよな……）

　氷を踏むまでそんなことにも気づかなかった。

　コートも羽織ったまま、ボタンさえ留めずにいたぐらいだ。

　ふと、頰が暖かくなって、触ふれると、指先に水すい滴てきがついた。

（そういうことか……）

　寒いと感じるのは、暖かで居心地のいい場所が他にあるから。

　今の自分には、暖まれる場所はもうない。

　これからは自分で自分を暖めてやらなきゃいけないのだ。

「けっこう、むなしーもんだな」

　切なく笑った俊は、両りよう腕うでで自分を抱きしめるようにして家路を辿たどった。




　　　　★




　その日、金曜日の最後の授業は弘樹のクラスだった。

　取り乱さないよう覚悟を決めて、教室に向かう。

　授業が始まったばかりの頃、弘樹がなにかものいいたげに頰ほお杖づえをついてこっちを見ていたが、十分も過ぎた頃には机に突っ伏ぷして熟じゆく睡すいし始めた。

（……そりゃあ、眠いだろうよ）

　嫉しつ妬とと怒いかりで、胸の中がもやもやする。

　手放してやると決めても、そういう感情は消えないものなんだなと、自分の往生際の悪さにため息がでる。

　弘樹のためには起こしてやったほうがいいんだけど、今日ばかりは眠っていてくれたほうが自分が楽だから、教師失格だと思いながらも起こさずそっとしておいた。

　何事もなくなんとか予定どおりに授業を終え、ドアを開けると中里が待っていた。

「なにか用ですか？」

　生徒達の手前、丁てい寧ねいな口調で問いかけると、中里は深くうなずいた。

「ああ。昨日、あれから考えたんだがな……。──おい、大だい丈じよう夫ぶか」

「はい？」

「世話の焼ける奴やつだな」

「世話焼いてくれって頼たのんでないんですけど」

「つべこべいわずに、来い」

　腕をひっぱられて保健室に連れ込まれた。

「ゆうべ、寝ねたか？」

「二時間ぐらい」

「それじゃ、全然たりないだろ？　少し寝ていけよ」

「ここで？」

「ああ」

「………やめとく。どーせ眠れっこないし」

　それに、いまいち中里は信用できない。

「あ、そ。──じゃあ、用件をいうぞ」

「どーぞ」

「俺おれと、真ま面じ目めにつき合ってみないか？」

　投げやりに答えた俊に、中里が真しん剣けんな表情で告げる。

「へ？」

「あっちとはもう別れるんだろう？　だったら、俺とつき合えよ。……はじめはボランティアのつもりで声をかけたんだがな、おまえ、可愛かわいいしさ、思ったより面白いし手間かかりそうだから、退たい屈くつする暇ひまもなさそうだしな。──俺も本気になるし、どうだ？」

　とんでもない言い草に、俊はムッとした。

「退屈だから、つき合いたいってーの？　じゃ、ペットでも飼えば？　可愛くて手間がかかるから、きっと退屈してる暇ねーよ」

「おいおい、怒るなよ。言葉の綾あやなんだからよ。俺は本気でいってるんだぜ」

「遠えん慮りよするよ。おれ、あんたのこと、そーいう意味じゃ全然好きじゃねーし。余よ所そあたって」

「そんなつれないこというなって。イヤよイヤよも好きの内っていうしな。後あとで後悔するぞ」

「イヤとはいってねーだろ。そのままズバリ、好きじゃねーっていってんの！……あんた、自信過か剰じようすぎるんじゃねーの？」

「いや、正当な評価だと思うが」

　顔はいいし包容力もあるし金もあるしと、真顔でいう中里に、俊はあきれてしまって声も出ない。

「あのさ」

　気を取り直して口を開く。

「ん？　なんだ」

「本気になるっていって、なれるもんなわけ？　それって、たんなる思い込みだろ？」

　忘れたいと思っても忘れられないのと一いつ緒しよだ。

　誰だれかを好きだと思うこの気持ちは、勝手にどこからかやってきて胸の中に居座るもので、自分の意志でどうこうできるものじゃない。

「そうか？」

「うん。そーだろ。──もしかして、あんた、恋こいしたことないわけ？」

「女も男も星の数ほどつき合ってるぞ」

　威い張ばられて、俊は苦笑する。

「………星の数ほどつき合ってるわりには若すぎねー？　期間短すぎ。やっぱ、真剣に恋したことねーんだ」

「そう思うか？」

「うん。まぁ、最近の子達は、そんな風にあっさりくっついたり別れたりしてるみたいだけど……。それで相性のいい相手を捜さがしてるんだっていわれれば、そういうのもありなんだろうなって思うけど、少なくともおれはそういう考え方は嫌きらいだし、そういう奴とは真剣にはなれねーよ」

　俊がいうと、中里がジイッと真剣な表情で見つめてきた。

「…………やっぱ、おまえ可愛いよ。……いいなぁ」

　長い長い沈ちん黙もくのあと、中里の大きな手がいきなり伸のびてきて、俊の頭をくしゃくしゃと撫なでる。

「ちょっ……、やめろよ」

　身を引いて逃にげようとしたら、ネクタイをひっぱられて引き寄せられた。

「な……にを」

「昨日から、ずっと考えてたんだ。おまえみたいなのが側にいてくれたら、すごく安心して生きられるんだろうなってさ」

「放せって」

　中里にギュッと抱だきしめられて、俊はジタバタと暴れた。が、ウエイトの差がありすぎてどうにもならない。

「高梨ももったいないことをするよ。こんないいの、そうそういないってのにな……。やりたい盛りの高校生にわかれってのが無理なのかもしれないが、きっといつか後こう悔かいするぞ。俺が保証する」

「あんたに保証してもらっても嬉うれしくないっ！」

　だいたい、弘樹に後悔して欲しいなんてみじんも思っちゃいないのに。

「馬ば鹿かいってないで、はなせ、こらっ！」

「はなさない。もう決めたしな」

　ひょいっと抱かかえ上げられて運ばれ、ベッドに投げ出された。

「ちょっ……」

　起きあがろうとしたが、肩かたを押おされておさえこまれる。

　ベッドに膝ひざをついた中里が真剣な表情で覆おおい被かぶさってきて、ゾッとした。

「ここ、学校だって、職場だって、わかってる？」

「ああ。ちゃんと鍵かぎもかけたし、仕事中のプレートがかかってる限り、生徒は入ってこないから安心しろ」

　中里の手が、するりとネクタイをほどき、シャツのボタンをはずしていく。

「そういう問題じゃねーだろーが。ちょっ……、やめっ」

　抵てい抗こうしたが、あっさりとうつぶせにされてスーツごとシャツを引き抜ぬかれる。

「抵抗したって無む駄だだからおとなしくしてろ」

「ざけんなっ」

「ふざけてない」

　グッと肩をつかまれて、上を向かされる。

「真剣だ。おまえを手に入れるって決めたから」

「おれにその気はないっていっただろーが」

「わかってるがな、でも、ずっと一緒にいればそのうち気もかわるさ。おまえみたいに情け深いタイプは、ある程度知り合いになった奴を簡単に切り捨てられっこないんだ。──俺も悪い奴じゃないし、やってるうちに気持ちも変わる」

「強ごう姦かんされて、気持ちが変わるわけねーだろ！」

「どうかな？　まぁ、やってみなきゃわからないさ。──俺、ボランティアは好きだが、賭かけは嫌いなんだ。でも、おまえにだったら、賭かけてみてもいい」

「いや……だって……っ」

　押し戻もどそうと腕うでを突つっ張ったが、かなわずに、中里の唇くちびるが首筋に触ふれる。カリッと鎖さ骨こつを嚙かまれて、肌はだが粟あわだった。

「そんなに固くなるなよ。どうせ逃げられないんだから、諦あきらめて力抜ぬけって」

「いやだ！」

　なおも腕を突っ張ろうともがいたら、両腕をあっさりとまとめられ、片手で頭の上に押さえつけられる。

「強姦してるみたいで気分が悪いぜ」

「してんだよっ！」

「そうなんだよなぁ。俺、紳しん士しだから強姦は嫌いなんだが、この際しかたないしな。まぁ、それだけ真剣だってことで勘かん弁べんしてくれ」

「できるかっ！　だいたい、誰が紳士だ！　最初っから押し倒たおそうとしてたじゃないか」

「そんなことないだろ。おまえが嫌いやがるから、最初は逃がしてやったじゃないか」

「え？」

　今まで自力で逃げられたのだと思っていた。

「悪いが、今日は逃がさないし、遠慮もしないから……。そのかわり、最高によくしてやる。だから、諦めておとなしくしててくれ」

　嫌だという前に、頰ほおを強く捕つかまれて強引にキスされた。

　侵しん入にゆうしてこようとする舌を歯を食いしばって防ごうとしたが、頰をつかむ指の力に負けてしまった。

「んん……」

　口腔内を荒あらす舌の感かん触しよくが気持ち悪かった。合わさった唇の間からもれ出た唾だ液えきが、頰を伝わっていく感触も気持ち悪い。

　弘樹とだったら、どんなことでも快感を増す刺し激げきになるのに、今は不快感しか感じない。

「……ふっ！」

　唇を犯しながら、中里の手がズボンの上から前に触れてくる。

　最初はゾッとしたが、やんわりと揉もまれるうちに覚えのある感覚が背筋を走った。

（いや……いやだっ！）

　条件反射のようなものだとわかっていても、感じ始めてしまった自分の身体からだが無性に嫌だ。

「…う……くっ」

　形を変え始めた俊に気づいた中里の唇が、微かすかに笑みを浮うかべるのを合わさった唇から感じ取り、俊は情けなさに泣きたくなった。

　自由になった手で、中里を押し戻そうとしたがびくともしない。蹴け飛とばそうにも、巧たくみに押さえ込まれて足も動かせない。

（いやだ。やだ……ひろきっ！）

　ベルトを外そうとする音を聞きながら、俊は絶望的な気分になっていた。







　その少し前。

「高梨寝太郎くん、朝ですよ～ん。起きて～」

　しなを作った声に顔を上げると、三日月目がこっちを見下ろしていた。

「授業終わったのか？」

「もうとっく。十五分は経過してるね」

「あ、そ。──あー、寝ねたりない」

　おもいっきり伸びをして、固まった身体をほぐす。

「授業って、眠ねむる時間じゃないと思うんですけど」

　そこんとこ、どうよ？　と三日月目が訴うつたえる。

「注意もされないし、別にいいんじゃねぇの」

　そう嘯うそぶきながらも、さっきの授業はちょっと特別だった。

　今け朝さ、家に帰って俊がいないと気づいたときから酷ひどく気まずい思いにかられていて、だから俊の顔を見続けていることができなかっただけなのだ。

　せめて声だけでも聞いてようと思ったのに、本気で寝てしまったのは睡すい眠みん不足のなせるわざ。

（絶対朝まで起きないと思ったから出かけたのにな………。やっぱ、怒おこってるよな）

　書き置きもなく帰ってしまったのだから、怒っていて当然。

　しかも、授業中に熟じゆく睡すいしてしまったのだから怒りは倍増しているに違ちがいない。

　ゆうべのうちにちゃんと話しておけばよかったと、弘樹は後悔していた。

「センセ達が注意しないのは、様子を窺うかがってるだけだって……。なぁ、この間の件、まだ続けてんのか？」

「まあね。ちょっとおかしな賭をはじめちまったから、けっこうハードな目に遭あってるけど、ま、しかたないしな」

「ずっと居い眠ねむりしてるからそうだろうとは思ってたけど……。こんなことなら、俺おれ、断らなきゃよかったかな」

「いや。逆。かえってよかった。あそこじゃあ、どう頑がん張ばっても間に合わないし。──アドバイスしてもらって助かった」

「そっかぁ？　でも成績下げるなよ。高梨、目つけられてんだから、今度のテストで成績下がったら、一部のセンセ達から集中砲ほう火かくらうぞ。ちゅど～んって」

「ちゅど～んって………。下げなきゃいいだけの話だろ」

「やだね～。できる人ってこれだから」

　肩をすくめた森本に苦笑しながら、弘樹は帰り支度を始めた。

「もう帰っちゃうわけ？」

「ああ、誰だれかさんが、授業終わってすぐに起こしてくれなかったから、今日は時間がないしな」

「あ、責任転てん嫁かだぁ。それだったら、ダレ様にいえよ」

「ダレ？」

　ダレとは、視し聴ちよう覚かく準備室の主、英語の及川のあだ名だ。

「授業終わるなり呼び出されてさ、教材運ぶの手伝ってきたんだ。……今日も美形で、目の保養だったよん」

「あ、そ」

　三日月目の森本は、自分が美び醜しゆうの基準から外れたファニーフェイスであるせいか、女も男も正当派の美形が大好きといってはばからない。

　弘樹に最初に声をかけてきたのも、弘樹の顔が気に入ったせいだったらしいし、濃こい正統派二枚目の及川のことも、「ダレ様」と呼んで、よく自分からじゃれついていくのだ。

　ちなみに、森本の最愛の彼女、真希は、弘樹にいわせれば十人並みの、どちらかというと平へい凡ぼんな容姿だったりなんかするのだが……。

「どうせ、自分からお手伝いしますとかいったんだろ？」

「ちがうよん。今日はホントに頼たのまれたのさ。──でさ、面白い話聞いてきたんだけど、聞きたい？」

「……聞きたくない」

「そんな～」

　弘樹は立ち上がろうとしたが、森本の三日月目が悲しそうに歪ゆがむのを見て、しかたなく座り直した。

「早くいえ」

「うん！」

　森本は尻しつ尾ぽがあったら、きっとブンブン振ふってそうなぐらい嬉うれしそうだ。

「あのさ、保健室のボンの話なんだけど、あの人、すっげー悪あく癖へきの持ち主なんだって」

「ああ、あのリボンは気色悪いよな。……あ、でも、おまえ、あれタイプなんじゃないのか？」

　客観的に顔だけ見れば、かなりのレベルなんだし、と弘樹がいうと、森本はブンブンと首を振った。

「俺、色物は嫌きらいだもん。──リボンの話じゃなくて、あのさ、あの人、ステディな相手がいる人にちょっかいかける癖くせがあるんだってさ。しかも、ラブラブであればあるだけ余計に燃えるらしいんだ。悪癖だろ？」

「……確かに」

「でさ、最近、ボンってばヒョンによくちょっかいかけてるじゃんか。──ってことはだよ。ヒョンにはステディな相手がいるってことだよな。どういう人だか、想像すると楽しくない？」

「別に……」

　本人だけに想像の余地がない。

　まるで奥おく様さまの井い戸ど端ばた会議的なこの話題のどこが面白いのか理解できない、と、心の中で冷めた突つっ込みを入れ、遅おくればせながら気づいた。

「俊……ヒョンに、ボンがちょっかいかけてるって？」

「うん。さっきも授業終わるなり、ドアまでお迎むかえに来てたし……。噂うわさになってるの、知らなかった？」

「保健室に世話になってるってしか、聞いてない。──そーいうことは早くいえ！」

　弘樹はガタンと椅い子すを倒たおして立ち上がり、ものすごいスピードで教室から出ていった。

「……弘樹様？」

　いきなり取り残された森本は、呆ぼう然ぜんと弘樹が出ていったドアを見つめ、

「んーっと、俊がヒョンで、高梨が出てって………………。────あれっ？」

　一人混乱して、ねじ切れるぐらい首をひねった。







　保健室までダッシュした弘樹は、ドアを開けようとして鍵かぎがかかってるのに気づいた。

「っざけんな」

　鍵がかかっている保健室に二人きりというシチュエーションに、カッと頭に血がのぼる。

　ガンッ！　とおもいっきりドアを蹴けり開け、中に入った。

「!?」

　最初に視界に入ったのは、奥おくのベッドを覆おおうカーテンの隙すき間まから覗のぞく二人分の足。次いで、そのカーテンが開いて、物音に驚おどろいたらしい中里が顔を出す。

「なにしてんだよっ!!　え!?」

　上半身裸はだかで中里に組み敷しかれていた俊を見て、弘樹は完全にぶちきれた。

　怒りのままにつかつかと歩み寄ると、中里の白衣の襟えりをつかんで殴なぐりつけた。

「……ツッ!!」

　殴られた中里は、痛そうに眉まゆをしかめたが、すぐにニヤリと不敵に笑った。

「この俺の顔を殴るとは、いい度胸だ」

「殴られて、困るような面かよっ!!」

　弘樹は、再び殴りかかろうと拳こぶしを振り上げかけた。が、

「やめろっ！」

　と、間に割って入った俊に止められてしまう。

「なっ!?　なんで、止めるんだよ！　こいつを庇かばうのか？」

「そうじゃねーよ。これ以上は駄だ目めだって！　学校で生徒が教師を殴ったら大事になるだろうが。おまえのために止めてるんだ」

「こんなときにまで、常識ふりかざすなよ。どけっ!!」

　弘樹は俊を押おしのけて、もう一度中里に殴りかかろうとしたが、俊の肌はだにあざやかに浮うき出ている情事のあとを至近距きよ離りで見て、今度は逆ギレした。

「……あ!!　あんた、まさか、こいつとマジで浮うわ気きする気だったわけ？」

「なにを馬ば鹿かなこと！　んなわけあるかっ！」

「どうだか。俺みたいなガキ相手にするより、やっぱ年上のほうがよくなったんじゃないのか？」

「自分からガキだっていうなっ！　だいたい、そのネタはとっくに終わったはずだろーが。自分で蒸し返すなっ！　ばか！」

「馬鹿で悪かったな。そういや、あんた、長ちよう髪はつ好きだったよな。昨日の件で怒おこって、髪かみ長けりゃ誰でもいいとかって思ったんじゃないだろうな」

「っざけんなっ！　あんな趣しゆ味みの悪いオプションのついた髪なんか触さわりたくもねーよ」

　この発言に、中里は胸に手を当て「ぐさっ」と呟つぶやいたが、渦か中ちゆうの二人から完全に無視された。

「それに、確かに長いサラサラな髪は好きだけどな、無条件に好きなのは女性の場合だ。もともと、男の長髪は大っ嫌いなんだよ」

「あ、そーなんだ。それは初耳。嫌われてたとは知らなかったね」

「あ、そうじゃないって。おまえのはホンキで好きなんだから」

「噓うそくさ……」

　弘樹は冷笑して肩かたをすくめた。

「じゃあ、なんでこいつにちょっかいかけられてるって、俺にいわなかったんだ？　少しは迷うトコあったんじゃないの？」

「あ、そーいう態度にでんのか？　じゃあ、そっちこそ、知ってたんなら、なんかいってくれりゃあよかったじゃねーか！　おれが誰だれになにされよーが、もう気にならなくなってたんだろ？」

「なんだよ、それ」

「香こう水すいの移り香がや口紅をつけられるような相手が、他にいるんだもんな。おれなんか、勝手に来てやらせてくれるから、ほっといてもいーやとかって思ってたんじゃねーの？」

「うわっ、そういうこというのか。だったら、なんで昨日説明させてくんなかったんだよ」

「噓なんて聞きたくなかったからに決まってんだろーが」

「うそ……って。なんだよ。最初から信じようとする気持ち皆かい無むなわけ？　それって、酷ひどくない？」

「酷いのはそっちだろ。俺おれが来るってわかってんのに、マンションに女連れ込んで」

「俺がいつ、女連れ込んだって？」

「昨日だよ。香水の残り香がぷんぷんしたぞ」

「あ……、あれは違ちがうって」

「なにが違うわけ？　マンションの前で、キスまでしてたじゃんか」

「見てたんなら止めろよ！」

「止めてよかったのか？　お邪じや魔まじゃねーの？」

「んなわけないだろ!?　なんでそんなこというんだよ。可愛かわいくない」

「可愛くなくて結構。すげーうれしーよ」

「そーかよ。──でも、ベッドん中じゃ可愛いよな。俺にしがみついて来るときの顔なんか、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いけど？」

「か、かわっ……」

「あ、それとさ、身体からだ離はなす瞬しゆん間かんの顔も結構いけてるよ。もっとかまってって感じで甘あまえた感じで、寂さびしそうでさ、すっげーかわいいよ。せんせ」

「な、な………。っざけんなっ！」

（まったく………ふざけんなだな）

　ぎゃあぎゃあと怒ど鳴なりあいを続ける二人に完全無視されてしまった中里は、この間、一人黙もく々もくと弘樹に蹴け倒たおされたドアをなおし、次いで自分がはぎ取ったシャツをそっと俊の肩にかけてからデスクに座った。

　夢中で怒鳴りあっている俊が、無意識らしい動作でシャツを着こみ、服装を整えるのを待ちながら、背もたれにおもいっきりもたれて足を組む。

　会話が途と切ぎれるのを待ってみたが、その気配はまったくない。

　怒鳴りあいが、徐じよ々じよに痴ち話わ喧げん嘩かに発展しつつあるのに業ごうを煮にやし、だんっとデスクに拳を打ちつけた。

「あ…」

　その音に驚いた俊と弘樹は、口を閉ざし中里に視線を向ける。

「ちょっといわせてもらってもいいか？──高梨、なんでこの場面で安藤くんに嚙かみつくんだ？　おまえ、余よ裕ゆうなさ過ぎ」

「………っ」

「安藤くん」

　中里は、絶句して歯を食いしばる弘樹をあっさり無視し、俊に視線を向けた。

「俺とだったら、こんな子供じみたいい争いしなくて済むし、釣つり合いもとれるから、もっと楽につき合えるぜ。わざと見えるトコにキスマーク残すようなへまもしないし、そんなことして独どく占せん欲よくを満足させなきゃならないほど、余裕のないつき合い方もしないしな……。俺のほうが絶対お得だ。こんな坊ぼうやはやめて、俺に乗り換かえな」

「お得だって……？　なんだよ、それっ!?」

　この発言に、俊はキレた。

　文句をいおうとしていた弘樹を押しのけ、ズイッと一歩前に出る。

「大人おとななあんたは、恋こい人びとが押し倒されかかってるときも、余裕たっぷりな態度でいられるってーの？　そんな奴やつ、願い下げだね。──弘樹は、確かにガキだし、余裕もないし、独占欲むき出しかもしんねーけど、おれはそーいうの全部ひっくるめて好きなんだよっ!!　勝手なこといってんじゃねーよっ!!」

「俊」

　この発言に喜んだ弘樹が、俊の肩に手を置く。

「おまえもいい加減にしろよなっ!!」

　俊は振ふり向きざまに、その手をビシッと払はらいのけた。

「ガキだの、年下だのって、済んだ話を蒸し返しやがって……。だいたいなぁ、おれのこと、条件のいい相手に乗り換えるような、そんな軽い奴だと思ってんのか!?　どーなんだ!?　ああっ!?」

「……う」

　俊の剣けん幕まくに、弘樹はひるむ。

「………答えられねーんだ？　じゃあ、やっぱりそー思ってんだな」

「違う！　それはない!!　思ってない!!」

　勢いに押され、首を振る。

「………悪かった。ごめん」

「わかりゃあいーんだよ」

　えへんと威い張ばる俊の声に、クックックと低く笑う中里の声がかぶさる。

「いやぁ、滅めつ多たにみられない見せ物だったな」

　なおも笑いながら、中里がいう。

「うるせー。……ほっとけよ」

「そうだな。ドアも壊こわされたし、これ以上被ひ害がいが出る前に手を引くか……。遊びで火傷やけどをするのは性分に合わないしな。──と、いうわけで、安藤くん」

「なんだよ」

「今日はこれで早退しろ。校医命令だ」

「へっ？」

「そんな頭に血が上った状態じゃ、残ってたって仕事が手につかないだろうが。……そこの坊やがまた暴れ出す前に、さっさと連れて帰れ」

「……なん──」

　坊やといわれ、頭に血が上った弘樹が怒鳴りかかろうとするのを、俊は止めた。

「いいから、ほっとけ。──とりあえず、マンションに帰れよ。おれもすぐに追いかけるから」

　弘樹の背中を強引に押おして、保健室から追い出し、きしむドアを閉める。

「えーっと、……中里先生」

　ドアにもたれ、話しかける。

「なんだ」

「その…………ありがとう」

「………強ごう姦かんしようとした相手に、それは変じゃないか」

「あ、そーか……。じゃあ、これでチャラかな」

　弘樹を連れて帰れと、そういった中里は、とてもやさしい顔をしていた。

　初めて見るその表情に、中里は、不毛ないい争いを止めるために、わざと怒おこらせるようなことをいったのじゃないかと思ったのだ。

　あくまで、想像にすぎないが……。

「おまえ、単純すぎるし、他人を信用しすぎだ。……そのうち、痛い目みるぞ」

「そーかな？」

「ああ。──とにかく、さっさと帰って、はた迷めい惑わくな痴話喧嘩をおわらせちまえよ」

「はいはい。はた迷惑はあんたの専売特許だしな」

「なんだ、それ？」

「及川先生が前にそういってたからさ。──じゃ」

　軽く手をあげて挨あい拶さつしてから、保健室を出た。が、すぐに、足が止まる。

「なに……やってんだ？　先に帰れっていっただろ」

　ドア脇わきの壁かべにもたれて弘樹が立っていたのだ。

「え、いや…」

「まさか、まだ疑ってんじゃねーだろーな」

「だって、やっぱ心配だし」

「おまえなぁ──」

　不毛な痴話喧嘩を再開しかけたそのとき、ドンッ！　と内側から保健室のドアが叩たたかれた。

「………とりあえず、帰ろう」

「そうだな」

　二人は、そそくさとすっかり歪ゆがんでしまったドアから離はなれた。







　場ば所しよ柄がらもわきまえずに痴話喧嘩を再開しかけたカップルが遠ざかっていくのを、足音で確認したあと、中里も保健室を出た。

　向かった先は、視し聴ちよう覚かく準備室。

「邪じや魔まするぞ」

　ノックもせずにドアを開ける。

「おやぁ、お珍めずらしいお客人で……。お久しぶりですねぇ。中里センパイ。いつもは近寄ろうともなさらないのに、どうなさったんですか？」

　にこやか～に微笑ほほえむ後こう輩はいを、中里はギッと睨にらみつける。

「白々しい。──あの坊やが保健室に来るようにしむけたの、おまえだろ？　いいトコだったのによ」

「おやぁ？　じゃあ、危き機き一いつ髪ぱつだったわけですね。よかったよかった」

「よくない！　あんな坊やより絶対俺おれのが幸せにしてやれるってのに、逃にげられちまったじゃねぇか」

　ずかずかと侵しん入にゆうして椅い子すに座り込んだ中里に、及川はお茶を入れ始める。

「逃げられたんじゃなくて、最初から相手にされてなかっただけでしょう？　安藤センセは、簡単に心変わりするようなキャラじゃないですからねぇ」

「……みたいだな。最初はチョロいと思ったんだが、意外にお堅かたいし……。また、そこがいいんだな、これが。──くそっ。一回ぐらいやりたかったな。あの可愛かわいい顔が、どんな風に乱れるのか見てみたかったぜ」

「………そんなこと考えてるようじゃ、望みは皆かい無むですよ。ま、心を入れ替えても無理でしょうけど。安藤センセは一いち途ずですからね。──センパイ、そのはた迷惑な悪い癖くせ、いい加減なおしたほうがいいですよ」

「俺好みの可愛い奴が、ろくでもない奴に引っかかって、みすみす不幸になるのを見み逃のがせないたちなんだ」

　及川の非難にも、中里は一向に悪びれずに威張っている。

「それにしても、安藤くんは惜おしかったな。あんな可愛くて、一途で、飽あきのこない愉ゆ快かいな奴なんてそういないぜ。ああ、もったいない。やっぱりもう一回頑がん張ばろうかな」

「よしなさい。頑張るだけ無む駄だですって……。あなたのそれは、プラモデルの完成品を求める子供の我わが儘ままと一いつ緒しよですよ。他の人達が作り上げた関係を羨うらやましがってないで、いい加減、自力で探したらいいんです。──お坊ぼつちゃん育ちで、挫ざ折せつを経験したことのないあなたが失敗を恐おそれる気持ちもわからないじゃないですが、いい加減、大人になったらどうなんです？」

「うるさい！　お坊ちゃんっていうな」

「ああ、これは失礼。中里センパイ、お坊ちゃん扱あつかいされるのが、大っ嫌きらいだったんですよねぇ」

　忘れてました、と及川は、またしてもにこやか～に微笑みながら、どうぞと机にカップをおいた。

「なにが忘れてただっ！　ホントに白々しい奴だな。高校時代のあだ名を校内にひろめやがったのも、おまえだろうが」

「おや、それは濡ぬれ衣ぎぬですよ。あなたが、そんな目立つリボンをしてるから、生徒達が勝手につけただけでしょう」

「逆だ。これは、あだ名がひろまっちまったからしかたなくつけ始めたんだ。リボンの『ボン』だと思われてたほうがましだからな」

「そうでしたっけ？」

　及川はそらっとぼけて笑っている。

　実は、中里の高校時代のあだ名も、今と同じ『ボン』だったのだ。

　由来は、庶しよ民みんの生活を実体験すべく寮りよう生せい活かつをしていた中里に、使用人が荷物を届けに来たときに「お坊ちゃま」と呼んだからだとか、初めてレトルトのカレーを食べた中里が、いたく感動して、『ボン』が頭につく商品名のカレーを一月以上も毎日食べていたからだとか、当時から色々と取りざたされていた。

　本当にお坊ちゃん育ちだった中里にとって、それは初めて他人から受ける嘲ちよう笑しようのたぐいで、いまだに根深いトラウマになってしまっている。

　好きでもないリボンを、毎日つけてくるぐらいには……。

「だいたい、これをつけ始めてから、さっぱりもてなくなっちまって、散々だ」

「それはしかたないですよねぇ。そんな派手なリボンつけてたんじゃ敬遠されますって。──おやぁ、その顔、どうなさったんです？」

「赤くなってるか？」

「かなり。──もしかして、悪さが過ぎて殴なぐられたんですかぁ？」

「……まあな」

「いい気味」

　及川が、口元に手を当ててクスッと笑う。

「嫌いやな奴やつ」

「お陰かげ様さまで。嫌な奴ついでに、こういうのはいかがです？」

「ん？」

　中里が視線を戻もどすと、及川はそれはそれは楽しそうに微笑んだ。

「次に校内ではた迷惑なことをやらかしたら、クビですからね。覚かく悟ごしといてください」

　理事長である叔お父じから、それぐらいの権限は与あたえられてるんです、と楽しそうな及川に、中里は頭を抱かかえた。

「あいかわらずの嫌な奴ぶりに、うんざりさせられるよ」

「それはよかった」

「よくない！」

「いいですよ。遊び半分で働いてる人間を飼っておくなと、不満をこぼす輩やからもいますしねぇ。少なくとも、センパイは教師を辞めたくないって気持ちがわかって、こちらとしてはホッとしました。──脅おどしがいもあるし」

　これからは少し勤務態度を改めてくださいね、と二重に釘くぎを刺さされた中里は、しばらく立ちなおれずにうなだれていた。




　　　　★




　そそくさと帰り支度をした俊は、学校を出た。

　早退するのは、これが勤務し始めてから初めてで、しかも仮病だったりするから少々気がとがめる。

　でも、どうせ勤務時間の残りは一時間弱だし、どうせ残ってたって弘樹が気になって仕事にならないんだからと、自分にいいきかせながら道を急いだ。

　マンションにつくと、やっぱり急いで帰ってきたらしい弘樹が制服のままで迎むかえてくれた。

　一刻も早く話をしたい気持ちもあるのだが、さっきおもいっきり怒ど鳴なりあっただけに気まずい思いのほうが大きくて、なにから話したらいいのか戸と惑まどってしまう。

　弘樹も同じらしく、二人とも無言のままソファーの定位置に陣じん取どって、妙みようにそわそわしていた。

「えーっと」

「あのさ」

　ほぼ同時に口を開き、またしても、気まずく黙だまり込む。

「じゃ、俺から聞いてもいいか？」

　弘樹にいわれて、俊はうなずいた。

「なんで、ボンにちょっかいかけられてるっていってくれなかったわけ？　俺って、頼たよりにならない？」

「違ちがう。そうじゃねーよ。ただ、男に襲おそわれかけたなんて、自分が情けなくていえなかっただけだ。──おまえこそ、噂うわさで知ってたんなら、なんでなにもいってくんなかったんだ？」

「それ、濡れ衣。調子悪くて保健室に行ってるらしいって噂を聞いただけで、ちょっかいかけられてるって今日まで知らなかったんだよ」

「なんだ、そっか……」

　ホッとして、俊は軽く微笑んだ。

　が、一番聞かなきゃいけない問題がまだ残っている。

「えーっと、じゃあ、あの口紅の主の件なんだけど……説明してくんねーか？」

　意を決して口を開く。

「あ、あれは、ホントに誤解で……」

「もしも!!」

　いいよどむ弘樹を、俊は言葉で止めた。

「もしも、彼女にマジになりかけてるんだったら、はっきりそーいってくれ。噓うそつくのだけはやめてくれよな。──もし、そうなら、……どっちも選べなくて悩なやんでるとかだったら、女とつき合うほうが自然なんだし、お、おれのほうが消えるから……」

　俯うつむきながらいうと、「なんだよ、それ」と、弘樹の低い声が聞こえた。

「そんなあっさり諦あきらめてくれちゃうわけ？　俺おれって、あんたにとって、その程度の存在だったんだ」

「そんなこといったって、やっぱ、男同士ってさ、不自然だろ。今だって、おまえに色んなこと我が慢まんさせてるし………。おれのが年上なんだし、潔く身を引かなきゃ駄だ目めかなって」

「なに馬ば鹿かなこといってんだよ。男とか、女とか、そんなの関係ないだろ？　年上なんだから身を引くなんて、マジで冗じよう談だんじゃないよ。あんた、俺のなに？　保護者のつもりだったわけ？」

「いや、でもさ……」

　弘樹の予想外の強い反応に、俊はおそるおそる顔を上げた。

（うわっ……）

　見つめてくる強い瞳ひとみと、真しん剣けんに怒おこっている弘樹の表情は、息を飲むほど綺き麗れいだった。

　こんな場面にもかかわらず、俊は思わず見とれてしまう。

「でも、なんだよ」

　たんに造作が綺麗な人間なら、他にも何人か知っているし、テレビや雑誌のページをめくればいくらでも見ることもできる。

　でも俊が思わず見とれるほど、心に響ひびくほどに綺麗だと思うのは、真剣な強い意志を感じ取ったときだけだ。

（本気で怒ってくれてんだ）

　そう実感して、俊は一人うなずく。

「うん………。そーだよな」

「だから、なにがそーなんだって？　はっきりいえよ」

　肩かたをつかまれ揺ゆさぶられているうちに、笑いがこみ上げてきた。

「しゅん……？　だいじょうぶか」

　一転して心配そうな表情になった弘樹に、俊は笑いを堪こらえて微笑ほほえみかけた。

「なんかさ、おれたち、お互たがい似たよーなこといってねーか？」

「え？」

「ガキだの、年上だのってさ。そんでもって、おんなじよーに怒ってさ。そーだろ？」

「……確かに、そうかもな」

　失いたくないと思えば思うほど、臆おく病びようになってしまう。臆病になって、自分に自信がなくなって、卑ひ屈くつになって……。

　酷ひどく滑こつ稽けいだけど、真剣なシーソーゲーム。

　本気で怒ってくれる弘樹が愛いとしくて、怒るべきときに怒れた自分が誇ほこらしい。

「なんかスッキリした。二度と簡単に諦めるなんていわねーから、機き嫌げんなおしてくれよ」

　もう女の説明なんて聞く必要がないと思えるぐらいに、弘樹の思いを確信できた俊は、妙にハイになってくすくすと小さく笑い続けた。

　が、弘樹は笑わない。笑わないどころか、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような、なんとも気まずい表情になっている。

「まだ怒ってんのか？」

　そんな表情に気づいた俊が聞くと、弘樹は首を振ふった。

「違う。──ただ、笑えないと思ってさ。俺は、二度といわないなんて宣言できないし」

「……まさか、前に喧けん嘩かしたときのネタ、マジでまだ引きずってんのか？」

「実は、そうだったり」

　保健室で蒸し返されたときから、怪あやしいなとは思っていたが、はっきりうなずかれてショックを受ける。

「なんで？　おれのこと、やっぱ信用できねーの？」

「信用はしてる。してるけど、その手の不安って勝手に浮うかび上がってくるもんなんだよ。自分でもどうにもならないんだ。……だから、とりあえず自力でなんとかしようと思って、最近色々やってたんだけど、そのせいで逆にあんたを不安にさせちまうしさ」

「いろいろ……やってた？」

「ああ。………できれば、あと一週間とちょっとだけ内ない緒しよにしときたかったんだけど、しかたない。もう白状するよ。──実は、夜中にバイトしてたんだ」

「……森本の話、ホントだったんだ」

「いや、ごめん、あれは噓。バイトしようって思ったときは、料理の勉強にもなるしと思ってあそこに潜もぐり込もうと思ったんだけどさ、あそこ給料安くて間に合いそうにないからさ、給料のいいショットバーで働いてたんだ。あの女はそこの客だよ。俺が気に入ったとかで、店以外でもつきまとってくるしキスしてくるしで困ってんだけどさ、店長が悪のりして、俺を目当てに来る客が十人以上になったらバイト料五割増しにするとかいい出すし、早めに金をためたかったから邪じや険けんにできなくなっちまって……」

　ホストクラブじゃないってのに、と弘樹がぼやく。

「じゃ、香こう水すいは？」

「あれは店内で化け粧しようなおしした彼女に、いきなり吹ふきつけられたんだよ」

「なんだ、そうだったのか……。──でも、なんでバイトなんて……。おまえ、金には不自由してなかったじゃんか」

　高級な食材を全然気にせず買うあたり、かなり金かね遣づかいが荒あらいほうだと思う。

　親おや御ごさんの金なんだから、ちょっとは遠えん慮りよして使え、食費ぐらいは払はらうからと、何度かいってみたこともあったが、料理に使う金なら料理研究家の母親も文句をいわないし、気にしなくていいと断られていたのだ。

「もしかして、あんまり金遣いが荒くて仕送り止められたとか？」

　責任を感じて、おそるおそる聞いてみる。

「それはない。食い意地はってるだけで料理音おん痴ちなお袋ふくろが、料理研究家だなんていってられるのは俺が協力してやったお陰かげだしな。分け前もらうのは当然の権利だしさ。でも、その金使ったら、きっとあんたが嫌いやがるだろうし、素直に受け取ってくれないんじゃないかって思って」

「嫌がるって、どーいうこと？」

「………プレゼントを贈おくりたいって思ってたんだ。………クリスマスに」

「あと一週間ちょっと……か」

　いわれてカレンダーに視線を向けた俊は、なるほどとうなずいた。

「バイトを始めたから、おれを早めに追い返そうとしてたのか？」

「そう。どうせだったら、内緒にしときたかったし」

「そんなのいらねーのに。一いつ緒しよにいられるほうが、ずっといいし……。それに、追い返されてるみたいでちょっと寂さびしかったしさ」

　ホントはかなり寂しかったのだが……。

「うん。そういうだろうと思ってた。……でも、俺、自分のためにそうしたいって思ってたんだ。このままじゃ、またあんたに八つ当たりして傷つけちまうような気がして……」

　弘樹はため息をついて、膝ひざの上で組んだ手に視線を落とした。

「この前、あんた、結けつ婚こん式の招待状を持ってきただろ？」

「うん」

「あれ見てさ、なんか酷く羨うらやましくなっちまって、口約束じゃなく、なにかしっかりした形で絆きずなを確かめられたらって思ってさ。それで……、すごく単純かもしれないけど、指輪を贈るのもいいかなって」

「そのためのバイト？」

「そ。だって、あんた、親の金で買っても喜ばないだろ？」

「たしかに……」

　喜ばないどころか、親の金でこんなものを買ってもらっても嬉うれしくないとかいって、説教したかもしれない。

「そーいうことだったら、その気持ちだけで充じゆう分ぶんだったのに。授業中に居い眠ねむりするぐらい無理してまでバイトしなくっても……。金額なんか、かんけーないのに」

「ちゃんとしたやつを贈りたかったんだ。それに、鎖くさりもセットで贈りたかったし」

「鎖って？」

「あんたさ、指輪もらったら、それ一日中つけてられる？」

「あー、それは無理……だな。学校にしていったら、生徒にあれこれ詮せん索さくされるしさ」

「だろ？　だから、鎖に通して首にかけとけば外からは見えないし、一日中身につけてくれてるだろうって思ったんだよ。──でも、もしもあんたが、そういうのって縛しばられるみたいで嫌だっていうんならやめるけど」

「嫌じゃない」

「ほんとに？」

「うん。けっこー嬉うれしい。──おれって、すぐに常識にこだわっちゃうだろ？　追い返されるみたいに帰るときも、年上なんだから寂しいなんていっちゃ駄だ目めだとか、あの女とキス……してんの見たときもショックだったのに、女とつき合うほうが普ふ通つうなんだからって考えて、無理に自分を納得させようとして、どうしても素直になれなかったから………。だからさ、そんな風におまえが縛ってくれるのは嬉しーよ。ちゃんと必要だって思ってくれてるんだって、確認できるしさ」

「そっか。よかった」

「うん。……でも、ホントはおまえのそういうトコに甘あまえてないで、自分から素直になれればいいんだよな」

　わかってんだけど難しくってさ、と苦笑すると、弘樹がニンマリと微笑んだ。

「……なんだよ、その顔」

「いや、たしかに普ふ段だんは素直じゃないかもしれないけど、最近はベッドの中じゃ素直になったよな。すぐに、もっともっとってしがみついてくるし」

「なっ！」

　俊は自覚があるだけに、この発言に真まっ赤かになった。

「なんってこというんだよ！　おまえ、サイテー！」

　口だけの抗こう議ぎじゃたりなくて肩を叩たたこうとして繰くり出した手は、弘樹にあっさり捕つかまれて止められた。

「怒おこるなって。……俺おれは、あんたのそういうの、すごく好きだよ。それで確認して、安心してる」

　おあいこだろ？　と手をひっぱり、俊を抱だき留める。

「でさ、確認したいんだけど………いい？」

　耳元で囁ささやかれ、真っ赤になったままそっぽを向いた。

「勝手にすれば」

　やっぱり素直になれない俊は、そういって弘樹の首にしがみついた。







　弘樹の首にしがみついたまま、ベッドに運ばれる。

　中里相手では嫌けん悪お感かんしか感じなかったのに、弘樹が相手だとキス一つで身体からだの芯しんから熱くなってくる。

　そんな、素直な自分の身体が嬉しい。

「……つっ」

　甘い感覚に酔よっていたら、鎖さ骨こつをいきなり強く嚙かまれた。

「な……にすんだよ。いたいじゃんか」

　甘あま嚙がみじゃ済まない痛みに、ムッとして目をあけたら、ふてくされた顔の弘樹がいた。

「おれ、ゆうべ、こんなトコにあとつけなかった。他に、どこにキスされて触さわられた？」

「あ……、抵てい抗こうすんのに必死で覚えてない」

　いちいち覚えていたのかと呆あきれつつ、中里に触られたところを嚙まれていたら歯形だらけになってしまうと、保身のために噓うそをつく。

「もう、済んだことだし。いいじゃんか」

「よくない。ったく、しょうがないな……」

　弘樹の指と唇くちびるが、首筋に、胸に触ふれ、微かすかな甘い痛みを残して次々と移動していく。

（まさか、触られてそうなとこ全部にこれやるつもりか……）

「見えるトコに、あとつけんなよ」

「わかってる」

　ほんとか？　と疑わしく思いながらも悪い気はしない。

　キスマークは独どく占せん欲よくのしるし。

　自分のものだと、それで確認したいのなら、いくらだってつけていい。ただし、場所には気をつかってもらいたいが……。

「ん……。あ……のさ、中里先生といえばさ」

「なに？」

「おまえが、最近……授業でずっと居眠りしてるって教えてくれたんだけど、まじ？」

「…………まあね」

　弘樹の動きが止まる。

「来週からテストなのに、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「………大丈夫だ」

「ほんとに？　居眠りして成績下がったなんてことになったら、おまえ、先生たちから総攻こう撃げき受けるんじゃねーの？」

「………それ、森本にもいわれたけどさ、絶対成績下げないから、大丈夫だって」

　授業中に居眠りして、夜も忙いそがしくバイトしてて、いつ勉強する時間があるんだろう？

　弘樹がなんといおうと、成績が下がるのは必至だと俊は判断した。

「おれ、家庭教師してやるよ」

　弘樹を押おしのけ、むくっと起きあがる。

「勉強しよ、な？」

　顔を覗のぞき込んだら、見る見るうちに弘樹の眉まゆが不ふ機き嫌げんそうに寄っていく。

「ったく、ここまでやっといて正気に戻もどるのやめてくんない？」

「え、だって。……わっ」

　グッと肩かたを押され、ベッドに深く沈しずみ込む。

「学校ネタになると、すぐ正気にもどっちまうんだから……。いい加減にしろよな。こういうときは俺のことだけ見て、感じてればいいんだよ！」

「イタッ。痛いッてっ」

　ガリッとおもいっきり肩を嚙まれて、涙なみだがにじむ。

「おしおき」

　ボソッと呟つぶやかれ、身体中に歯形をつけられるんじゃないかとゾッとした。

　が、予想に反して、そのあと弘樹はやさしかった。

「……はっ……ん…」

　それこそ頭からつま先まで、残すことなく触れ、キスを落としていく。

　丹たん念ねんでやさしい愛あい撫ぶに酔っていられたのは、最初のうちだけだった。

　触れられたところから広がる甘いしびれが、全身に広がっていっても、肝かん心じんな部分には刺し激げきを与あたえてもらえない。

「…ふ……や……」

　じれったさに気が狂くるいそうだ。

「ひ……ろき、も、やだ……はやく」

　背中にキスを落としていた弘樹は、喉のどの奥おくで小さく笑う。

「はやく……なに？　どうして欲しい？」

「……ば…か。──あっ」

　張りつめていた前に、弘樹の指が触れ、すぐに離はなれる。

「ここ、……それともこっち？」

　グッと腰こしを抱かかえ上げられ、四つん這ばいにさせられる。

「ちょっ…やめ……あ」

　弘樹の舌が、俊のつぼみに触れる。

　さっきから欲しくて敏びん感かんになっていたそこは、弘樹の舌に舐なめあげられた感かん触しよくにピクッと震ふるえる。ちょろちょろと舌先で刺激され、もっと激しく深い刺激を欲しがってキュッとすぼまる。

「も……だめ」

　その刺激だけでいきそうになって震える前に、弘樹の指が触れる。いかせてもらえるのかと期待したのもつかの間、グッと握にぎり込まれ、逆に熱い奔ほん流りゆうを遮さえぎられた。

「くっ。……や…だ………ふっ」

　解放されなかった熱が、身体の中に逆流する。

　あまりに激しい熱が苦しくて、涙がこぼれた。

「おかしく…なる……。も……いかせ……て」

　泣きながら訴うつたえたが、解放してもらえない。

「まだ……だめ。お仕置きなんだから……もっとよがってみせろよ」

　欲情に濡ぬれた声が囁き、なおも執しつ拗ように後ろを舐めあげる。

「や……やだ……あっ」

　もう解放して欲しい、もっと激しくして欲しいと願う、相反する感情が俊を切なくさせる。

「ひろき……も……おね……い……」

　身体の中で暴れる、狂おしいほどの熱を少しでも解放したくて身体を動かそうとしても、腰と前を押さえ込まれていてかなわず、ただ一カ所、自由になる首を、いやいやと狂ったように振ふることぐらいしかできない。

「や…っ……ふっ…」

　どうにもならない荒あれ狂う身体が苦しくて、もうすすり泣くことしかできなくなったとき、やっと弘樹が舌の動きを止めた。

「もう限界かな……。なあ、どうして欲しい？　俊のいいようにしてやるよ」

　甘あまくやさしい声でそういって、俊の背中にキスを落とす。

「あ、やっ！」

　その拍ひよう子しに、前を握り込む指の力が弱まって、俊は悲鳴を上げた。

「はなす…な……。い……れて」

「一いつ緒しよにいきたい？」

　聞かれて、何度もうなずく。

「あ……ああぁっ」

　待ち望んできたモノが、ぐっと入り込んでくる。

「ひ……ろき……ひろきぃ」

「ごめん」

「うっ…」

　一気に深く侵しん入にゆうしたとき、弘樹は俊を縛いましめていた指をほどいた。

「やぁ……ああっ」

　遮られていた奔流が、一気にほとばしって弘樹の手を濡ぬらす。

　だが、中で脈打つ熱いモノが、俊の熱をすぐに呼び覚ました。

「もう限界だったろ？　次は一緒に。な？」

　やさしく囁ささやかれ、うなずくと、ふっと身体からだが浮うく。

「あ……っ」

　背中を向けたまま、弘樹の上に乗せられる。

　自分の体重の分、深く入り込んだソレが、いつになく激しい快感をもたらした。

「あ……あん……っ」

　突つき上げられるたびに嬌きよう声せいが漏もれる。

「あつ……いよ。しゅん……すごく…いい」

　夢中になった弘樹のうわずる声が、さらに刺激になって俊を狂わせる。

「あ……ひろきぃ……ふっ…」

　弘樹の肩に頭を預け、ただただひたすらに弘樹の動きを追う。

「くっ……しゅんっ」

「あ……ああっ」

　名を呼んだ弘樹にひときわ激しく突き上げられた俊は、そのたまらない快感に自分を解放した。

　締しめつけられた弘樹も、ほぼ同時に俊の中に放っていた。

「……さいこー」

　荒あらい息を吐はきながら、弘樹が、そっと俊をベッドに横たえる。

「だいじょうぶ？」

　寄り添そうように隣となりに倒たおれ込んだ弘樹に聞かれ、俊はうなずいた。

「……ん」

　だるい腕うでを上げ、弘樹の髪かみをひっぱって唇くちびるを求める。

　触ふれるだけのキスを何度も、何度もしたあとで、俊は弘樹の顔を覗き込んだ。

「……ひろき……あのさぁ」

「なに？　もっと？」

　嬉うれしそうに聞かれて、酷ひどく気まずい気分で首を振る。

「そうじゃなくて……。あの……」

　なんとも気まずくていい出せずにいると、ぐぅ～とお腹が鳴って、口より正直な身体が、俊のいいたいことを代弁してくれた。

「最後に飯食べたの、いつ？」

「……昨日のお昼……かな」

「しんじらんねぇ」

　ボソッと呟いて、服を身につけながら弘樹が寝しん室しつを出ていく。

　誰だれのせいで食事が喉のどを通らなかったと思ってるんだと、一言文句をいいたいような気もするが、実行に移すのはやめることにした。

　弘樹は、たぶん今日もバイトに行くんだろう。

　だったら、一緒にいられる貴重な時間を、過ぎたことの文句をいって過ごすより、弘樹が今つくってくれている料理を誉ほめるほうが、ずっと有意義だと思うから……。

（弘樹が見えるトコにいこ）

　俊は、甘いしびれが残る身体をゆっくりと起こした。




　　　　★




　翌朝、俊が目覚めると、バイト先から戻もどった弘樹が隣で寝ね息いきをたてていた。

　絶対に勝手に帰るな、起こせとゆうべも弘樹にいわれたが、あまり寝ていないんだろうと思うと気の毒で起こすのがためらわれる。

（でも起こさなかったら、またぐれるんだろーな）

　そうっとベッドを抜ぬけ出し、シャワーを浴びて着き替がえ、帰る準備を整えてから、ベッドサイドに立って、熟じゆく睡すいする弘樹の顔に見とれつつ起こすか寝かせておくか真しん剣けんに悩なやむ。

（やっぱ、起こすか……）

　昨日の今日でまた喧けん嘩かをするのはいやだ。

　でも、その前に……。

　俊は、眠ねむる弘樹に覆おおい被かぶさって、喉元に唇を寄せた。

「……ん？」

「おはよ。……も少し寝てな」

　唇の感触で目覚めた弘樹が、ぼんやりしている隙すきに寝室を抜け出した。

　外は、乳白色のもやにつつまれていた。

　外気は肌はだを刺さすほどに寒かったけど、昨夜の甘い余よ韻いんが残る身体と心にはいい刺し激げきになる。

（弘樹、気づくよな）

　俊は、中里にちょっかいをかけられる原因になったキスマークへの仕返しのつもりで、弘樹の喉のど仏ぼとけの下の柔やわらかいところにキスマークをつけてきたのだ。

　ちゃんと制服のネクタイを締めさえすれば、見つからないところだ。

　普ふ段だん、滅めつ多たにキチンとネクタイを締めない弘樹には、窮きゆう屈くつな一日になるはず。

　自分だって、弘樹のせいで毎日窮屈な思いをしてるんだ。たまには実体験して、反省してもらうのも悪くない。

（どうせ土曜で半日だし、それぐらい我が慢まんしてもらわねーとな）

　俊は上じよう機き嫌げんだった。

　が、しかし。

「ヒョン先生」

　放課後、図書館にちょっとした資料を取りに行った際、廊ろう下かで一人の生徒に呼び止められた。

　振り向くと、特とく徴ちよう的な三日月型の目がこっちを見ている。

「森本、なんか用か？」

　俊が知る限り、弘樹にとって一番近しい友達。

「いい日和ひよりだなぁって思いません」

　森本が、窓の外を指さしていう。

「そうだな」

　俊は、つられて窓の外に広がる青空を見ながらうなずいた。

「十一月から十二月にかけての、よく晴れた春みたいな日って、小春日和っていうんですよねぇ」

　三日月型の目のせいで年ねん齢れい不ふ詳しように見える森本だが、こんな風にしみじみ天気の話を語られると年寄りと話しているような気分になる。

「そうだな。………で、なんの用？」

「いえね、俺おれのまぶだちも、この陽気のせいか今日は頭が春になっちゃったみたいで、暑いあついってネクタイゆるめちゃって、もう清純な高校生男子には目の毒なんでして」

（まぶだちって…………弘樹だよな）

　まさか、今日一日、あのキスマークを見せびらかしていたんだろうか？

　弘樹だったら、あり得るかも、とザーッと血の気が引く。

「……あ、そーなんだ」

　なんとか気を取り直して、薄うすら笑いを浮かべる。

「で、なんの用？」

「いや、たんにお天気の話がしたかっただけなんです。お邪じや魔まいたしました」

　森本は、ぺこりと馬ば鹿か丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎして去っていく。

　実をいうと、森本は俊の反応が予想通りだったと、唇まで三日月型にしてぷぷっとほくそ笑んでいたのだが、背中を向けられた上に、弘樹の行動にうろたえていた俊はまったく気づかなかった。

（やられた……）

　今さら怒おこっても手て遅おくれだし、弘樹の性格を考えれば予想すべき事態だった。

　まさに、後こう悔かい先に立たず状態。

　仕返しのつもりのいたずらが、完全に不発に終わってしまった俊は、懲こりずに次の仕返しの方法を考え始めていた。










　その日の夜。

　俊は、黒のざっくり編まれたハイネックのセーターと同色のパンツに、弘樹のクローゼットから拝借したワインカラーの革のジャケットを羽織って夜の街に出た。

　元々のくせ毛をムースでわざと跳はねさせ、さらに細い銀色のまん丸いフレームの度なし眼鏡めがねをかけているのは、ちょっとした変装のつもりだったりなんかする。

　学校関係の知り合いは、スーツ姿の自分しか見たことがないから、この程度の変装でもなんとかなるんじゃないかと俊は思っている。

　目当ての店は薄うす暗ぐらい階段を降りた地下にあった。

「いらっしゃいませ」

　出で迎むかえの店員にカウンター席を希望して、案内してもらいながら、薄暗い店内を見み渡わたす。

　規則性のない方向に向けられた小さなライトが照らし出す店内は、黒とゴールドに統一されていて、嫌いや味みなぐらいお洒落洒落しやれだ。

　くつろいでいる客たちにも洒落たタイプが多いし、案内の店員のレベルもかなり高い。

　居酒屋系や気さくな店が大好きな俊は、ちょっと場ば違ちがいなトコに来ちゃったかなと落ち着かない気分になりながらも、ここでバイトをしているはずの弘樹の姿を探す。

（あ、みっけ）

　求める姿を見つけニヤリとしかけた唇が、すぐにへの字に変化する。

（おれが嫌いやな思いするんじゃ、今回も不発じゃんか）

　ムッとした俊は、かがみ込んでテーブル席の女性客と楽しげに話をしている弘樹から、むりやり視線をはがし、カウンターに座ってふてくされながらメニューを眺ながめた。

「見ない顔だね、一人？」

「え、あ、はい！」

　一つ離はなれた席に座っていた男に声をかけられ、慌あわてて顔を上げる。

　マオカラーの洒落たスーツを着た男は、俊の慌てぶりに楽しそうに微笑ほほえんだ。

「うろたえちゃって……。君、可愛かわいいなぁ。もしかして未成年？」

「……違います」

　うろたえてしまったのが恥はずかし過ぎて、怒る余力もない。

（居酒屋だったら平気なんだけどな）

　こういう気取った場所に似合うような洒落た会話の心得なんてないから、妙みように緊きん張ちようしてしまう。

「ついでに、一人でもないです。知り合いがバイトしてて、ちょっと様子を見に来たんで」

　女性客と話をしている弘樹を親指で指し示す。

「ああ、彼か……」

　口くち振ぶりからして常連客らしい男は、弘樹をちらりと見て皮肉げに微笑んだ。

「じゃあ、当分相手してもらえないんじゃないかな。彼、女性客に引っぱりだこだし……」

「やっぱり？」

「うん、そうだね。──僕ぼく、ここの店長と知り合いなんだけどさ、彼がバイトに入ってから、女性客が通ってくる頻ひん度どが増えたって目め尻じり下げてたよ。あれだけバランスのとれた美形って、ちょっといないから無理もないけど」

「そっかぁ……」

　弘樹がこの店で、ホストよろしく女性客の相手をしてるってわかっていたのに、直接自分の目で見て、さらに他人の口からもその事実を聞かされると、ショックが大きい。

　弘樹が自分のためにバイトをしているんだとわかっていても、完全に嫉しつ妬とを抑おさえることはできそうになかった。

「そうがっかりしなくても、僕でよければ相手になるよ」

　落らく胆たんした気持ちが顔に出てしまったのかもしれない。男が席を移動して隣となりに座ってきた。

「なにを注文するの？」

「まだ決めてない……、っていうか、こういうのあんまりわかんないんですよ」

「いつもはどういうの飲んでるの？」

（ビールにチューハイ、とはいえねーよな）

　この店の雰ふん囲い気きに合わなすぎる。

「甘あまいやつかな」

　市し販はんされてる瓶びん入りのカクテルなら飲んだことがあるから、噓うそじゃない。

「じゃあ、これなんかどう？」

　男がメニューを指で指し示す。

「ドリーム・カクテル？」

「そう、オレンジの香かおりがして甘いよ」

「美お味いしそうかも」

　それにしよっかなぁと考えていると、「ご注文はお決まりですか？」と、聞き慣れた声が聞こえた。

　メニューから顔を上げ、目があった瞬しゆん間かん、

「……な」

　弘樹が絶句した。

「な、なんで、あんたがこんなトコにいんだよ」

　声をひそめる弘樹の気まずそうな顔に、俊はやっと満足した。

　こういうところで女性客相手に腰こしを低くして働いてる姿をみられたくないだろうなと思っていたのだが、大正解だったようだ。

「ビックリした？」

「した」

　憮ぶ然ぜんとしてそういった弘樹は、ついで俊の隣に座る男に視線を向けた。

「知り合いだったんですか？」

「いや、彼が退たい屈くつそうだったから、ちょっとお相手をね……。君が忙いそがしければ、この後も面めん倒どう見るけど？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。お気き遣づかいなく」

　慇いん懃ぎん無礼に微笑む弘樹に、男は肩かたをすくめ、グラスごと席を移動していった。

「あの人、常連客だろ？　追っ払ぱらっちゃっていいのか？」

「いいんだよ。どうせ、今晩の相手を物色しに来てるだけなんだから……」

「あ、じゃあ、おれの相手なんかさせて悪かったかな」

「…………あんた、鈍にぶすぎ」

　弘樹はあきれたように眉まゆをひそめる。

「物色されかかってたってのに、なんで気づかないわけ。危なっかしい」

「なんだよ、それ。んなことあるわけねーだろ」

「あるんだよ。あんたが鈍すぎるだけだ。──だいたいさ、なんであんたが店にくるわけ？」

「いろいろと、思うトコがあって……。なぁ、今どんな気分？」

「………さいあく。夕飯んとき、妙にしつこく聞くなとは思ったけど、こういう計画だったわけか。──で、もしかしてこれって、なんかの嫌がらせ？」

「まあね。──おまえ、今日ネクタイゆるめて一日過ごしてたっていうしさ、おればっかり嫌な思いするってのはフェアじゃないかなって」

「自分でつけてったくせに」

　ふてくされている弘樹は、今はこの店の制服を身につけていて、キスマークはタイの下にきっちり隠かくれている。

　清潔感を出すためか、普ふ段だんはなにもつけていない髪かみをきっちりと後ろになでつけ一つにくくり、ピンタックシャツにカマーベストといった出いで立ちだ。金のアームバンドが嫌味なぐらい似合っていた。

「まさか見せびらかすとは思ってなかったんだ。今日一日、きっちりネクタイ締しめて窮きゆう屈くつな思いすれば、おれの気持ちもちょっとはわかるかと思ったのに……」

「………最初から嫌がらせだったわけか」

　喜んで損した、と弘樹。

「わざわざ、そんな変装もどきまでして、ご来店いただけるとは光栄ですよ。お客様」

「あ、これ？　おまえの友達とかがいたらまずいかなって思って」

　伊だ達て眼鏡を鼻に引っかけて楽しそうに笑う俊は、弘樹の目には世間知らずの高校生にしか見えない。

　弘樹が高校生だと知っている店のスタッフたちも、きっと俊のことを高校の友達だとでも思ってるだろう。童顔を気にしている俊には口が裂さけてもいえないが……。

（知らぬが花って……ね）

「大丈夫。ここ、高校生が来れるような値段設定じゃないから。──で、お客様、なんにいたしますか？」

「おれ、こういうの全然わかんねーんだ。あ、でも、さっきの人がドリーム・カクテルなんかどうだっていってたから、それにしよっかな」

「ったく。これだから……」

　弘樹が少し離れた席に座る男に剣けん吞のんな視線を送る。

　それを受け、男は苦笑しながら肩をすくめた。

「なに？」

「──そのカクテル、アルコール度数が四十以上あるんだ。やめといたほうが無難だと思うけど」

「あ、そーなんだ。じゃ、なんか、適当につくって」

「………そういえばお客様、確か禁酒宣言をしてらっしゃいましたよね。アルコール抜ぬきのドリンクでも？」

「カクテルの一いつ杯ぱいぐらいいいじゃんか。堅かたいこといいっこなしだって」

「自分の都合でコロコロかわるんだもんな。マジずるいって」

　ぶつくさいいながらも、弘樹の手が綺き麗れいに並べられたリキュール類の瓶に伸のびる。

　慣れた手つきでシェーカーに材料と氷を入れ、カシャカシャと小気味いい音を立てて上下に振ふる姿に、俊は見とれてしまった。

（やっぱ、格好いいよなぁ……）

　整った顔に、長い手足。腰位置が高いからソムリエエプロンもよく似合っている。

　まるで、そこだけテレビドラマの一場面を切り取ったかのようだ。

　熱心な女性客がつくのも無理がないと、俊はこっそりため息をついた。

「どうぞ」

　カクテルグラスが、すっとカウンターの上を滑すべって俊の前に停まった。

　注がれた液体は、綺麗なブルー。

「空の青だ」

「いうと思った」

　思わず微笑ほほえんだ俊を見て、ククッと楽しげに弘樹が笑う。

「ラムベースのスカイ・ダイヴィングっていうカクテル。──俺おれのおごりにしとくから、それ飲んだら帰れよ」

「わかってるって」

　追い出しにかかった弘樹に、俊は投げやりな返事をした。

（おれがいたら、思う存分、女性客に愛想振りまけないってか）

　店長との女性客を十人ゲットするという賭かけに弘樹は勝てるつもりでいる。その予定で、プレゼントの予約も済ませたらしいから、これ以上の営業妨ぼう害がいは遠えん慮りよしてやるべきなんだろう。

（しょうがないよな……）

　そっと口に含ふくんだカクテルは、甘ったるいだけじゃなくて、ちょっと酸味が利いていた。




　弘樹が女性客の相手をしている間に店を出た。

「ありがとうございました」

　弘樹の知り合いだとわかったからか、案内役の店員が営業用じゃない親しげな笑みを見せて見送ってくれる。

　階段を一気に駆かけ上がり、歩道に出る。

　カクテル一杯で酔ようはずがないと思っていたのだが、頰ほおを撫なでる風がヒンヤリして気持ちいいと感じてしまうあたり、結構危ないかもしれない。

「さてっと」

　駅へと歩き始めた俊は、いきなり腕うでをひっぱられ、ビルとビルの間の狭せまい隙すき間まにひっぱり込まれた。

「なんだ、弘樹か。ビックリさせんなよ」

「いい忘れたことがあってさ」

「ん？」

「あんた、どっちに帰るんだ？」

「明日、日曜だし、おまえが試験勉強ちゃんとするように見張らなきゃいけないから、マンションのほう」

「あ、家庭教師してくれるわけ？」

　弘樹は嬉うれしそうに笑った。

「そ」

「じゃあさ、飲み足りないからって絶対寄り道するなよ。酒なら、冷蔵庫にも戸と棚だなにも一杯はいってるし、帰ってから飲めよな」

「……………わざわざ、それをいいに追いかけてきたわけ？　信用は？」

　不快感を顔一面で表現してみたのだが、弘樹に「ない」と断言されてしまった。

「さっきの奴やつだって、あわよくばあんた酔わせて、いただいちゃおうとかって魂こん胆たんだったんだぜ」

「まっさかー」

　心配しすぎだと笑い飛ばしたら、真顔でギュッと肩をつかまれた。

「事実だ。あんた、酒飲むと人格極きよく端たんに変わるし、鈍いから、俺がいなかったら簡単に酔っぱらって、引っかかってたって……。とにかく、絶対に寄り道するなよ。一時間たったら部屋に電話入れるから、ちゃんと出ろよな」

「りょーかい」

　そんなに酔ってないのにとむかつきながらも、やっぱりそんな風に真しん剣けんに心配されるのは気分がいい。

（いっそ、電話をシカトしてやろっかな）

　そうすれば、女性客にお愛想を振りまいているときでも、弘樹の心の中は自分への思いだけで一杯になるだろうから……。

　そんなことをふと思い、やっぱり酔ってるのかなと苦笑する。

「なに？」

　一人で微笑む俊を不ふ審しんがった弘樹が、顔を近づけてくる。

　俊は、その首に腕をかけ触ふれるだけのキスをしてから、「じゃあな」と路地裏から抜け出し、駆け足で駅へと向かった。




「あれ、やばいな」

　こんな人目のある場所でキスしてくるなんて、絶対に酔ってる。

　普ふ段だんの俊からは考えられない行動に、一人取り残された弘樹は不安になった。

　一時間後に部屋に電話をかけたが、何度コールしても俊は出ない。

　気もそぞろ状態でなんとかバイト時間をクリアしてマンションに戻もどった弘樹は、電話の前で毛布にくるまって熟じゆく睡すいしている俊を発見した。

　ちょっとのアルコールに、連日の睡すい眠みん不足と疲ひ労ろうが味方して、電話を待つつもりだった俊を眠ねむりへと誘さそったのだ。

　思ってもみなかった形で、俊の嫌いやがらせは完全に成功したようだった。










「おう、安藤くん。調子はどうだ？　なんだったら保健室で一休みしてかないか？」

　授業を終え、職員室に向かっていた俊は、中里に呼び止められた。

「絶好調ですから、ご心配なく」

「なんだ残念。──飽あきたら、いつでも声をかけろよ」

「やだなぁ、中里先生」

　声をひそめて耳元で囁ささやかれた俊は、ニッコリと笑いながら、おもいっきり中里の肩かたをどついた。

「冗じよう談だんは、そのリボンだけにしといてくださいよ」

　あはは～と口先だけで笑うと、「そうか？」と、少々情けなさそうな顔で中里も応じる。

　最近では、すっかりこれが日常茶飯事になっていた。

　あの日以来、中里が強引に迫せまってくることはない。

　だから俊としては、なんの気負いもなく気さくに話しかけてくる中里との会話が、むしろ楽しみなぐらいだ。

「今日はどうしたんです？　また騙だまされたんですか」

「くっだらない噓うそに騙されてやってるだけだって。──戻ったら、また薬くすり棚だなを総点検しなきゃな」

　中里をおびき出し、傷の手当てをしていく生徒や、薬や絆ばん創そう膏こうをくすねていく生徒達は、俊が想像しているよりもずっと多いらしい。

　中里は、おびき出されるたびに、どの薬が無くなり、なにを補ほ充じゆうするのかいちいち点検しなきゃならなくて面めん倒どうだとぼやく。

　一度、そんなに面倒なら妙みような噂うわさを消して真ま面じ目めに仕事すればいいのにといってみたのだが、最近の子供は必要なモノを簡単にゲットできるのに慣れてるから、ここで鍛きたえてるんだとか訳のわからないことをいわれ、聞き入れてはもらえなかった。

　俊にはどうしても、たんに中里が生徒達との駆け引きを楽しんでいるようにしか見えないのだが……。

「手伝っていかないか？」

「遠慮しときます」

　中里が肩に腕を回そうとするのを払はらいのけながら、俊が答えていると、中里の表情が変わった。

「あいかわらず、独どく占せん欲よくの強い坊ぼうやだ」

　苦笑しながら中里が顎あごで示す先、Ｔ字型に繫つながっている渡わたり廊ろう下かの窓から、弘樹がこっちを見て眉まゆをひそめている。

「そこがいいんですよ」

　そんな弘樹を見て微笑んだ俊は、その笑みを浮うかべたまま中里に顔を向ける。

「そういうもんかね」

　中里は、俊の笑顔に、いつか見せたやさしげな笑みを浮かべ、

「……おっと、やばい。退散するか」

　弘樹がこちらに向かって歩き出したのに気づいて、あっさり退散していった。




　もらった指輪を身につけるようになっても、弘樹の態度はあまり変わらない。

　もうちょっと落ち着いてくれないかなとちょっと考えて、それじゃあ駄だ目めかと、苦笑する。

　弘樹が落ち着いたら、きっと、今度は自分のほうが不安になってしまうんだろう。

　自分一人じゃ取れないバランスも、二人だったらなんとか保っていけるはず。

（おれたちって、きっと釣つり合い取れてるんだよな）

　常識なんて関係ない。

　お互たがいが必要で、一いつ緒しよにいられて幸せなのだ。

　それだけで充じゆう分ぶん。

　もう誰だれにも劣れつ等とう感かんを感じる必要なんてない。

（でも、やっぱあれじゃちょっと……な）

　嫉しつ妬としてもらえなくなったら寂さびしいけど、弘樹にはもう少し自信を持ってもらいたいとしみじみ思う。

　眉をひそめたままで歩み寄って来る弘樹に苦笑しながら、俊は、自分の胸に手を当ててみせる。

　手の平の下には、弘樹にもらったリング。

　それを見た弘樹は、一いつ瞬しゆんバツが悪そうな顔をしたが、すぐに照れくさそうに微笑ほほえんだ。
















素直なあなた













　マンション前の歩道に立っていた弘樹の前に、一台の車が停まった。

　運転席の人物に手招きされて助手席に乗り込むと、車は再び走り出す。

「ナビ、よろしく」

　運転席の俊が、ダッシュボードの上に置いてあった地図を、弘樹の膝ひざの上に放り投げる。

「了りよう解かい。──ところでさ、一つ聞いていい？」

「なに」

「なんでワゴン車なわけ？」

　俊は免めん許きよを持っているだけで、マイカーは所有していない。

　だから、今回のドライブを計画したときに、レンタカーを借りてくるといっていたのだが、まさかファミリータイプのワゴン車を借りてくるとは予想外だった。

「家族連れじゃあるまいし……。普ふ通つう車しやのほうが運転も楽だろ」

「逆。おれ、こっちのほうがなれてんだ。大学時代にたまに田舎いなかに帰ったときに、親おや父じの手伝いで配達してたし」

「配達？」

「いってなかったっけ？　おれの家、米屋なんだよ。最近はそれだけじゃやってけないって、コンビニみたいなこともやってるけど……。ま、姉が婿むこ養よう子しもらって家継ついじまったから、おれには関係ねーけどさ」

　教師になるんなら米屋は継げないでしょ。あたしが家ごといただくから、あんたは余よ所そに所帯もちなさいよね、と、大学入学の際に宣言されたのだと、俊が笑う。

「それって、乗っ取られたわけ？　家から追い出されたんだろ？」

「ちがうちがう。どっちかっていうと、おれのためにいってくれたんだよ。おれ、教師になるって決めてたけど、家を継がないってことにも罪悪感あったしさ。だから、そういってもらえてすげー気が楽になった」

　弘樹には、俊が姉から、お前はもうこの家には必要ないといわれたように受け取れたのだが、どうやらそうじゃないらしい。

　俊の家では、家族の信しん頼らい関係というやつがきっちり確立しているんだろう。だから、傍はたから聞くときつい言葉でも、本人たちにはその裏に隠かくされた本当の気持ちが理解できる。

（そういう家で育ってるから、俊はこんななのかもな）

　単純でやたらと人がいい俊。

　いくら未み遂すいだったとはいえ、自分を強ごう姦かんしかけた相手と笑って話せるのだから、お人好しにもほどがあると弘樹は思う。

　逆をいえば、そういう俊だからこそ、弘樹は彼を好きになったのだ。

　俊だったら、絶対に自分を裏切らないと信じられたから、だから側そばにいて欲しいと思った。

「なあ、もう一つ聞いていいか？」

「うん」

「あんた、最後に運転したのって……いつ？」

　たまに田舎に帰ったときにワゴン車を運転していたのなら、普ふ段だんはしてないってことじゃなかろうか？

「んーっと、たしか、就職する前に家に帰って運転したのが最後だから、一年近く前かな？」

「じゃ、ペーパードライバーじゃんか」

「そーだな。でも心配いらねーから。大だい丈じよう夫ぶだって」

「そう？」

　にこにこと楽しそうに笑う童顔の横顔が、弘樹の不安を誘さそう。

「俺おれが運転しようか？」

　思わずそういったら、車がギュギュギュッと急ハンドルで路ろ肩かたによって停まった。

「………運転できんのか？」

「ああ」

「……………免許取れる年ねん齢れいに達してねーのに、なんで？」

（あああ、しまった）

　弘樹は、常識知らずの母親に強制的に運転を覚えさせられ、中学の頃ころから運転手代わりに使われていたし、ついこの前までバイトしていた店で客の車を回したりとかしていたから、車の運転は得意だったりなんかする。

　免許はなくても、ペーパードライバーの俊が運転するよりましだと思ったのだが、甘あまかった。

　俊は基本的に常識人だし、教師という職しよく業ぎよう柄がら、その手の違い法ほう行こう為いにはやたらと厳しいのだ。

「………もうしない」

「ほんとだな？」

「約束する」

「絶対だぞ」

　念を押おしてから、再び車は動き出した。







「これのお返し、なにがいい？」

　弘樹の裸はだかの胸に頭をのせた俊が、指にはまった指輪を照明にかざしながらそう聞いてきたのは、クリスマスイブの夜。

「お返しなんて、いいよ」

　自分が安心感を得たいがために贈おくったプレゼントだっただけに、弘樹は一いつ瞬しゆん遠えん慮りよした。だが、

「あ、やっぱ、指輪が欲しいかな」

　気を変えて、いってみる。

「これと同じデザインのやつ」

　俊の手を取り、石がついていないシンプルなプラチナのリングに唇くちびるで触れる。

「ホントの結けつ婚こん指輪みたいだな。──じゃ、サイズ教えろよ」

　くすぐったそうに俊が笑う。

　だが急に、

「あ………やっぱ駄目。それやめよう」

　と手を引っ込めた。

「なんでだよ」

「いや、だってさ……」

　ふてくされた弘樹が聞くと、俊は困ったような顔をした。

「おまえ、見せびらかしたりするんじゃねーの？」

　図星だった。

　もらったら、とりあえず森本に見せびらかしてやろうなどと考えていたのだ。

「しない。絶対しないからさ」

（不特定多数の人間の前では……）

　と、心でつけ加える。

「…………やっぱ駄目」

　そんな心の声が聞こえたのかもしれない。

　俊は結局うなずいてくれなかった。

　その代わりに俊が企き画かくしたのが、このドライブだった。

　一月中ちゆう旬じゆんの三連休の二日間を使って、近場の観光地をのんびり歩こうというわけだ。







（あ～あ、完全にムッとしてるよ）

　弘樹が車の運転をしていたことは、かなり俊のご機き嫌げんを損ねたらしい。

　そんぐらいのことで怒おこるなよといいたいような気もするが、いえば、教師根性に目覚めた俊が、法律やら校則やらの決まり事を持ち出して説教しそうだからやめた。

（せっかくのデートなんだし、恋こい人びと同士らしくいちゃいちゃしたいんだけど……）

　気まずい車内の中で、弘樹は、地図を眺ながめるふりをしながら、こっそり俊の横顔を窺うかがった。

　唇を尖とがらせている俊の今日の服装は、グレイのフードつきのトレーナーにジーンズ。変装のつもりでかけているらしいオレンジグラスのサングラスとふわふわしたくせ毛も手伝って、そんな格好をしていると生来の童顔のせいで高校生にしか見えない。

（かわいいよなぁ）

　尖らせた唇でさえ、可愛かわいい。

　妙みように見栄っ張りな俊は、服なんかも身長にあわせて買っているらしく、トレーナーも横よこ幅はばがあわなくてぶかぶかしていて、可愛らしさを強調している。

　そんな可愛らしさも俊の魅み力りよくだと弘樹は思っているのだが、いえばさらにムッとされるのがわかっているから、素直に誉ほめることもできない。

「出発遅おそくなって悪かったな」

　高速に乗ってしばらくたつと、俊のほうから話しかけてきた。

「いいよ、別に……。だいたい、その前から予定より遅おくれてたしな」

「それもそっか……」

　本当は午前中のうちに出発する予定だったのだが、ゆうべ遅くまで起きていたせいで二人して寝ね坊ぼうしてしまったのだ。

　そのあと、俊は荷物を取りにアパートに帰ってから、レンタカーを借りてくるといってマンションを出たのだが、一時間ほど遅れると連れん絡らくがあった。

「なんかあったのか？」

「ああ、大学時代の友達から留守電はいっててさ……。みんなで結婚のお祝いの品を買ったんだけど、予算オーバーしたから混ざってくれないかって……。なんか、みんなに気をつかわせたみたいで悪くてさ、そんで………あちこちに電話入れて、いろいろ話してたら遅くなっちゃって」

「結婚って、まさか」

「そ、昔の彼女の。──結婚式、明日なんだ」

　俊の視線が微かすかに上を向く。

「この調子だと明日も晴れだよな。チャペルでの結婚式みたいだから、よかったな」

「………だから、ドライブの予定たてたわけか」

　二人で外出するのを極きよく端たんに避さけようとする俊が、自分からドライブしようだなんていい出したときから変だなと思っていた。

「なるほどね」

　ぐれた弘樹は俊から視線をそらし、足を組む。……と、

「この、ばか！」

　運転席から、弘樹の肩かたに向かって拳こぶしが繰くり出された。

「って。……なにすんだよ」

「うるさい。いちいち勘かんぐるな。それとこれとは関係ねーよ。──せっかく楽しみにしてたのに、水を差すようなこといってんじゃねーよ」

「楽しみにしてた？」

「当たり前だろ。……ったく。──おまえなんかあっちいけ。しっしっ」

「ちょっ……やめろって。危ないだろ」

　グイグイとドアに向けて押された。

　押されることより、ハンドルがお留守になるほうが怖こわい。

　弘樹は俊の左手をつかむ。

「あ……」

　俊の左手の薬指にひかる指輪が、弘樹の目に留まる。

（そっか、そうだよな……）

　銀色の光が、弘樹の頭を冷やしてくれた。

　昔の結婚式にナーバスになっていたのなら、態度でそれとわかるはず。

　単純な俊が誤ご魔ま化かせるはずがない。

「ごめん、もういわない」

　指輪ごと俊の指に唇を押し当てる。

「……あ、うん。わかってくれたんならいーけどさ」

　俊の頰ほおが微かに赤くなったような気がした。

「えーっと、あのさ。出発が遅くなったぶん、予定を明日に回そうと思うんだ。早めにコテージに入りたいし。いいか？」

「別にかまわないけど」

　神社や古寺を回るのを楽しみにしていたのは俊だけで、実をいえば弘樹はそういうのにまったくといっていいほど興味がない。

　極端な話、二人きりでいられればそれで充じゆう分ぶんなのだ。

「そっか……。よかった。──じゃ、今日は一カ所だけ回ってから、すぐにコテージに行こ」

「了りよう解かい」

　それで明日はさ、と、俊がてきぱきと予定を組み上げていく。

（こういうトコ、先生だよなぁ）

　ちょっとだけ引率される生徒の気分だ。

　雑誌かなにかで調べたのだろう。予定されているコースは、デートに最適だといわれている場所ばかりで妙にくすぐったい。

　自分がいい出したんだから自分で計画を立てると宣言してた俊が、その手の雑誌や本をめくっているのを目もく撃げきしたことはなかったが、弘樹が見ていないところでけっこう真しん剣けんに検討を繰り返していたのかもしれない。

　弘樹は幸せな気分で、俊が話す予定に聞き入った。










　神社を参さん詣けいした後で、予約していた貸しコテージに向かった。

　管理人から鍵かぎを受け取り、指定された一戸建ての小さなコテージに車を停める。

「あ、けっこういいかも」

　室内はすでに暖だん房ぼうが入っていて、暖かかった。

　ログハウス風の外見どおりに、中も木製の家具類で統一されている。

　テーブルクロスや、ソファーにかかっているカバーは生成りの木綿で、素そ朴ぼくで清潔な雰ふん囲い気きだった。

「弘樹」

　真っ先に奥おくのバスルームに駆かけ込んでいった俊に呼ばれて、バスルームを覗のぞく。

「ジャグジーじゃん」

　大きなガラス窓から、周囲を覆おおうように植えられた木々の緑が見える。開放的な気分のバスルームだ。

「ごっ機嫌だろ？　これがあるから、ここ選んだんだ。明るいうちに景け色しき見ながら入ると気持ちよさそうだなって」

「一いつ緒しよに？」

　さっそくお湯を張り始めた俊は、弘樹の声に手を止めた。

「これ、二人用だしさ」

「いや、だって、やっぱ窮きゆう屈くつかもしんないし……。それに、おまえ、おとなしく入浴する気、ある？」

　俊は微かに赤くなっている。

「もちろん」

　内心の期待とは裏腹にうなずいたが、駄だ目めだった。

「駄目。信用できねー」

　バスルームから追い出され、内側から鍵までかけられた。

「別に、いいけどさ。好都合だし……」

　俊が色々計画していたように、弘樹にもたった一つだけ計画があった。

　途中ちゆうで買ってきたドリンク類を冷蔵庫に入れてから、ソファーに座って窓から見える外の景色を眺ながめる。

　木立の間から差し込んでくる夕日が目に痛い。

　短い冬の日が終わろうとしていた。










「湯冷めするなよ」

　夕食のために、コテージの敷しき地ち内にあるレストランに向かう。

「大だい丈じよう夫ぶ。ホカホカだから」

　一時間以上もバスルームに籠ろう城じようしていた俊は、頰を上気させて笑った。

「そーいうときが、一番危ないんだって」

　弘樹は、首にかけていただけの俊のマフラーを強引にグルグル巻きにする。

「あつい」

　文句をいいつつも、俊はマフラーをそのままにしていた。

　白のダウンジャケットを羽織り、青いマフラーに口元まで覆われた俊は、めちゃくちゃ可愛かわいい。

　弘樹は、今すぐ抱だきしめたい衝しよう動どうをこらえるのに苦労させられた。







　レストラン内は、シーズンオフだというのに、家族連れやカップルなどでほどほどに混んでいる。

　運良く空いた席に座って、二人してメニューを覗き込んだ。

「やっぱ、こういうトコに来たんだからバーベキューコースだろ」

「そうだな。それと、生ビール。あんたも飲むだろ」

「……え、でもさ………」

「こういうときに飲まないでいつ飲むわけ？　それに風ふ呂ろ上がりだし、きっとうまいぞ」

「そうか……な。──うん、そうだよな。一いつ杯ぱいぐらいなら大丈夫だし」

（そうこなくちゃな）

　弘樹は心の中でくすりと笑った。

　妙みようなところで自分に甘あまい俊が、この状じよう況きようでアルコールの誘ゆう惑わくに勝てるわけがないと思っていたのだ。

　先に運ばれてきた生ビールを飲み始めてすぐ、次々にコース料理が運ばれてくる。

「あ、けっこう美お味いしい」

　メインのバーベキューに口をつけた俊が呟つぶやく。

「そう？」

　美味しい料理を毎日食べさせていたのに、あまり味覚は発達していないらしいなと弘樹は少々がっかりした。

「ちょっと表面焼けすぎだし、辛からいけど、肉は美味しいじゃん」

「安心した。ちゃんとわかってるんだな」

「まあね」

「火力が強すぎだし、ペッパーがなぁ……。安もん使ってるから、辛さだけで香かおりがないんだよ。肉がもったいない。──やっぱ俺おれがつくったほうがよかったな」

　コテージにはバーベキュー用の設備も調っていたのだ。先にそれを知っていた弘樹は、何度か俊に訴うつたえたのだが、外は寒いから嫌いやだと拒きよ否ひされた。

（おっと、まずかったかな……）

　自分の計画にけちをつけられてムッとしただろうかと、俊の顔色を窺うかがったが、予想に反して俊は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「弘樹ってさぁ、マジで料理すんの好きなんだな」

「まあね。──好きっていうより、お袋ふくろに馴ならされたような気もするけどな」

「そんなことねーだろ。──おれの母さんとか姉さんなんかは、あたしはお手伝いさんじゃない、たまには家事から解放しろっていってさ、年に何度か温泉旅行に行ってるみたいだしさ。お前もそうなのかもって、今日は料理させないつもりだったんだけど……。そういうことなら頼たのめばよかったかな。……ま、次の機会には頼むよ」

「了りよう解かい」

　当たり前のように、『次』といってもらえるのが嬉しい。

　指輪が、自分の不安を一時的に解消してくれる特効薬だとすれば、俊のなにげない『次』は体質改善用の注射みたいなものだ。

　今すぐ変わろうなんて焦あせらなくてもいい。ゆっくり変わっていけばいいんだ。

　弘樹は、心の奥に潜ひそんでいる不安がっている子供時代の自分に話しかけてみる。

　この人はずっと側にいてくれるんだから……。

「どした？」

　そんな内心が顔に出たのか、俊が不思議そうな顔で見つめてくる。

「いや……ちょっと酔よったかも」

「え、まじ？　うそだろ？」

　もちろん噓うそだ。

「ほんと。久しぶりのドライブで疲つかれたのかな」

　さらに噓を重ねると、俊の顔が嬉き々きとして輝かがやいた。

「めっずらしー。じゃ、もっと飲め。おまえが酔ったトコ見てみたいし」

　ウキウキと勧すすめる俊にうなずき返し、酔ったふりをして俊にも酒を勧める。

　俊は、ためらいながらものってくる。

　計画通りにことが進んでいく。

　俊に負けないぐらいに、弘樹も上じよう機き嫌げんだった。







「ちょっと飲み過ぎたかなぁ」

　帰り道、ふらっとふらついた俊が、弘樹の腕うでにしがみついてくる。

「そうでもないんじゃないか。そんな、酔ってる風には見えないし」

　酔ってなきゃ俊が外で腕を組むなんてするはずがないのだが、そらっとぼけてそういうと、俊は安心したようだった。

「そう？　よかった」

　俊をしがみつかせたまま、コテージに戻もどる。

　ジャグジーバスが気に入ったらしい俊は、戻るなりバスルームに向かいかけたが、ちょっと甘めの白ワインがあるんだけど、と誘さそったらすぐにのってきた。

「冷えてる？」

「ああ、ここ着いてすぐに冷蔵庫に入れといたし、大丈夫」

　備え付けのワイングラスに白ワインを注ぎ、ソファーに座る俊に渡わたした。

　つまみのつもりで買ってきたナッツやチーズを皿にのせ、隣となりに座った頃ころにはすでに一杯目が空になっていた。

「おいしい？」

「うん。すげーおいしー」

　もっと、と空になったグラスを掲かかげる俊は、もう完全なる酔っぱらいだ。

（かんっぺき）

　弘樹は計画の成功を祝って、酔っぱらいとグラスを打ちあわせた。

　会話を交わしているわけでもないのに、ひとりニコニコと幸せそうに笑っていた酔っぱらいは、三杯ばい目に入る頃には誘ってもいないのに弘樹の膝ひざによじのぼってきた。

「なあ、ひろき」

「なに？」

「ひろきは将来、なにになりたいんだ？」

　舌っ足らずな口調で話す酔っぱらいが可愛くて、お医者さんと答えて、このままお医者さんごっこでもしようかと考えていたら、

「コックさんなんて、どお？」

　と、先を越こされた。

「コックさんねぇ……」

「だって、料理すんの好きだろー。すっごくじょうずだしさぁ」

「う～ん、そうだなぁ」

　その件について、弘樹は正直いってちょっとだけ考えてみたこともあったのだが、条件があわなくていまいち乗り切れない。

「のり気じゃない？」

「ああ。あんまり……。この前のバイトでも思ったんだけどさ、客商売ってどうしたって時間帯が遅おそくなっちまうだろ？　あんたと生活サイクルが合わないのはけっこー辛つらいしさ」

　バイトだからなんとかなったが、これが仕事になったら俊とゆっくり過ごす時間が無くなってしまう。仕事となれば、土日だって休めなくなるだろう。

「それに、あんたにつくるのは好きだけど、不特定多数の人間にはそんな風に思えないしな……」

「そっかぁ。……そういわれるとなぁ、たしかに辛いかも……。一いつ緒しよにいられないのって、寂さびしいしさ、おまえが客に笑いかけんのなんか見たくねーもんなぁ」

「………嫉しつ妬とする？」

「うん。もうメラメラ」

　正気だったら絶対にいわない台詞せりふだ。

　軽く頰ほおを膨ふくらませてワイングラスに顔を突つっ込んでいる俊が、可愛かわいくてしかたない。

（今なら、答えるよな）

　弘樹には、可愛い酔っぱらい状態の俊を堪たん能のうさせていただくことの他に、もう一つ目的があった。

　正気の俊には聞けないことを聞くこと。

「なぁ、聞いてもいい？」

「なに？」

「あんたの昔の彼女……。どんな人だったんだ？」

　知りたいわけじゃない。でも、知らないでいると、この先もずっと彼女の存在が気になってしまうような気がしていた。

　結けつ婚こんするのだと聞いても、それは変わらない。

　自分でも余よ裕ゆうがないとは思うが、俊の中の彼女の記き憶おくが、どんな風に残っているのかが気になっているのだから……。

「それ、しっと？」

　人の気も知らずに、酔っぱらいは嬉しそうにへらへらと笑っている。

　正気だったら怒おこっている場面だから、まだましかと、弘樹はため息をつきつつうなずいた。

「そう。だから、教えて」

「優ゆう秀しゆうのしゅうで、ヒデコって名前で」

「うん」

「しゅんとしゅうは二卵性双そう生せい児じだって、みんなにいわれてた」

「顔、似てた？」

「ぜんぜん。……性格がにてただけ～。趣しゆ味みもいっしょだったから、本とかＣＤとかも、どっちかが買えばいいから便利だったし、遊びに行くのも自分が好きなトコにいけばいいから、すっげー楽だったなぁ」

「………今は楽じゃない？」

「楽じゃないなー。ひろきってば、すぐにふてくされるし、どーいうことしてやったらよろこぶのか全然わかんねーんだもん。めんどー」

　酔っぱらいが、ぎゅーっと弘樹の頰をひっぱる。

「ああ、そーですか。悪かったね」

　弘樹は、悪戯いたずらをする手をつかんで押おさえ込んだ。

「なんで？　わるくなんかねーけど？」

　俊は不思議そうな顔で弘樹を見上げている。

「しゅうとはさぁ、そりゃ楽だったよ。自分がもう一人いるみたいな感じでさ、誤解することなんかもなかったしさ～。その点、ひろきとはなにもかも一緒ってわけにはいかないし、ちょっと離はなれるとスゲー不安になっちゃうしさー」

「全然悪いじゃん」

「悪くないって。だって、ドキドキするし」

「どきどき？」

「そ、ドキドキ。この前だってさ、おれ、勝手に誤解して、もう捨てられちゃうのかなーってドキドキしたし」

「そのドキドキは、心臓に悪いドキドキだろうが」

「んー？　でもさぁ、こんなにドキドキするぐらい弘樹のことが好きなんだなぁって思ってさ。だから、誤解だってわかったときは、スゲーうれしかったし……。その点、しゅうとはさー、そーいうのなかったから、気持ちもずっとほんわかしたまんまだったんだよなぁ」

　比ひ較かくして語られると、やっぱり自分のほうが分が悪いような気がする。

　弘樹は心配になってきた。

「やっぱ、彼女のほうがよかったんだろ？」

「ちがうって。だって、不安にならなかったから、別れることになっちゃったんだし……。──性格にてるからさ、今だとしゅうがなんでおれから離れてっちゃったのか、よくわかるんだよなー。……もっと」

　ズイッとグラスを突き出す酔よっぱらいのリクエストにお応こたえして、ワインを継つぎ足す。

「大学んときは、離れてても平気だったけどさ、……社会人になって、違ちがう職場で働くようになってからは、そうもいってられなくなってたんだよなー。おたがい、周りを取り巻く環かん境きようが全然違っちゃったからさぁ。……しゅうはさ、仕事がつまらなかったんだよ。でも、おれは楽しそうに忙いそがしく仕事してるから、遠えん慮りよして愚ぐ痴ちもいえないしでさぁ。……で、ひとりで煮に詰つまっちまったときに、今の婚こん約やく者しやにあって、ドキドキしちゃったんだよ」

「どきどきねぇ」

「でも、心変わりしちゃ悪いしって、ものすごく悩なやんでさー。……んで、それを見ていられなくなった友達が、おれに電話してきて……。おれ、一方的にふられたんだって思ったから、しゅうに確認の電話も入れなかったし……。それみろ、怒ってもくれないぐらい、あんたより仕事のほうが大事になっちゃったのよって、友達に背中押されて、ドキドキのほうにいっちゃったんだよ」

「それって、想像？」

「ううん。ホントのこと。──やっぱ、直接お祝いいいたいなぁって、今日、出がけに電話入れたんだよ。しゅう、電話口で泣いてた」

「……あんたに、未練あったわけ？」

「そういうんじゃなくてさ、変な別れかたしたから、ずっと気になってたんだって。直接ごめんなさいもいえなかったからって……。──ホントにね、幸せになって欲しいなぁって思った」

　俊の唇くちびるから、ふうっと酒臭くさいため息がこぼれた。

「あんたのほうは？　それ聞いて、未練とか感じたんじゃないの？」

「弘樹はすぐそれだから、面めん倒どうなんだって……。そんなことないのにさー」

　俊の頰がぷうっと膨らむ。

「しゅうとは最初はドキドキしたけど、そのあとは全然変わらなかったんだよねー。幸せだなぁって思う気持ちの中に好きがとけ込んじゃったみたいな感じなんだよ。んーっと、家族に対する好きと似た感じ。わかる？」

「……なんとなく」

　だったら、やっぱり今でも彼女のことが好きなんだろう。これから先もずっと……。

　聞かなきゃよかったなと、弘樹は思う。

「でも、弘樹とはさぁ、そうもいかないじゃん。すぐにぐれるし、こっそり一人でなんかはじめるし………。なに考えてるのかわからないことがおおいから、ドキドキして、心配でさぁ。もめるたびに、もうお終しまいだぁってくるしいし、でも仲直りすると前よりもっと好きになってるんだよなぁ。──好きが、心の中でしっかり固まってく感じ」

　わかる？　と見上げられて、その心配そうな顔に胸が熱くなった。

「たぶん」

「ほんとかぁ？」

「うん」

「最近さ、こういうドキドキがさ、恋こいしてるってことなんだろうなぁって思うんだ。──ずっと幸せな気分でいると、それに慣れちゃってさ、幸せなのが日常になっちゃうじゃんか。たまにドキドキできたほうが、自分が幸せなんだってことに気づけるからいいのかなぁって……」

「うん」

「あ、でもさ、だからって、ケンカしたいとかって思ってるんじゃねーぞ」

「うん」

「苦労しなかった好きより、いっぱい悩んだ好きのほうが強いかなって………。悩んだぶんだけ好きが複雑になって、ぎゅうってしっかり固くなってさ、そうやって、少しずつ好きをかためてってさ、いつかほんとにわかり合えるようになるのが、本物なんじゃないかなって……」

「ほんもの？」

「そ、ほんもの」

　恥はずい～と、酔いのせいとは違う赤さを頰ほおに浮うかべて、俊が足をバタバタさせる。

「ちょ……こぼれるって」

　俊の手からワイングラスをもぎ取って、テーブルに避ひ難なんさせた。

「あ、まだ飲む」

「……こぼすなよ」

　もう一度グラスを渡わたそうとしたが、俊は受け取らない。

「なに？　飲むんだろ」

「うん。のむ───のませてー」

　正気だったら絶対にいわない台詞せりふを口にして、首に腕うでをかけてくる。

　酔っぱらい特有の舌っ足らずな口調ととろんとした目で、首を傾かしげて見上げてくるその表情に、くらりときた。

「……ったく、なんで、そーかわいいかな」

（やばっ）

　思わず口にした自分の言葉に、弘樹は凍こおりついた。

「ごめん」

　せっかく上じよう機き嫌げんなのに、ここでムッとされたら元も子もない。

　が、怒おこると思った俊は、鳩はとのように喉のどの奥おくでククッと笑って、胸にすりよってくる。

「……怒らないのか？」

「なにを？」

「いや、だって、あんた可愛かわいいっていわれんの嫌きらいじゃないか」

「いいよ。……ひろきは特別」

「とくべつ？」

「うん。──きらいだけど、でもそれって弘樹にとっては誉ほめ言葉なんだろ？　だったら、いーよ。……もっと誉めて」

　もっとおれのこと、好きになってよ、と、唇を寄せてくる。

（前は、酔っぱらってても嫌いやがってたのに……）

　呆ぼう然ぜんとしながらも、弘樹はキスに応じた。

　好きが複雑になって、ギュウッと固くなっていくと、俊はいった。

　つまり、これは、そういうことなんだろうか？

　俊の中の自分の存在が、より失いがたいものへと変化していっているから、以前より許される範はん囲いが広がったってことなんじゃないだろうか？

「どうした？　どっか痛い？」

　唇が離はなれた途と端たん、俊に聞かれた。

「え……、うわっ」

　俊の視線の先、自分の頰が濡ぬれているのに気付いて、弘樹は慌あわてて腕で頰を拭ぬぐいかけ……やめた。

　どうせ、この可愛い酔っぱらいは、明日になればすべて忘れてしまうのだ。

　恥ずかしがることも、格好をつけて取り繕つくろう必要もない。

「だいじょうぶ？」

　俊が猫ねこのようにぺろりと頰をなめてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ。どこも痛くない」

「そんなら、いーけど」

　頰に唇をつけたままでしゃべられてくすぐったい。

「なぁ、しゅん」

「なに？」

「俺おれのこと、好きか？」

「うん」

「どんぐらい？」

　──馬ば鹿かか、おまえは！　そーいうのは計るようなことじゃねーだろーが！

　正気だったら、そう怒ど鳴なられるんだろうなと予想しつつ聞いてみる。

「こんぐらい」

　酔よっぱらいは、ちょっと考えてから、拳こぶしをグッと目の前に突つき出した。

「……そんだけ？」

　もっと大きいものに例えてもらえると思っていただけに、少々ショックだ。

「こんぐらいだろ？　だって、心臓って拳ぐらいの大きさだって、聞いたことあるし」

　ちがったっけ？　と自分の拳を眺ながめて、首を傾げる仕草が可愛かった。

「そっか。わかった」

　手首をつかんで、俊の拳に口づける。

「ひろきは？」

「俺もこんぐらい」

　拳をつくってみせたら、いきなり酔っぱらいがムッとした。

「なに？　いやなわけ？」

「だって、ひろきのが大きい」

「あ。そーいうこと」

「だいたいさー、背だっておれよりずっと大きいし、足だって長いし、ずるいって」

「ずるいといわれてもねぇ……。遺伝子のなせる技に個人の意識は反映しないんですけど」

（やっぱ、酔っててもコンプレックスは健在なんだな）

　そう思うと、さっきの言葉が余計重みを増してくる。

「でも、ずるい」

「いいじゃないか。より惚ほれてるほうが負けだって、よくいうしさ……。おれ、あんたに一生かなわないような気がするし」

「……いっしょう」

「うん、一生」

「なら、許す」

　腕の中の酔っぱらいが小さく笑う。

　もう限界だった。

「なあ、今すぐ抱だいてもいい？」

「いいよ」

　首にしがみついてきた酔っぱらいをそのまま寝しん室しつまで運んだ。

「脱ぬがせろよ」

　と、甘あまえているのか、威い張ばっているのか判断つきかねる態度の酔っぱらいから、服をはぎ取り、素す肌はだをあわせる。

「……や……くすぐったいって……」

　酔っぱらってるせいで感覚が鈍にぶくなっているのか、触ふれるたびに酔っぱらいが身をよじってクスクス笑う。

　のってくればいつも以上につき合いがよくなるのを知っていたから、弘樹は焦あせらなかった。

　くすぐったさが、快感へと変わる瞬しゆん間かんを待って、じっくりと責める。

「……あっ……」

　短い声に、そろそろきたかな、と期待したのだが、はずれだった。

「ジャグジー、もう一回はいりたい。一いつ緒しよにはいる？」

（そうくるか……）

　いいところで気をそぐ癖くせは健在だ。

「あとでな。今はおれにつき合えって」

　引きつり笑いを浮かべつつ、そういうと、

「しょうがねーなぁ」

　と、実に残念そうだ。

（お仕置きしてやる）

　よこしまな決意を胸に、弘樹はもう一度恋こい人びとの肌はだに顔を埋うずめた。

「ん………あっ、ひろき」

　しばらくすると、俊の声が次第に艶つやを帯びてきた。

「よくなってきた？」

　そっと身体からだをずらして、形を変え始めたモノに悪戯いたずらしながら、わざと声を低くして耳元で囁ささやくと、うなずきと共に手に確かな反応が返ってくる。

「なあ、この後、どうして欲しい？　俊のいいようにしてあげるからさ」

　そして、焦じらして少し苛いじめてやろうなどと、弘樹はよこしまなことを考えていた。

　俊は、弘樹の声にくすぐったそうに首をすくめながら、酔いのせいだけじゃなく目め尻じりが赤くなった瞳ひとみで見つめ返してくる。

「いーから、ひろきの好きなようにして……」

　非常にうれしい発言ではあるのだが、よこしまな計画を進めるためにも、弘樹としてはなにかいって貰もらわないと困るのだ。

　いいからいえって、ともう一度、同じことを聞いたら、俊もちょっと困ったような顔をした。

「でも、ひろき、もうこんなになってるのに……」

　俊の手が、ギュッと弘樹のそれを握にぎる。

「くっ……」

　不意打ちの攻こう撃げきに、弘樹は思わず呻うめいた。

「な？　我が慢まんしなくていーよ」

「いや、でも……さ」

　それでもなお、計画が捨てきれずにいる弘樹を、酔っぱらいはちょっと悲しそうに首を傾かしげて見上げてくる。

「ひろき、おれの中にはいりたくねーの？」

（うわっ、……無敵）

　この無意識の媚び態たいは、直接触さわられるよりくる。

　負けた、と弘樹は思った。

　敗因は、酔っぱらい状態の俊が、ただ可愛かわいいだけじゃなくて、やたらと奉ほう仕ししたがるようになるのを忘れていたこと。

「じゃ、お言葉に甘えさせてもらおうかな」

　白旗をあげた弘樹がそういうと、酔っぱらいは嬉うれしそうに自分からすり寄ってきた。

（どうせだったら、素面しらふじゃやらないようなことを……）

　弘樹の胸に、またしてもよこしまな計画が芽生える。

　さてなにをやってもらおうかと、なめらかな背中を撫なでながら考えていたら、するっと俊が手の中から消えた。

「もう……、じれったいなぁ」

　起きあがった俊が、ぶつぶついいながら自分から弘樹の上に跨またがってくる。

「……んん…」

　すでにほぐしてあったが、それでも身体を深く沈しずめるほどに俊の眉まゆが辛つらそうによる。

「ちょっ、大丈夫か？」

　積極的なのは嬉しいが無茶は困ると、両手で腰こしを支えて協力した。

「……ふッ……」

　弘樹を完全に受け入れると、俊は上体を屈かがめて胸に倒たおれ込んできた。

「つらい？」

「ちが…っ…」

　俊がぷるぷると首を振ふる。

「いい？」

「ん……」

　俊は、なんとかして自分で動こうとしていたが、身体に力が入らないらしい。

「ひろき、は……やく」

　苦しそうな顔で、すがるように弘樹を見つめてくる。

　リクエストにお応えしようかと動きかけ……やめた。

「俊、いじってみせてよ」

　俊の右手をとって、前へと導く。

「じぶん……で？」

「そう。駄だ目め？」

　嫌いやがるだろうなと思いつつ試しにいってみたのだが、酔っぱらいは弘樹の予想以上に従順だった。

「いーよ。はずかしいけど……」

　でも、誰だれにもいうなよ、と掠かすれた声でいわれ、苦笑しつつうなずいた。

　もったいなくて誰にもいう気になれないし、正気に戻もどった本人にだっていえやしない。

　知ったら、羞しゆう恥ち心しんから真まっ赤かになってぶっ倒れるかもしれないし、禁酒に向ける意欲が増すに違ちがいないから。

「……ん……ふっ…」

　恥はずかしそうにぎこちなく動く手が、自分の快楽のためじゃなく、見せるためにやっているのだと雄ゆう弁べんにものがたっている。

　むしょうに愛いとしくなって弘樹が頰ほおに手を伸のばしたら、俊は自分から頰をすり寄せてきた。

　そっと唇くちびるのラインをなぞると、唇を開いて指をくわえてくる。

（……完敗）

　自分を喜ばせようと一いつ生しよう懸けん命めいになっている俊の姿に、弘樹はまたしても白旗をあげた。

　よこしまな計画を実行している余よ裕ゆうなんか、もうない。

　弘樹は、繫つながったままの俊の身体を強引にベッドに横たえると、足を抱かかえ上げ、激しく欲望を叩たたきつけた。

「あっ！……ん……ああっ！」

　受け入れ、吸いつくように締しめ上げてくる熱い身体を、弘樹はただただ夢中で貪むさぼっていた。










　翌日、俊が目を覚ましたときにはもう昼近かった。

「とっくに起きてたんだろ。なんで起こさなかったんだよ」

　文句をいいながら、ベッドから降りかけたかと思うと、眉をひそめてベッドに座り込む。

「……なあ、ゆうべさ」

「なに？」

「いや…………、だから………、くそっ」

　真っ赤になった俊は、ベッドに倒れ込んで、毛布に顔を埋める。

　予想通り、ゆうべの記き憶おくは皆かい無むらしい。

「………もしかして、痛む？」

「かーなーりーなっ！」

「一応、ことわっとくけど、無理強いはしてないからな」

「んなことわかってるよ！」

　だから、恥ずかしいんじゃねーかと俊。

「でもおまえ、わざと飲ませただろ？」

「飲まないかって聞いただけ。飲んだのは、あんたの意志だから」

「とめろよ、ばか」

　よっぽど恥ずかしいらしくて、耳まで見事に赤い。

「こんなんじゃ、今日の予定もおじゃんだ。あ～あ」

「別にいいだろ。もう少し休んでから、ゆっくり帰ろうぜ」

「………別にいいんだ」

　気をつかっていったつもりだったのだが、これは俊の気に障ったようだ。

「やっぱ、おまえ、全然楽しみじゃなかったんじゃねーかよ」

「そんなことないって」

「うそつけ」

　なだめようとベッドに歩み寄ると、一生懸命調べたのに馬ば鹿かみたいじゃんかという呟つぶやきが、毛布の隙すき間まから漏もれ聞こえてきた。

（ああ、そうか……）

　俊はゆうべ楽じゃないといったのだ。どうやったら喜んでくれるかわからないから、面めん倒どうだと……。

　それでも、なんとか自分を喜ばせようと思って、苦労して予定をたててくれたんだろう。

　別にいいなんていったら、その苦労を無む下げにすることになる。

（でも、今日は無理だよな）

　ゆうべの痴ち態たいを覚えているだけに、あちこち移動して歩き回るのが不可能だろうってことはわかる。だから、

「はっきりいって、寺とか神社とか興味ないんだ」

　ここは、正直にいうのが礼れい儀ぎだろう。

「でも、あんたと一いつ緒しよに出かけられるのは楽しみだったからさ、だから、無理しなくていいんだって」

「ホントに？　つまらなくないか？」

「ああ。……でも、そうだな。天気もいいし、海岸線をドライブしてかないか？　車を停められそうなトコがあったら、少し散歩でもしてさ」

　どう？　と聞いたら、毛布に押おしつけられた頭がうなずく。

「でも、ごめんな」

「だから、気にしなくていいって。──ゆうべも楽しかったしさ」

　最近、拳こぶしに訴うつたえることの多くなった恋こい人びとを警けい戒かいして、ベッドから二歩ほど離はなれていう。

　拳の代わりに、枕まくらが飛んできた。







　車に乗り込むと、振しん動どうが辛いらしく俊は無口になる。

　正気に戻った俊は、一緒にジャグジーバスに入るのを許してくれなかった。

　弘樹は、ゆうべ一緒に入っとけばよかったかなと、真しん剣けんな表情で運転する横顔を眺ながめながら少々後こう悔かいしていた。

（ま、いいか）

　次の機会を待てばいい。

　酒好きの俊がずっと禁酒を続けていられるわけがないんだし……。

（次は半年後ぐらいかな）

　車のウインドウ越ごしに強い日差しを受ける海を眺めた弘樹は、まぶしげに目を細めた。










スリルなキスをもう一いち度ど








黒くろ崎さきあつし
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